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　　　序章　始まりはどこぞのお寺から







　時は真ま夜よ中なか。場所は日本のどっか。

　人ひと里ざと離はなれた山やま奥おくに、その寺はあった。

『鬼おに封ふう寺じ』

　それが寺の名前だった。広大な敷しき地ちにどかんと巨きよ大だいな仏ぶつ閣かくが建たてられている。その仏閣から長く続く渡わたり廊ろう下かの先に、大きな蔵くらがあった。かなり価か値ちのある物が保ほ管かんされていそうな雰ふん囲い気きがしつこいほどに漂ただよっている。

　その門もんの前には、プロレスラーかと見まごうほどの体たい軀くの僧そう侶りよが二人、長い棒ぼうを片かた手てに立ちはだかっていた。

　まるで仁に王おうのような二人だ。うっかりケンカなんか売ったら最後、その長い棒でこってんぱんにのされてしまうのは明らかだ。それどころか、さらにこねられてうどんかソバにされてしまうかもしれない。

　いかつい顔で見み張はりをしていた僧侶の表情が曇くもった。足あし元もとをもやもやと白い霧きりのような物が漂ただよっていたからだ。

「ん？　霧きりか？」

「こんな季き節せつに霧なぞ珍めずらしい」

　霧はどんどんと増えていく、二人の僧そう侶りよの全ぜん身しんを覆おおい尽つくすほどに。

「こ、これは霧などではないぞ！」

「何ということだ！」

「皆に知らせなければ！」

「くそ、意い識しきが朦もう朧ろうとして…」

　そこで、声は止まった。

　霧の生えた後には、同じように立ちはだかっている二人がいた。鋭するどい目つきで虚こ空くうを睨にらみ付ける。だけどかすかに響ひびくのはグースカという鼾いびきの音だ。

「とんでもない坊ぼうさん達だぜ」

　暗くら闇やみの中から二人組の男達が現あらわれる。黒いジャージに黒いニット帽ぼう。顔にはガスマスクだ。

「立ったまま眠ねむるなんてな。しかも目も開けたままで。おお、気き味みが悪い」

「おい、急ごうぜ。何だか今にも動き出しそうだ」

「心しん配ぱいすんな。猛もう獣じゆう用ようの催さい眠みんガスを使ったんだ。朝まではぐっすり眠ったままだよ」

　片方の男がガスマスクを外した。太い眉まゆ毛げに口の周まわりには輪わっか型がたの黒いヒゲ。いかにも泥どろ棒ぼうですって顔つきだ。

「とは言っても、若い裸はだかの姉ねえちゃんならともかく、こんな連中をいつまでも眺ながめてたってしょうがない。いただくもんをいただいてずらかるとするか」

「そうこなくっちゃな」

　もう片方の男もガスマスクを外す。こちらは目の細い小ずるそうな顔。コソ泥が良く似に合あう顔つきだ。

「錠じよう前まえを焼き切るぜ。少し待まってな」

　リュックから取り出した器き具ぐを使って、扉とびらの錠前を焼き切った。

　開かれた扉の奥おくへ、二人組は進む。

「何か、寒くねえかこの中」

「冷れい房ぼうでもきいてんだろ？　ちょっと待てよ。今明かりつけるから」

　懐かい中ちゆう電でん灯とうのスイッチが入れられた。暗闇の中に光の帯おびが走る。

　だだっぴろい蔵くらの奥に、祭さい壇だんのようなものが作られていた。その上に、黒い長方形の物体が置かれている。それは漆うるし塗ぬりの巨大な箱はこだった。

「とうとう見つけたぜ」

　泥棒顔の男が息いきを吐はき出すと、感かん慨がい深ぶか気げにその言こと葉ばを口にする。

「こいつが鬼おにの衣い装しよう箱ばこだ」

「ここまで来といてこんなこと言うのも何だが、こいつは本当に価か値ちがあるのか？　別に国こく宝ほうでもなければ重じゆう要よう文ぶん化か財ざいでもないんだろ？」

　コソ泥どろ顔がおの質しつ問もんに、泥どろ棒ぼう顔が鼻をフンと鳴らす。

「国宝や重要文化財に指定されてないのは、この寺がひた隠かくしにしてるからだよ。俺の調べた限りじゃ、こいつははるか大おお昔むかし、平へい安あん時じ代だいからこの寺に保ほ管かんされているお宝たかららしい。さらに、このお宝を守るためにこの寺は建たてられたなんて逸いつ話わもあるくらいなんだ」

　泥棒顔が汚きたならしく舌した嘗なめずりをする。

「この箱はこの中に入ってる衣い装しようはとんでもなく価値のあるものに違ちがいない。下手へたすりゃ金きんの糸で織おられてたりしてな。いや、そうじゃなかったとしてもアンティークの衣装ってのはマニアがいるもんだから結けつ構こうな値ねがつくだろう。この間なんか、ヨーロッパのどこかの城しろで見つかったよれよれのウエディングドレスにウン億おくって値がついたらしいからな」

「マジかよ。そいつは楽しみだぜ」

　納なつ得とくしたのか、コソ泥顔も目じりを下げる。

「さすがに箱ごと運び出す訳わけにもいかんからな。中なか身みだけいただいていくぞ」

「ガッチャ了りよう解かい」

　二人して、箱の両側に立ち手をかける。

「うんしょっと」

「そらよっと」

　見かけ通りに重じゆう量りよう級きゆうな箱の蓋ふたを持ち上げ、脇わきへと置く。

「さあ」

「一体どんなすごい衣装なのか拝おがませてもらおうじゃねえか」

　ヨダレを垂たらさんばかりのニヤニヤ笑いを浮かべながら、二人は同時に衣装箱を覗のぞき込んだ。

　その瞬しゆん間かん、夢ゆめと希望の時間は終しゆう了りようした。

「何じゃこりゃ？」

　コソ泥顔が素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「こいつが、お宝だって言うのか？」

「待まて、そんなはずはないぞ！」

　泥棒顔が衣装箱に手を突っ込んで中身をかき混まぜる。だけどいくらかき混ぜたところで値ね打うちのあるような物は出て来ちゃくれない。

「金の糸で織られてるような服はねえな？」

「こんなもんにアンティークの価値もないぜ。絶対に」

　同時に、がっくりと頭を垂れた。

「この寺の連中はバカばかりなのか？　こんなもんをご丁てい寧ねいにしまってたりして」

「苦労してここまで来たってのに。情なさけなくなってくるぜ。あーバカらし」

　さっさと帰ろうと歩き出すコソ泥どろ顔を、泥どろ棒ぼう顔が呼び止める。

「せっかくここまで来て何も盗とらずに帰るってのも気に入らねえ」

　泥棒顔は首をふりふり言った。

「この箱はこの中なか身み、そっくりいただいていこうぜ。古ふる着ぎ屋やにでも売っぱらえば今こん晩ばんの飲のみ代だいくらいにはなるだろう」




　こうして、国こく宝ほうにも重じゆう要よう文ぶん化か財ざいにも指定されていない、鬼おにの衣い装しよう箱の中身は奪うばわれた。

　それが、全すべての始まりだった。
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　目め覚ざまし時計がけたたましく鳴なり響ひびき、若わか者ものは目を覚ます。

　短たん髪ぱつでボサボサの若者だ。寝ね起おきだってことをさっぴいても何だか頼たよりなさ気げな顔つきをしている。事じ実じつ、目が覚めても顔つきはそんなに変わらない。

　若者の名前は丸まる見み栄えい太た。黒くろ臼うす市しに暮くらすごくごく普ふ通つうの高校二年生だ。どこにでも転ころがっていそうな若者で、しいて特とく徴ちようをあげるとしても小こ柄がらということぐらいしかない。

「ふわあああ」

　パジャマ姿すがたのまま布ふ団とんから這はい出ると、そのまま部へ屋やを出て階かい段だんを降りていく。まだまだ頭の半分は眠ねむったままだ。

　一階へとやって来たところで、栄太の眠ねむ気けは吹ふっ飛んだ。

「何だこれは？」

　リビングから居い間まにかけてロープが張はり巡めぐらされ、そこにこれでもかってくらいの洗せん濯たく物ものが干ほされているのだ。

　パジャマにＴシャツにエプロンに靴くつ下したにＧパンに綿めんパンにタオルにカーペットに便べん座ざカバーにフットマット、ふきんに布ふ団とんカバーに枕まくらカバー、ハンカチに布ぬのの袋。およそ思いつく限かぎりの洗濯物が、ドライに設せつ定ていされたエアコンの風に当てられながらゆらゆらと揺ゆれていた。

　栄えい太たがＵＦＯキャッチャーで取って来たウサギのぬいぐるみも洗濯バサミで耳を挟はさまれてぶら下がっていた。これはクッション代がわりに使っててコーヒー牛ぎゆう乳にゆうをこぼした栄太の責せき任にんだ。

　先へ進むのにも困こん難なんなくらいにひらひらと自じ己こ主しゆ張ちようしている洗濯物を前に、思わず栄太は呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　と、洗濯物のすだれの隙すき間まから見み慣なれた顔がひょっこりと顔を出した。

「あら、おはよ。早く顔洗って来なさい。急がないと遅ち刻こくするわよ」

　母親、栄えい子こさんだ。女おんな手で一つで栄太を育て上げたガッツあるお母かあさん。女性雑ざつ誌しの編へん集しゆう長ちようなんかやってるキャリアウーマンでもある。

　でもかなり天てん然ねんだったりする。しかも国こく宝ほう級きゆうに。

「いや、それは分かってるけどさ」

　栄太はもう一度、目の前の万ばん国こく博はく覧らん会場を見み渡わたしてから尋たずねた。

「何さ、これ」

「何さって、見ての通り洗濯物よ。母さん早起きしてがんばったんだから」

「がんばったのは分かるけど、何も一度にやんなくてもいいのに」

「仕し方かたないでしょ～。ここんとこずっと雨ばっかなんだから。日に本ほんは梅つ雨ゆ時どき列れつ島とうなのよ」

　母親の言こと葉ば通り、季き節せつは六月。まさに梅雨時日本列島だ。ここ、黒くろ臼うす市しだって例れい外がいじゃない。

「まあ、そういうことだから歩きづらいのは我が慢まんして。万国旗きだと思えばいいのよ。何だか運うん動どう会かいみたいで楽しいじゃない。さ、朝ご飯はん朝ご飯」

　ゴーイングマイペースな母親に大きく息いきを吐はき出してから、栄太はテーブルへと向かう。キッチンのテーブルの上にまでロープが伸のびている。当とう然ぜん、洗濯物もぴらぴらぴらぴらぴら。

　テーブルの上に載のっていたトーストを手に取りかじる栄太に、栄子母さんの声が聞こえる。

「今みそ汁しる持ってくわね」

　トーストにみそ汁？　って疑ぎ問もんを覚おぼえるかもしれないけれど、ここ丸まる見み家けではごくごく普ふ通つうの光こう景けいだ。昔むかしっからのことだったから栄太もついこの間まで普通に思ってたことなのだ。

（思えば、うちが変わってるのはこれだけじゃないもんな）

　テーブルに目を向ける。ジャムとバターと並ならんで堂どう々どうと納なつ豆とうが置かれている。三つをミックスしてトーストに塗ぬって食べるのだ。イチゴジャムにバターに納豆というのは、丸見家では定てい番ばんの取り合わせなのだ。（信じられないことに）

（ジャムバタ納豆か。中一の臨りん海かい学校の時だったな。旅りよ館かんの朝あさ飯めしにトーストが出て、僕が旅館の人に納なつ豆とうありますか？　って聞いたの。おかげで皆に思いきり引かれて、それで知ったんだよな。トーストに納豆ってのが異い常じようだってのを。でもなあ）

　ジャムバタ納豆にしたトーストを頰ほお張ばる。

「おいしいんだよなこれ」

　どっぷりとつかった非ひ常じよう識しきから抜け出すのは大変だなって、栄えい太たが半なかば諦あきらめた時だった。

「はい、お待またせ」

　お盆ぼんにみそ汁しるを載のせた栄えい子こ母かあさんがキッチンから姿すがたを現あらわす。

「今日はシンプルにおみそ汁の具ぐはシューマイにしてみたわ」

　これまた個こ性せい的てきなみそ汁を持ってやって来る栄子母さん。悲ひ劇げきはその時に起こった。　置きっぱなしだった洗せん濯たくカゴに足をひっかけた栄子母さんが思いきりバランスを崩くずしたのだ。

「あ！」

　栄子母さんの手からお盆が飛んだ。お盆からお椀わんが飛んだ。お椀から熱いみそ汁が飛んだ。三さん段だん構こう造ぞうのロケットのごとく打ち出された最後のみそ汁が、まるで狙ねらっているかのようにある場所に落らつ下かする。

　栄太の、おまたの辺あたりだ。

　バシャッ！

「あっちいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！」

　栄太が飛び跳はねた。

「あちちちちちちちちちちちちちちち！」

　しばし飛び跳ねてから、栄太は大きく息いきを吐はき出した。

「ふう、熱かった」

「栄太！」

　栄子母さんが切せつ羽ぱ詰つまった声を上げた。

「あんた大だい丈じよう夫ぶ！　火傷やけどしたんじゃないの？　ちょっと見せなさい！」

「だ、大丈夫だよ」

「なら薬くすり塗ぬりなさい薬！　これ」

　何故なぜか冷れい蔵ぞう庫こから妙みようちくりんな軟なん膏こうを持ってくる。

「これ、この前通つう販はんで買ったの。インドに数頭しかいない幻まぼろしの牛の油あぶらなんだって。これ、打ちみに火傷にすり傷きず切り傷、さらには更こう年ねん期き障しよう害がいにマリッジブルーに五ご月がつ病びようともう何でもきくらしいわ」

「やだよ、そんないかがわしいの」

　栄太はパジャマのズボンを引っ張ると、中を覗のぞき込んだ。

　まあ、いつもと同じように見える。

「火傷してないみたいだし、大丈夫だよ。それよりみそ汁臭くさいのが問題だな。ちょっとシャワー浴あびてくるから、新しいパンツ出しといて」

　風ふ呂ろ場ばへ向かおうとする栄えい太たの後ろで、栄えい子こ母かあさんが大きく息いきを吐はき出した。

「困こまったわね」

　それが本当に困ったという実じつ感かんがこもったものだったから、栄太は振り向く。

「一体何が困ったのさ？」

「母さんイモ干ほしがあんまり好きじゃないのよ。それからタコ干しもよ。大だい根こん干しも梅うめ干しもそんなに好きじゃないわ。だからかもしれないけど、部へ屋や干しってのが大だい嫌きらいなの」

　全体関係ないよ！　ってつっこみを入れたい所だけどそこんとこは飲のみ込む。栄子母さんが天てん然ねんなのは今に始まったことじゃない。人じん類るいがこの世よに誕たん生じようした頃ころから続いてることだ。今いま更さらどうこう言ったってどうしよ～もない。

　辛しん抱ぼう強く待まっている栄太に、栄子母さんの説せつ明めいが続く。

「だから、明日は晴はれる明日は晴れるって信じてお洗せん濯たくするのを控ひかえてたの。今朝こんなに洗濯したのはまさに苦く渋じゆうの選せん択たく。ううん、苦渋の洗濯だったのよ！」

「それで、つまりどういうこと？」

　さすがに我が慢まんできなくなって栄太が尋たずねる。

「だから、それぐらい切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようだったって訳わけ。分かりやすく言えば」

　そう前置きして、栄子母さんはやっとこさ結けつ論ろんを口にした。

「あんたのパンツ、もうないのよ」

「何だよ。だったら最初からそう言えばいいのに。なのにイモ干しだのタコ干しだの大根干しだのって…なんですと！」

　なんですと！　にパンチを込めて栄太が叫さけぶ。

「僕のパンツがないって？　一枚も？」

「一枚もよ。だから言ったでしょ。苦渋の洗濯だったって」

「ちょっと待ってよ」

　万ばん国こく博はく覧らん会かいの国こつ旗きのように垂たれ下がってる自分のトランクスパンツに手を伸のばす。想そう像ぞうはしてたけどぐっちょりと冷たい。全部触さわってみたけど乾かわいてるものは一つもない。

「まいったな。パンツ穿はかずに学校行く訳にもいかないし」

　栄太は腕うでを組んで考える。

「母さんにコンビニで買って来てもらおうかな？　でもそうしてたら遅ち刻こくしちゃうし」

「あ、そうだわ！」

　栄子母さんがポンと手を叩たたく。

「パンツなら一つあったわ。ちょっと冬用だけど別にいいわよね」

「ああ、別にこの際さい、冬用だろうが夏用だろうが何でもいいよ」

「分かったわ。えっと、あれは確たしか」

　栄えい子こ母かあさんはぷいっといなくなった。幾いく許だもたたないうちに紙包づつみを持って帰って来る。

「この前、トネガワで見かけたのよ。暖あたたかそうだったからつい買っちゃったのよね」

「トネガワってリサイクルショップの？　つまり古ふる着ぎなのか」

「そうよ。でも古着だからってバカに出で来きないのよ。あそこはいい物売ってるんだから」

　トネガワは、小こ鐘かね井い市しの外はずれにある大型のリサイクルショップだ。いろんな品物が用意されているけど、とくに衣い類るいに力が入れられている。パンツ一枚からウェディングドレスまでが格かく安やすで手に入るのだ。独どく自じのネットワークで全国から品物を集めるせいか、商しよう品ひんの質しつは悪くなかったりする。

「店の前の大安売りのカゴの中に入ってたのよ。三百円の割わりには生き地じもいいし丈じよう夫ぶそうだったから買ったのよ」

　そう言いながら得とく意い気げに紙袋から取り出されたのは一枚のパンツだった。

　パンツとしてはちょっと大きすぎるんじゃないかとか、ちょっともこもこしすぎじゃないかとか、いろいろと突つっ込みたいところはあった。

　でも、そんなものがかき消されてしまうくらいに問題な部分が一つ。それがデザインだ。




　黄色と黒のシマシマコンビネーション！




　だったのだ。

　人はこのデザインのことをこう呼よぶだろう。




　ザ・トラジマパンツ！




　と。

「母さん。まさかそのパンツを僕ぼくに穿はけと？」

「そうよ。頭にかぶれとは言ってないわ。息子むすこがそんな趣しゆ味みだなんて母さん嫌いやよ」

　そんな返事が返ってくる。

「勘かん弁べんしてくれよ。そんな恥はずかしいパンツやだよ」

「恥ずかしい？　格かつ好こういいデザインじゃない。お洒落しやれで強そうだし」

　さすが天てん然ねん一直線の栄子母さんだ。

「それに、パンツなんて人に見せるもんじゃないんだからどんなのだっていいじゃない」

「確たしかにそうだけど、メンタル的なものがあるじゃないか。そんなのつけてたら落ち着かないって言うか何て言うか」

「それなら、パンツ穿かずに行くの」

　確かに、このパンツを穿かないということは制せい服ふくのズボンを直接穿いて学校へ行くことになる。何かこすれてしまいそうだし、衛えい生せい的てきにも問題がありそうだ。

（それに比くらべれば、このパンツを穿いてった方が良さそうだな）

　半なかば諦あきらめの境きよう地ちで、栄えい太たは手を差し出した。

「そのパンツ穿はいてくよ」

　だけど、譲ゆずれないとばかしに主しゆ張ちようした。

「でも、今日だけだぞ。今日という日を乗り越えたらもう二度とそのパンツは穿かないからな！　水曜日の衣い類るいゴミの日に出してやる！」
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　栄太の通う尾お志し屋や学がく園えん高校は、黒くろ臼うす市しにある私し立りつの高校だ。部活動に力を入れていて、中には全国大会の常じよう連れんになっている部だってある。私立高校というわりに学がく費ひは格かく安やすで、家が近いという理由で栄太はこの高校を選えらんだのだった。

　パンツ騒そう動どうのおかげで家を出るのが遅おそくなってしまったが、全ぜん速そく力りよくで走ってきたため何とか授じゆ業ぎように間に合いそうだった。高校の玄げん関かんに飛び込んだ時にはすでに始し業ぎよう間ま近ぢかだった。

「いかん！　確たしか一時間目は数学だったような気がする！　遅ち刻こくすると特別課か題だいをやらされるんだ。それだけは避さけなきゃ！」

　勢いきおいよく階かい段だんを駆かけ上がり、三階の廊ろう下かを突つっ走る。前方に二年Ｃ組の教室が見えた。ゴールは間近だ。

「やった！」

　フルマラソンを走りきった選せん手しゆのように、両手を持ち上げて教室に飛び込もうとする栄太。しかし、その油ゆ断だんが悲ひ劇げきを生うんだ。もともと運うん動どう神しん経けいが鈍にぶい方だし、ここまで走ってきた疲ひ労ろうで足がふらついてたのだ。

　右足に左足が見事にからまり、栄太はすっ転んだ。

　どぐわしゃ！

　一昨日おとといワックスをかけたばかりでテカテカツルツルの廊下を、栄太は顔面で滑すべった。

「いだだだだだだだだだだ、顔をすりむけた[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　そんな栄太に、優やさしそうな声がかけられた。

「大だい丈じよう夫ぶ？　丸まる見みくん」

「え？」

　見上げた栄太の顔が赤くなる。ただでさえ擦すりむいて赤くなってたのがさらにさらにパワーアップする。

「真ま白しろ野のさん！」

　真白野奈な音おん。栄太のクラスメイト。目め鼻はな立ちの整ととのった美人で、学年美少女ランキングでも堂々のベスト３に入っている。例にもれず栄太だって憧あこがれてたりするのだ。

「ははは、大丈夫。これぐらいどうってことないよ。慣なれてるから」

　かっこつけて笑ってはみたものの、すぐにあちゃ[image: ～][image: ～][image: ～]って顔になる。

（慣なれてるって何なんだよ！　それじゃいっつも転んでばかりいるドジな奴やつってことになっちゃうじゃないかよ！）

　ぐわんぐわんと自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいってる栄えい太たに、奈な音おんはクスリと笑った。

「丸まる見みくんって面おも白しろいんだね。これまであんまり話したことなかったから気がつかなかったな」

　思いがけない好こう感かん度どアップに、栄太は心の中でガッツポーズを決める。

（うっしゃ！）

「ところで、丸見くんって何部に入ってるの？」

　唐とう突とつにそんなことを尋たずねられる。

「僕は帰き宅たく部ぶだけど。一年からずっと」

「え！　本当に？」

　奈音は驚おどろいたような顔になった。

「二年になっても帰宅部だなんて、丸見くんって勇気があるんだね。尊そん敬けいしちゃうな」

　どうして帰宅部でいることが勇気あることなのか？　栄太にはさっぱり分からなかった。でも褒ほめられたらいい気分になってしまう。

「いや、それほどでもないよ」

　頭の後ろに手を当ててわざとらしく笑ったりする。

「あ、いけない。急がないと。それじゃね」

[image: ]

　奈音は軽く手を振ると、女友達と一いつ緒しよに廊ろう下かを歩いていく。後ろ姿を見送りながら、栄太は呟つぶやいた。

「もしかしたら、今ので真ま白しろ野のさんは僕のことを好すきになったかもしれん」

「なわけないだろ！」

　鋭するどいつっこみが後こう頭とう部ぶに入った。振り返ると見み慣なれた友人の姿がある。佃つくだ山やま雄ゆう介すけだ。

「お前みたいなのがそう簡かん単たんに女の子に惚ほれられてたまるかってんだ。鏡かがみ見ろよ鏡」

　失しつ礼れい千せん万ばんなこと言ってるけど、この友人の口が悪いのは昔むかしからだから慣れている。それに、佃山だって自分と同じく年ねん齢れいイコール彼女イナイ歴れきなんだから何を言われても大して腹はらも立たない。

「それに、よりにもよって真白野だぞ。ありえないって。俺はあいつとは小学校からの知り合いだからよく知ってるんだ」

「僕みたいなのがタイプじゃないってこと？」

「いや、そういう次じ元げんの話じゃなくてな。まあ、悪いこと言わないから真白野とは深く関わらないようにしとけよ。これは友としての忠ちゆう告こくだ。いいな？」

　そう言ってから、佃山は早はや口くちに続ける。

「さ、バカやってないでさっさと体育館行こ。遅ち刻こくすっぞ」

「体育館？　一時間目が急に体育にでも変へん更こうになったの？」

「は？」

　佃つくだ山やまがポカンと口を開けた。

「お前、何言ってんだよ。今日はあの日だろ？　午前中の授業は全部なしだよ」

「え？」

　今度は栄えい太たが口をポカンとする番だ。

「あの日って何の日だよ」

「何の日って、パンツ鬼おにごっこの日に決まってるじゃないか」

　ぱんつおにごっこのひ。

　パンツオニゴッコノヒ。

　ＰＡＮＴＳＵＯＮＩＧＯＫＫＯＮＯＨＩ。

　ひらがなやカタカナやローマ字にして考えてみたけれど、ちっとも聞き覚おぼえがない。

（そんな記き念ねん日び、カレンダーのどこにもなかったはずだぞ）

　佃山の冗じよう談だんか何かかなとも思ったけど、本人はいたって真しん剣けんな様よう子すだ。

「パンツ鬼ごっこの日って、何さ？」

　栄太がそう尋たずねると、佃山は途と端たんに心しん配ぱいそうな顔になった。

「おいおい、去きよ年ねんだってあっただろ？　あんなキョーレツな出で来き事ごとを忘れちまったのか？　だとしたらお前ヤバイぞ？　病院行った方がいいぞ？」

「去きよ年ねん、う[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]む」

　栄えい太たは腕うでを組んで考え込んだ。

（去年のこの時じ期き、何かあったっけな？　確たしか雨が降り続いてて、僕ぼくは部へ屋やで寝ね込こんでて。あ！）

　ポンと栄太は手を叩たたいた。

「思い出した！　僕、去年の梅雨つゆ時どきはずっと学校休んでたんだ。おたふく風邪かぜにかかっちゃって」

「あ、そういやそうだったな。お前いなかったよ。そっか、なら知りようがないか」

　うんうんと頷うなずく。

「よし、それなら俺がパンツ鬼おにごっこについて教えてやろう。いいか、パンツ鬼ごっこってのは…」

　佃つくだ山やまが説明を始めようとした時だった。廊ろう下かのスピーカーから校内放送が流れる。

『まもなく、パンツ鬼ごっこ開かい催さい式しきをおこないます。まだ体育館に集まっていない生徒は、急いで体育館に来てください』

「やべ、もたもたしてられねえや。お前、さっさと鞄かばん置いて来い！　体育館行くぞ」

「だから、パンツ鬼ごっこって何だよ？」

「いいから急げって！　説明なら体育館でしてやるから！」

　教室に残っていた生徒達も慌あわただしく飛び出していく。

（パンツ鬼ごっこ。とんでもなくふざけた名前だけど、一体どんなことをするんだ？）

　大いなるナゾを抱いだいたまま、栄太は教室に鞄を置き佃山と体育館へと向かった。
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「若人わこうどよ！　今年もとうとうこの日が来た！」

　大だい音おん量りようで男は叫さけんだ。マイクなんかなくたってこの音量だ。プロレスラーみたいな立りつ派ぱな体たい軀くで、鋭するどい目つきと立派なアゴヒゲをたくわえた男。

　尾お志し屋や学がく園えん高校の学園長、尾志屋連れん蔵ぞう様さまの力強い一いつ声せいだった。

「各かく部ぶ活かつ、この日のために体を鍛きたえ様さま々ざまな策さくを練ねって来たことだと思う。今日は全力を出しきって欲ほしい」

　尾志屋学園高校の体育館だ。全校生徒が集まっている。普ふ通つうの全校集会と違ちがうのは、部活ごとに整せい列れつしていることだ。

「なあ、佃山。そろそろ教えてくれよ。パンツ鬼ごっこってのは何なんだよ」

　前に立つ佃山に小声で尋たずねる。

「ああ、そういやまだ教えてなかった」

　同じく小声で、佃つくだ山やまは答えた。

「パンツ鬼おにごっこっては、この尾お志し屋や学がく園えん高校の恒こう例れいイベントなんだよ。ただし、普ふ通つうの鬼ごっこと違ちがうところは鬼を追いかけるってとこだ。制せい限げん時間内に鬼になった男子生徒達を追いかけてパンツを剝はぎ取ったら勝ちなんだ。部ぶ活かつごとのチーム戦で、枚まい数すうを競きそい合う。勝ったチームには特別ボーナス部ぶ費ひが与えられるんだ。それが、パンツ鬼ごっこなのさ」

　その説明に、栄えい太たは呆あきれた。これでもかってくらい呆れまくった。

「とんでもなくふざけた名前だなあとは思ってたけど、内容までそんなふざけてたなんて。誰だれが考えたんだろ？」

「何でも、『ふんどし鬼祭まつり』って言う伝でん統とう行ぎよう事じが始まりらしいぞ。ふんどしをつけた鬼役の男達を追い詰つめてふんどしを剝ぎ取るっていう行事。この鬼が、疫えき病びようや何かを表してんだろうな。大おお昔むかしにこの辺あたりの村でやってたらしい。それが形を変えて後こう世せいに伝つたわってるって訳わけ」

「別に後世につなげなくたっていいんじゃないかな？　そんな行事」

　心の底から、栄太は呟つぶやいた。

『われわれ、部員一同は、部活精せい神しんにのっとり、正せい々せい堂どう々どうとパンツを剝ぎ取ることを誓ちかいます！』

　花はな形がたの部活であるサッカー部と野球部の部長が、意味不明の選手宣せん誓せいなんかしてた。いや、部員宣誓って言った方が適てき切せつだろう。

（でもまあ、授業が潰つぶれるのはありがたいかな。僕ぼくは帰き宅たく部ぶだから部費なんか関係ないし、図書館でのんびりしてれば……）

　そんなことを考える栄太の頭に、ガチョンと何かが装そう着ちやくされる。

「何つけたんだよ、佃山」

　手で触さわってみると、カチューシャだった。ただし、何やらとがった突とつ起きが取りつけられている。

　それが何なのかは、辺りを見み渡わたしてみたらすぐに分かった。栄太が並ならぶ一列、皆がつけていた。角つのの模も型けいのついたカチューシャを。もちろん佃山も一いつ緒しよに。

（これって、鬼の角だよな）

　栄太はちょっと嫌いやな予感がした。

　それでも、一いち応おう聞いてみることにした。

「なあ、佃山。どうして僕らこんなものつけるんだ？」

「どうしてって、決まってるじゃないか」

　当とう然ぜんとばかしに、佃山が言う。

「パンツ鬼は、帰宅部の男子全員がなるって決まってるんだから」

「うそおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　栄太は思わず大声をあげてしまう。

「冗じよう談だんじゃないよ！　そんなの僕ぼくは絶対お断ことわりだぞ！」

「お断りだって言ったってどうしようもないだろ。そういう決まりなんだから。それが嫌いやだったら部ぶ活かつに入るしかないんだ。まあ、今となったらどうしようもないが」

　佃つくだ山やまが笑いながら栄えい太たの肩かたを叩たたく。

「まあ、そんなに騒さわぐなって。パンツ剝はぎ取られるって言ったって、その下には海パンやタイツを穿はいてんだ。死ぬ程ほど恥はずかしいって訳わけじゃないし……」

　そこで、佃山の言こと葉ばが止まった。

「ちょっと待まて、お前このことを知らなかったんだよな？」

　コクリ。

「それじゃ、海パンもタイツも穿いてないのか？　ズボンの下はパンツ一枚なのか？」

　コクリ。

「なるほど、そう来たか」

　神しん妙みような顔つきで、佃山は言った。

「それじゃあれだな。いわゆる公開ストリップって奴やつだ」

「そんな…」

　栄太は思わずよろよろとよろめいた。ただでさえトラジマパンツって恥はずかしいパンツを穿いてるのだ。それを見られるだけでも舌したを嚙かみたくなるのに、さらにそれさえ引っぺがされてしまうなんて。

（舌が何枚あっても足たりないよ！）

　心の中でそう叫さけんだ次の瞬しゆん間かん、学がく園えん長ちよう、尾お志し屋や連れん蔵ぞう様さまの大声が体育館に響ひびき渡わたった。
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　そして、戦いくさは始まった。

「おら[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

「パンツをよこせ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

「逃がさねえぞ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　空から手て部ぶや柔じゆう道どう部ぶと言った格かく闘とう系けいの部員達が一いつ斉せいに帰き宅たく部ぶ男子に襲おそい掛かかる。早そう々そうと剝ぎ取られたズボンが宙ちゆうを舞まう。

「僕は、こんなこと知らなかったんだ。だから辞じ退たいします！」

　一いつ生しよう懸けん命めい叫び続ける栄太の後こう頭とう部ぶを、佃山がぺしゃりと叩く。

「ここでそんなこと叫んだって通じるかよ！　逃げるぜ！」

　今回ばかしは、この級きゆう友ゆうの意見が正しそうだった。

　栄太は佃山と一いつ緒しよに体育館を後にした。
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「そうだ！　このカチューシャさえ外はずしてしまえばもう追いかけられずにすむかもしれない！」

　走りながら頭の角つのカチューシャに手を伸のばす栄えい太ただけど、隣となりを走る佃つくだ山やまから突つっ込みが入る。

「そんなの意味ないぞ！　帰き宅たく部ぶ男子のデータは各部チェック済ずみなんだ。写しや真しん見てみんな暗あん記きしてきてるはずだ」

「だったら、だったら！」

　栄太は渡わたり廊ろう下かから外へと飛び出した。小こ雨さめが降りしきる中をまっすぐ突つき進む。目指すは校こう門もんだ。

「おい、パンツ鬼おにが勝かつ手てに学校から逃げ出したら停てい学がく処しよ分ぶんになるぞ！」

「停学処分で結けつ構こう！　このままいたら自じ主しゆ退たい学がくしたくなっちゃう事じ態たいになりかねないから！」

「まあ、気持ちは分からなくはないがな」

　佃山が栄太をジト目で見て言った。

「それにして、お前足遅おそいな。それで全ぜん速そく力りよくなのか？」

「う、うるさいな。仕し方かたないじゃないか！」

　と、栄太の隣を二人組パンツ鬼が追い抜いていく。どうやら一年生のようだ。

「噂うわさには聞いてたけど、バカらしいぜ」

「そうだそうだ、こんなバカなイベントに付き合ってやれるか！」

　校門から外へと逃げていこうとするけれど、それはかなわなかった。地面にしかけられていたロープが足をとらえて跳はね上がる。二人は逆さかさ吊づりになってしまう。

　校門脇わきの茂しげみから飛び出してきたのは、迷めい彩さい服ふくを着こんだ集しゆう団だんだ。

「かかれ！」

　サバイバルナイフ片かた手てに集団が二人に飛び掛かかった。たちまちズボンは切り刻きざまれパンツを剝はぎ取られてしまう。

「パンツ二枚ゲットだぜ！」

「やばい、校門はダメだ」

　佃山が首を振った。

「サバゲー部が陣じん取どってやがる。こっちだ！」

　右に曲まがり校庭の方向へと向かうけれど、校庭は校庭で大変なことになっていた。

　逃げるパンツ鬼に、ようしゃなくサッカーボールが炸さく裂れつする。倒たおれるパンツ鬼からパンツを剝ぎ取るのはサッカー部の連中だ。飛び掛かりタックルをかます肉にく体たい派はの連中も見える。

「サッカー部にアメフト部か」

　一いつ角かくにハードルがいくつも並ならべられていた。迷まよい込んでもたついているパンツ鬼おにを、かろやかにハードルを飛びながら追おい詰つめるのは陸上部だろう。

「校庭は運うん動どう部ぶの縄なわ張ばりだ！　校こう舎しやに逃げこむぞ！」

　栄えい太たと佃つくだ山やまは校舎に戻った。しかし、相撲すもう部ぶとボディービルダー部が待まち構かまえている。

「見つけたでごわす！」

「捕つかまえるでごわす！」

「ごっちゃんです！」

「捕まえマッスル！」

「ズボンなんて引きちぎってやりマッスル！」

「上じよう腕わん二に頭とう筋きんの力を見せてやりマッスル！」

　柔やわらかい肉にくと固かたい肉が徒と党とうを組んで押し寄せてくる。

「冗じよう談だんじゃない！　あんな連中に捕まったらパンツ取られる前に押し潰つぶされちまうぞ！」

　二人は逃げた。逃げて逃げて逃げた。廊ろう下かで見つけた銅どう像ぞうに陰かげに隠かくれる。

　柔らかい肉と固い肉の集団は、わいわい騒さわぎながら通り過すぎて行った。

「どうやら助かったようだな」

「ああ、そうみたいだ」

　ほっと息いきを吐はき出す栄太だったけど、ふとそこで気がつく。

「なあ、佃山。こんなとこに銅像なんかあったっけ？」

「そう言われればそうだよな」

　二人して銅像を見上げる。じっと見つけること五秒、銅像がクシャミをした。

「逃げろ！　ボディーアート部だ！」

　無む言ごんで追いかけてくる銅像は、不ぶ気き味みなことこの上なかった。

　それからも、いろんな部が二人に襲おそい掛かかってきた。

「服もズボンもドロドロに溶とけてしまうこの液えき体たいをかぶるがいい！」

　なんてフラスコ片手に走ってくるのは白はく衣いを着た科学部の連中。別のパンツ鬼が被ひ害がいにあってしまったけれど、服やズボンどころかパンツまで溶けてしまい、開発者は仲なか間まに袋ふくろ叩だたきにあっていた。

「この熱々グラタンを股こ間かんにぶつけてさしあげますわ。あまりの熱さに自分からズボンをお脱ぬぎになることでしょうね」

　湯ゆ気げをたてるグラタンを持ってくる料りよう理り部ぶもいた。残念ながら走っているうちにグラタンが冷めてしまい、計けい画かくは失敗に終わってしまったようだ。

「服ふくを着ているなんてナンセンス！　もともと人じん類るいは服なんか着ていなかったんだ。さあ、勇ゆう気きを出して服を脱ぐんだ！」

　説せつ得とくしようとする弁べん論ろん部ぶなんかもあったけれど、耳を塞ふさいで切り抜けた。

　校こう舎しやの端はしの教室へと逃げ込む。

「制せい限げん時間まで残り十五分か、何とかここまで来たな」

「ああ、そうだな。自じ主しゆ退たい学がくの危き機きは免まぬがれそうだよ」

　ふうと息いきを吐はき出してから、栄えい太たは友人の顔を見た。

「佃つくだ山やまのおかげだよ。一人じゃここまで逃げ切れなかった」

「なに、それはこっちだって同じことさ」

　二人の友情の絆きずなが、２ミリくらい深まった瞬しゆん間かんだった。

　突とつ然ぜん、カーテンが引かれた。教室内が真っ暗になる。

　そして、唐とう突とつにスポットライトが教きよう壇だんに当てられた。

　そこには、何故なぜかドレス姿の女性が、何故か色っぽく横たわっていた。

「そこのステキなお兄さん。ちょっと来てくださらない」

「すぐに行きます！」

　すっ飛んで行こうとする佃山の肩を、栄太が摑つかむ。

「落ち着け！　どう見たって罠わなに決まってるだろ！」

「うう、確たしかにそうだが。しかし…」

「胸むねが苦しいの。お願ねがいさすって」

「わっかりました！」

　またまたすっ飛んでいこうとする友人を摑む。

「だから、罠だって！　ほら、今あの女の人台だい本ほん開いて読んでたぞ！　絶対演えん劇げき部ぶの人だって！」

「聞いてくれ、友よ」

　妙みように濃こゆい表情で、佃山が言った。

「男には、たとえそれが罠だと分かっていても行かなくてはならないときがあるんだ。分かってくれ！」

　それだけ言うと、佃山は走って行った。

「大だい丈じよう夫ぶですか！　お嬢じようさん！」

　それは、文もん句くのつけようがないくらい情じよう熱ねつ溢あふれる男の走りだった。撮さつ影えいしてスローモーションで流しながらＢＧＭでもつけたら、けっこういいシーンが出来上がりそうだ。もちろん前のセリフもくっつけて。

『男には、たとえそれが罠だと分かっていても行かなくてはならないときがあるんだ。分かってくれ！』

　佃山のその意見には、共きよう感かん出来ないことはない。男としてジーンと来るものもある。しかし、栄太は声を大にして言いたかった。

　そのときが、果はたして今なのか！

　と。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　今俺おれが胸むねをさすってさしあげます。念ねん入いりかつ丁てい寧ねいに、できればダイレクトに」

　佃つくだ山やまが女性に到とう着ちやくした途と端たん、案あんの定じよう、わさわさと飛び出してきた学生に捕つかまってしまう。

　それでも佃山は一歩もひるまなかった。堂どう々どうと胸を張り言い放った。

「お姉さんがズボンを脱ぬがしてください！」

　そんな主しゆ張ちようをして、袋ふくろ叩だたきにあっていた。

　友人が成じよう仏ぶつすることを心の片かた隅すみで祈いのりながら、栄えい太たは教室を後にする。しかし…。

「見つけたでごわす！」

「パンツを剝はぎ取ってしまいマッスル！」

　柔やわらかい肉にくと固かたい肉の集団が、どやどやとやって来る。

　その後ろには銅どう像ぞうもいた。皮ひ膚ふ呼こ吸きゆう出で来きなくて苦しそうだけど、根こん性じようでもちこたえている。

「この改かい良りようした薬やく品ひんなら、パンツだけは残すことが出来るはずだ。もしくは肉まで溶とけてしまうか…ぐへへへへ」

　マッドな科学部もいた。言ってることがかなり危険だ。

「さあ、レンジてチンして来たからほかほかですわよ！」

　料りよう理り部ぶも復ふつ活かつだった。

「早くその人じん類るいの悪あしき習しゆう慣かんを脱ぎ去さり、心を羽はばたかせるんだ！」

　弁べん論ろん部ぶもしかりだ。

「ちょっと待まってくれ！　僕はパンツの下には何も穿はいてないんだ！　だから」

　そんなことを言ったって聞いちゃくれない。

　絶対絶命のピンチって時だった。栄太の手がぎゅって握にぎられる。

「え？」

　首を動かした栄太は、思いがけない人物の存そん在ざいに目を大きくする。

「真ま白しろ野のさん！」

「こっちよ！　丸まる見みくん！」

　奈な音おんのほっそりとした手が、栄太を引っ張った。




　　　　　５




　どこをどう走ったなんて覚えちゃいなかった。ちょっとばかし憧あこがれてた真白野さんにいきなり手を捕まれたもんだから、栄太の精せい神しんなんて特大ホームランになっちゃってたのだ。

　気がついた時には、薄うす暗ぐらい倉庫のような場所にいた。奈音が連れて来てくれたようだ。

「ここまでくれば安心ね」

　栄太から手を離はなした奈音が、ふうと息いきを吐はき出す。

「ここ、南校こう舎しやの後ろにあるもう使われなくなった講こう堂どうなの。誰だれも入れるとは思わないから隠かくれ場所にはもってこいなのよ。少しくらい大きな声出しても平気だしね」

　奈な音おんは軽く息いきを吸すい込むと、大きな声で言った。

「あ[image: ～][image: ～][image: ～]、恐かった！　まだ心しん臓ぞうがドキドキしてる！」

　それから、栄えい太たの顔を見ると軽く笑った。

「大きな声出したらちょっと楽らくになったわ」

（何か言わないと。お礼れいとかいろいろ）

　脳のう細さい胞ぼうをめまぐるしく活動させて、栄太は考える。

「あり…がと。助けてくれて」

　だけど、口から出てきたのはそんなごくごく当たり前のセリフだ。

（でも待まてよ、真ま白しろ野のさんがどうして僕ぼくのことなんか助けてくれるんだ？　そんなのおかしいじゃないか）

　栄太の頭にそんな疑ぎ問もんが浮かんだ。その答えも思いつく。

「その、真白野さん！」

　じりじりと距きよ離りを開けながら、栄太はひきつった顔で言った。

「どうせパンツ取られるなら真白野さんの部に取られる方がいいと思う。　だけど、今日はちょっと都つ合ごうが悪いんだ。来年はちゃんと準じゆん備びして来るから、だから今年は勘かん弁べんしてくれ！」

「え？」

　ポカンとする奈音だったけど、すぐにクスリと笑う。

「私が部のために丸まる見みくんのパンツを狙ねらってると思ったのね。違ちがうわ。私は丸見くんと同じ帰き宅たく部ぶよ。それに、もし何かの部ぶ活かつに入ってたとしたって、クラスメイトのパンツを狙うなんてことしないわ」

「そっか」

　良かったとホッと息を吐はき出す栄太だけど、またそこで疑ぎ問もんが湧わき上がる。

（それなら、どうして真白野さんは僕を助けてくれたんだ？　クラスメイトだからかな？）

　その答えは聞くまでもなかった。奈音が自分から口にしたのだ。

「私が丸見くんを助けた理由はね…一ひと言ことで説明するなら、愛あい…かな」




　愛！




　その言こと葉ばが、栄太の頭の中で燦さん然ぜんと光り輝かがやいた。

（ちょっと待まてよ。これってもしかして愛の告こく白はくって奴やつじゃないか？　いや、もしかしなくても愛の告白って奴だぞ！）

　十七年の人生の中で、始めて天てん使しが舞まい降りた瞬しゆん間かんだった。

「丸見くんには迷めい惑わくかもしれないけど」

　恥はずかし気げにこちらをチラリと見る奈な音おんの姿は、教室でいつも眺ながめている横顔なんかよりもずっとずっとステキで、栄えい太たの心しん臓ぞうは狂くるわんばかりに激はげしくドキドキする。

「迷めい惑わくなんかじゃないさ！」

　栄太は命めい一いつ杯ぱいに叫さけんだ。

「僕ぼくだって、僕だって真ま白しろ野のさんのこと…」

（前からちょっといいなって思ってたんだ！）

　ってつなげるつもりだった。命一杯で叫ぶつもりだった。

　だけど、邪じや魔まが入った。

　邪魔は、見るからに危険な香かおりを漂ただよわせた集団だった。

「あ、泰たい三ぞう～」

　奈音が声を出した。これまで聞いたこともない甘あまったるい声だ。

「遅おそかったじゃないの」

「悪い悪い。二、三人捕つかまえてたから遅くなっちまったんだ」

　先せん頭とうに立っている学生が言う。長ちよう身しんで筋きん肉にく質しつ、鋭するどい目つきをした男子生徒。物ぶつ騒そうなことに顔には傷きずなんかも入っていた。

「？？？」

　開いた口が塞ふさがらないというのはこのことだろう。

　ポカンとしてる栄太に気がつき、奈音があっと声を上げた。

「あ、いけない。ちゃんと紹しよう介かいしておかないとね」

　泰三と呼ばれた男子生徒にしなだれかかると、奈音は甘ったるい声で言った。

「三年Ｂ組の名な栗ぐり泰三くん。ボクシング部の部長で私のカレなの」

　ボクシング部という言こと葉ばに、栄太の背せ筋すじがぞぞってする。

　尾お志し屋や学がく園えん高校ボクシング部は何かと良くない噂うわさの多い部だ。新入生からお金を巻き上げているだの、対戦校の生徒を病院送りにするだの、野の良ら猫ねこを見かけたら石を投げつけるだの……。

　顔を引きつらせている栄太をそのままに、二人はいちゃいちゃと会話する。

「泰三～。どうなの？」

「ああ、順じゆん調ちようだぜ。逃げようとする奴やつには顔がん面めんパンチをお見み舞まいしてやったからな。もう二十五人くらい捕まえてひんむいてやったかな？」

「キャー、泰三ったら格かつ好こういい」

「あの～、ちょ、ちょっといいですか？」

　栄太がおずおずと声を出した。

「ひょっとして僕を助けてくれたのは？　ボクシング部にパンツをあげるため？」

「そうに決まってるじゃない。それ以外に丸まる見みくんを助ける理由なんてないでしょ」

　奈音が言った。きっぱりと言った。非ひ情じようにも言い切った。

　舞まい降りた天てん使しが、実は天使の仮か面めんをかぶった悪あく魔まだったと気がついた瞬しゆん間かんだった。

　ボクシング部員達が栄えい太たを取り囲む。もはや突とつ破ぱなんて不ふ可か能のうだ。

「ちょ、ちょっと待まってください！」

　もう四の五言ってる場合じゃないから、栄太はプライドを捨てて叫さけんだ。

「申もうし訳わけないんですけど、僕ぼく、このイベントのこと知らなくて、だからパンツ一枚しか穿はいてないんです。それを取られたらすっぽんぽんになっちゃうんです！　だから勘かん弁べんしてください！」

「え？　パンツ一枚しか穿いてないの？」

　奈な音おんが驚おどろいたように声を上げてから、思い出す。

「そう言えば丸まる見みくんって、去きよ年ねん梅つ雨ゆの時ずっと休んでたんだっけ。確たしかおたふく風邪かぜにかかっちゃったのよね。高校生でおたふく風邪って珍めずらしいから教室で話題になってたわ」

（もしかしたら、僕のこと見み逃のがすように頼たのんでくれるかもしれないぞ）

　そんな淡あわい期き待たいを抱いだくけれど…。

「でもま、ズボンはあるんだから大だい丈じよう夫ぶでしょ。恥はずかしいのは一いつ瞬しゆんだけよ」

　そんなことを言われてしまう。

「パンツ一枚か。そりゃ手て間まが省はぶけるってもんだぜ」

　名な栗ぐりの言こと葉ばに、奈音も栄太も？になった。

「手間が省けるって…泰たい三ぞう、何言ってるの？」

「言ってなかったっけ？　俺ら、別にパンツなんか集めちゃいないって」

　名栗がへっへと笑った。他のボクシング部も同じ種しゆ類るいの笑いを浮かべる。悪い奴やつが悪いことを考えてる時に浮かべる悪い悪いうすら笑いだ。

「俺らは、パンツをひんむいてすっぽんぽんにした奴の写しや真しんを撮とってんだ。それを使って後でたっぷり金を巻き上げるんだよ。特別ボーナス部ぶ費ひなんかよりこっちの方がはるかに儲もうかるってことに気がついたからな。ほら、これだぜ」

　名栗がデジカメを奈音に渡す。

「いやーん、何よこれ。ひどいことするわね～」

　なんて言いながらも、興きよう味み津しん々しんでデジカメのメモリー機き能のうでこれまで撮っていた写真を見ていく奈音。と、その表情が強こわ張ばった。

「ちょっと！　何なのよこの写真！　これ、Ｄ組の咲さき江えじゃない！　どうして泰三と咲江がキスしてる写真なんかあるのよ！　二ふた股またかけてたわね！　ひどい！」

　奈音がデジカメを投げつけた。

「あんたとはもう終わりよ！」

　奈音は踵きびすを返すとさっさとその場を後にして行ってしまう。

　栄太としては、まあ、喜よろこぶべきことだった。

　騙だまされたことですっかりときめきも薄うすれてしまったけれど、それでもクラス替えで一いつ緒しよになってからずっと、いいなって思ってた女の子だ。悪い生徒なんかと別れてくれたら嬉うれしく思う。

　ただ、声を大にして言いたかった。

　僕ぼくを置いていかないでくれ！

　と。

「ドジっちまったぜ。この前のデートの時、調ちよう子しに乗って自分で撮とったのを忘れてた。ま、女は他にも一いつ杯ぱいいるからいいか」

　大たいしてがっかりした様よう子すも見せず、名な栗ぐりはデジカメを拾い上げた。

「さ、それじゃ早さつ速そう取り掛かかろうぜ」

　名栗が、栄えい太たに目を向けた。まるでこれから小しよう動どう物ぶつをいじめようとでもしているかのような、そんなサディスティックな目つきだ。

「ひんむいちまえ！」

　名栗の合あい図ずで、ボクシング部員達が飛び掛かかってきた。

「うわあ！」

　担かつぎ上げられた栄太の体から、衣い服るいがひっぺがされていく。

「あそーれ」

　まず学生服の上着がひっぺがされた。

「あそーれ」

　内うち側がわに着ていたＹシャツがひっぺがされて、上じよう半はん身しんはあっさりと裸はだかになってしまう。

「あそーれ」

　丁てい寧ねいに上うわ履ばきと靴くつ下したが脱がされる。

「あそーれ！」

　ズボンが剝はき取られた。恥はずかしいトラジマパンツが白はく日じつの下もとにさらされる。

「何だよその恥ずかしいパンツはよ」

　名栗と部員達が笑い出した。

「お前、パンツ鬼おにごっこのこと知らなかったなんて噓うそっぱちだろ？　そうじゃなきゃそんな鬼っぽいパンツ穿はいてこねえもんな」

　栄太はと言うと、トラジマパンツを見られて恥ずかしいの恥ずかしくないので言こと葉ばを失っている。だけど、本当に恥ずかしいのはこれからだ。

「せっかくの鬼パンツだけど、俺らが撮りたいのはそんな写しや真しんじゃねえんだ」

　名栗がポケットからデジカメを取り出した。

（写真をばらまかれたくなかったら金を出せって言うんだろうな。そうやってたくさんの人からお金を巻き上げるんだろうな。帰き宅たく部ぶ生徒を何だと思ってるんだ！！！　こっちだってそれなりに忙いそがしいから帰宅部やってるんだぞ！！！）

　理り不ふ尽じんな怒いかりがこみ上げてくる。栄えい太たには珍めずらしく、頭がカッカしてくるのを感じた。

「よし、パンツをひっぺがせ！」

「あそーれ！」

　部員達の手がパンツにかかった。そのまま一いつ気きにひっぺがそうとする。

「わああああああああああああああああああああ！」

　無む駄だだと分かっていながらも、栄太は渾こん身しんの力を込めて両手足を振り回した。

　ドカボカゴキゲシグシャ！

[image: ]

　何が起こったのかは、栄太にはよく分からなかった。

　ふと我われに返ると、自分を担かつぎ上げていた部員達が皆して吹ふっ飛んでいた。壁かべや床ゆかに叩たたきつけられたのだろう。うめき声を上げもだえている。中には意い識しきも飛んでしまっている者もいた。

「？？？」

　ひたすら困こん惑わくする栄太に、名な栗ぐりの声が飛ぶ。

「てめえ、何かやってやがるな！　柔じゆう道どうか？　いや違ちがうな。合あい気き道どうか何かか？」

　それで言うと、栄太はなんにもやってない。柔道も合気道はもちろん、空から手てや中ちゆう国ごく拳けん法ぽうだってだ。格かく闘とうゲームだって簡かん単たんな必ひつ殺さつ技わざを出すのに四し苦く八はつ苦くしてるくらいなのだ。

「いいだろう。県けんベスト２に入った俺の力を見せてやるぜ！」

　名栗がデジカメをポケットに突っ込むと、静しずかにステップを踏ふみ始めた。ボクシングのことをよく知らない栄えい太たから見ても見事なステップだ。

　ゆっくりとステップを踏ふんでいた名な栗ぐりの体が不意に動いた。なめらかな動きで栄太の目の前までやって来る。一いつ瞬しゆんの出で来き事ごとだ。

「くらえ！」

　右のストレートが、栄太の顔面に迫せまる。咄とつ嗟さに栄太は目を閉じると両手を前に突き出した。

「わああああああああああああああああああああああああ！」

　どんがらしゃんしゃんしゃん！

　そんな盛せい大だいな音が、室内に響ひびき渡わたった。

「え？」

　恐おそる恐る栄太が目を開けると、目の前の壁かべに人ひと型がたの穴あなが空いていた。そこから見える隣となりの部へ屋やに、名栗が転がっていた。遠とお目めに見てもしばらくは起き上がらないのは明らかだろう。

「ど、どうなってるんだろ？」

　ひたすら鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食くらってる栄太の耳に、その声は聞こえてきた。

「こっちです！　皆さん急いで！」

　奈な音おんの声だ。

「ここだな、ボクシング部の奴やつらがいるってのは！」

「この神しん聖せいなパンツ鬼おにごっこを利用して恐きよう喝かつをくわだてるなどとは、許ゆるせない！」

　生徒会執しつ行こう部ぶ、また教きよう師しもいるようだ。

「丸まる見み！　丸見！　大だい丈じよう夫ぶか？　今助けに行くからな！」

　佃つくだ山やまの声も聞こえてきた。演えん劇げき部ぶに袋ふくろ叩だたきにあってもまだ成じよう仏ぶつできなかったようだ。

　奈音が自分のことを忘れずに皆を呼よんで来てくれたのは嬉うれしいことだった。だけど、今はちょっと困こまる。いや、ちょっとどころじゃなく困る。

「冗じよう談だんじゃないよ！　このままじゃこの恥はずかしいパンツ姿すがたを見られちゃうじゃないか！」

　栄太は慌あわてて辺あたりに散ちらばっていた服ふくをかき集めた。ズボンを穿はきＴシャツを着て上うわ着ぎを羽は織おる。これで完かん璧ぺきだ。

「ふう」

　ほっと息いきを吐はき出した瞬しゆん間かん、扉とびらが押し破やぶられ、救きゆう出しゆつ部ぶ隊たいが飛び込んでくる。

「丸見くん大丈夫？　皆を呼んできたけど」

「大丈夫か丸見！」

　奈音も佃山も、執行委員や教師達も、思ってもみなかったその光こう景けいに言こと葉ばを失った。

「これはどういうことだ？」

　困こん惑わくしきった声で、執行委員が呟つぶやく。答えたいところだったけど栄太は何も言えなかった。自分でもどういうことなのかよく分かってないから。

「どういうことなんでしょうか？」

　神しん妙みような顔つきで栄えい太たが答えた直後だった。その事じ件けんは起こった。慌あわてて穿はいたため、ちゃんとベルトが締しめられてなかったのだ。

　ストンと落っこちるズボン。当とう然ぜんその下に現あらわれるのは、燦さん然ぜんと輝かがやくトラジマパンツ。

「おおおおおおおおお!!」

　一いち同どうから、どよめきにも似にた歓かん声せいが上がった。
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「とんだ一日だったなあ」

　すっかり雨が上がった明るい夕ゆう暮ぐれ時の空の下。栄太はとぼとぼと家いえ路じについていた。

（恥はずかしいトラジマパンツをたくさんの人に見られちゃうし。憧あこがれてた真ま白しろ野のさんのとんでもない本ほん性しよう見ちゃったし。まあ、最後助けを呼んで来てくれたのはちょっと嬉うれしかったけど）

　それでも、トータルするとへこみ要よう素その方がはるかに大きい。

「とんだ一日だったなあ」

　栄太は実感を込めて、特大のため息いきとともに吐はき出した。

　いつまでもへこんでても仕し方かたがないから、栄太は別のことを考えることにした。

　とんだ一日の中で起こった、とてつもなく不ふ可か解かいな出で来き事ごとについてを。

「どうして、僕ぼくは無む傷きずですんだんだろ？」

　それどころじゃない。なんせ襲おそい掛かかってきた連中を皆みな、ＫＯしてしまったのだから。しかも、ボクシング部のエース達っていう普ふ通つうよりははるかに強い人達を。

（僕が目を閉じてる間に誰だれかものすごい人がささっと現あらわれてやっつけてくれたとか？　いや、いくら何でもそれは無む理りか。スーパーマンでもないかぎりあの短たん時じ間かんで皆をやっつけられないよ。だとしたらドッキリとかかな？　あの連中はＫＯされた振りをしてただけで、壁かべの穴あななんかも事じ前ぜんに準じゆん備びしてて）

　しかし、問もん題だいがあった。あれから半日以上もたつのに『ドッキリ』と書かれた看かん板ばんを見てないのだ。

　念ねんのため栄太は辺あたりを見み渡わたすけれど、やっぱり『ドッキリ』と書かれた看板は見当たらない。

「やっぱり、答えは一つしかないってことか」

　こっくりと頷うなずくと、栄太は確かく信しんを込めて言った。

「僕には、ケンカの才さい能のうがあったんだ。それがきっと開かい花かしたんだな」

　と、その時だった。

「いーじゃんいーじゃん。俺おれ達たちと付き合えよ！」

「そうだぜ、面おも白しろいとこ連れてってやっからよ」

　そんな声が聞こえて来る。首を動かして見ると、人通りが少ない路ろ地じ道みちに、学生がたむろっている。この辺りでは有ゆう名めいな不ふ良りよう校こうの生せい徒と達たちだ。

　その隙すき間まから見えるのは二人組の女子高生だ。制せい服ふくから、この辺あたりでは名めい門もんの姫ひめ山やま女子高校の生徒だと分かる。

（何て連中だよ。あんなに嫌いやがってるのに…）

　憤いきどおりを感じて眺ながめる栄えい太たに、不ふ良りよう学生の一人が鋭するどい視し線せんを向ける。専せん門もん用よう語ごで言うとこのガンを飛ばすって奴やつだ。

「何だてめえ。文もん句くあるのか？」

「いえ、何でもありません」

　そそくさとその場を立ち去さろうとする栄太だったけど思いとどまる。

（そうだ、何も逃げる必ひつ要ようはないんだ。だって僕ぼくはケンカの才さい能のうが開かい花かしてるんだから）

　大おおいなる自じ信しんを胸むねに、栄太は不良学生らに向き直った。お腹なかに力を込め叫さけぶ。

「おい！　しつこくするのは止めろ！　嫌がってるじゃないか！」

「何だとこの野や郎ろう！」

「格かつ好こうつけんじゃねーよ！　痛いたい目めみてえのか！」

　不良学生達が栄太を取り囲かこんだ。剣けん吞のんなオーラが渦うず巻まいている。

　だけど、栄太はちっとも恐こわくなかった。県けんで二に位いの実力を持つボクサーをぶっ飛ばした実じつ績せきがあるのだ。

「そこまでにしとくんだな。後で後こう悔かいすることになるぞ」

「何だと！」

「ボコボコにしてやるぜ！」

　不良学生の怒いかりボルテージがマックスまで跳はね上がった。

「やれやれ、しょうがないな」

　栄太は格かく闘とう番ばん組ぐみで見たことのあるかまえを作った。そして、悠ゆう然ぜんと言った。

「かかってこい！」




　そ・し・て……




「弱いくせにいきがりやがって」

「あ～あ、お前にかまってる間に女の子らに逃げられちまったじゃねーかよ」

「面おも白しろくもねえ。行こーぜ」

　不良学生らが去さった後には、古ふるい雑ぞう巾きんのようになってる栄太が転ころがっていた。なす術すべもなく徹てつ底てい的てきにボコられてしまったのだ。

「ど、どうしてなんだ。　絶ぜつ対たい開花してると思ってたのに」

　生なま傷きずだらけの顔を持ち上げ呟つぶやく。

「全ぜん然ぜん全まつたくちっとも強くなんかなってないじゃないかよ！」

　そんな言こと葉ばを叫さけんでから、栄えい太たはバタンキューしてしまったのだった。







　ケンカの才さい能のうがちっとも開かい花かしてなかったことが証しよう明めいされてしまった栄太。そんな彼がどうしてパンツ鬼おにごっこの窮きゆう地ちを脱だつっすることが出で来きたのか？

　ことの真しん相そうが明らかになるのは、もう少し先になるのだった。





ちゃんちゃん















　　　第二話　トラジマ○○○の女の子
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　黒くろ臼うす市しの外はずれ、人通りの少ない路ろ地じ裏うらで、男は息いきを潜ひそめていた。

　どうしてこんな夜に息を潜めているかと言ったら理り由ゆうは一つ。仕し事ごとのためだ。

　男は、変へん態たいを生なり業わいとしていた。夜よな夜な道を通りかかる女性に、自分の下か半はん身しんを見せつけて喜よろこぶのが男の仕事だったのだ。

　こつこつこつこつこつ。

　足音が聞こえて来る。男はそっと電でん柱ちゆうの陰かげから顔を出し、歩いてくる人物を確かく認にんする。街がい灯とうもまばらなためハッキリとは見えないけれど女性なのは間ま違ちがいない。

「しめしめしめ」

　男はコートに手をかけるとじっくりとその時を待まった。言うまでもなくこのコートの下はすっぽんぽんだ。

　この仕し事ごとも、年がら年中いつでも出で来きる訳わけじゃあない。夏なつは蚊かの被ひ害がいに遭あうし、秋や冬にこんな格かつ好こうしてたら風邪かぜをひいてしまう。春はる限げん定ていの商しよう売ばいなのだ。

　こつこつこつこつこつこつこつ。

（来たぜ！）

　男は勢いきおいよく道へと飛び出した。職しよく業ぎよう仲なか間までは飛び出すと同時にコートの前を全ぜん開かいにする人もいるけれど、男は違ちがった。飛び出ししっかりと足あし場ばを固かためた後にオープンさせる。それが男のこだわりだった。

　しかし…。

　嬉き々きとしていた男の顔が、目の前の人物を見た途と端たんげんなりとした物に変化する。

「何だよ。まだガキじゃねえかよ」

　興きよう冷ざめしたように、男は息いきを吐ふき出した。

「俺おれはグラマーなお姉ねえさんじゃなきゃ見せる気になんないんだよ。悪いけどお前さんみたいなお子こ様さまにはもったいなくて見せられねえぜ。さっさと行っちまいな」

「……」

　返事はなかった。

「おい、聞こえないのか？　さっさと家に帰りなって言ってんだよ。夜にこんなとこにいたら危あぶないぞ」

　お前が言うなってことを、平へい然ぜんと口にする。

　次の瞬しゆん間かん、男がびっくりすることが起こった。普ふ通つうならとても考えられないことだ。

　男はおおいに慌あわてた声を張はり上げる。

「こら、何してんだ！　俺は見せる趣しゆ味みはあるが見る趣味はないんだぞ！　しかもお前みたいなお子様なんかの…」

　そ・し・て……数すう刻こく後ご。

「うぎゃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！！！」

　変へん態たいを生なり業わいとする男の、凄そう絶ぜつな悲ひ鳴めいが夜の路ろ地じ裏うらに響ひびき渡わたった。
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　空はカラリと晴はれていた。連日降ふり注そそいでいた雨が噓うそのように。黒くろ臼うす市しも、とうとう梅つ雨ゆ明あけの時が来たのだ。これから夏なつへ一いつ直ちよく線せん。太陽も梅雨入り前よりも心なしかきばっているように見える。

　そんな空の下、栄えい太たは学校へと到とう着ちやくした。校こう門もんをくぐり正しよう面めん玄げん関かんで上うわ履ばきに履はき替かえる。

「いつつ」

　栄太は顔をしかめた。大きく体を動かすと全ぜん身しんの傷きずが痛いたいのだ。

　この傷が何なのかは説せつ明めいするまでもない。不ふ良りよう生せい徒とにボコられて出で来きたものだ。

　あれから二日程ほどたち、大だい分ぶ生なま傷きずも塞ふさがったけれど、それでもまだ完かん治ちと呼よべる程ほどじゃない。半はん生なま傷きず。そんなとこだろう。

　半生傷の痛いたみに耐たえながら、栄えい太たは上うわ履ばきを履はき歩き出す。

　しかし、その足は存ぞん外がい速はやく止められた。歩ほ数すうにして五、六歩ぽといったとこだろう。

「お？」

　正しよう面めん玄げん関かんを入った奥おくの壁かべ。そこにちょっとした人だかりが出で来きてたのだ。

　記き憶おくが確たしかなら、そこには掲けい示じ板ばんがあったような気がした。生せい徒と会かいの報ほう告こくや、新しん聞ぶん部ぶの作った学校新聞なんかが張はり出される掲示板だ。

「ねえ、この某ぼう運うん動どう部ぶってどこの部かしら？」

「噂うわさじゃボクシング部らしいぜ。キャプテンの名な栗ぐり以下、有ゆう力りよくメンバーが勢せいぞろいだったらしい」

「それをこの人が倒たおしちゃったの？　信じられない！」

「きっと格かく闘とう技ぎか何かをやってるんだよ」

　そんな声が聞こえて来る

　ちょとした興きよう味みを覚おぼえて栄太は人だかりに歩あゆみ寄よる……と、そこでよく見知った顔と遭そう遇ぐうした。

「お、丸まる見みじゃないか」

　佃つくだ山やまが、ニヤニヤとした顔を栄太に向ける。

「丁ちよう度ど良よかった。お前の晴はれ姿すがたが載のってるぜ」

「あ？　何言って」

「いいから見てみろよ」

　佃山に腕うでを捕つかまれ、人だかりの中に引っ張ぱり込まれる。

　そして、栄太は掲示板の前までやって来た。

　そこに張られてた学校新聞を見て、栄太は全ぜん身しんの毛け穴あなが『くわっ』って開いたような感かん触しよくを覚えた。

「何じゃこりゃああああああ！！！！！！」





『栄えい光こうのパンツ鬼おに！』

　先日、第四十六回目のパンツ鬼ごっこが行われました。優ゆう勝しようした部は意い外がいにも吹すい奏そう楽がく部ぶ。三十六人のパンツ鬼からパンツを剝はぎとり、見み事ごと特とく別べつボーナス部ぶ費ひを手に入れました。しかし、今回のパンツ鬼ごっこにおいての一番の功こう労ろう者しやと言ったらやはりこの人でしょう。二年Ｃ組、丸見栄太さんです。彼は、制せい限げん時間一いつ杯ぱい逃げ切っただけでなく、この行ぎよう事じに乗じようじて悪あく質しつなことをたくらんでいた某運動部の数名をこらしめ、犯はん罪ざいを未み然ぜんに防ふせいだのです。彼の活かつ躍やくに対し、学がく園えん長ちようであらせられる尾お志し屋や連れん蔵ぞう氏しは、『まさしく彼こそがパンツ鬼の中のパンツ鬼。来年のパンツ鬼おにごっこが楽しみである』とコメントしています。






　さらに、新しん聞ぶんにはでかでかと写しや真しんまで載のっていた。ストンとズボンが落っこちて、トラジマのパンツが白はく日じつの下もとにさらされちゃってる間ま抜ぬけな自分の姿すがただ。

「い、いつの間にこんな写真を」

「ふっふっふ、感かん謝しやするんだな」

　誇ほこらしげに、佃つくだ山やまが言う。

「実じつはこの写真を撮とったのは俺おれなんだ。もし新しん体たい操そう部ぶのお姉ねえさんと遭そう遇ぐうしたら撮ろうと思ってカメラをポケットに入れといたんだよな。いやー、シャッターチャンスってのはどこに転ころがってるか分からんもんだな」

　一人で悦えつに入ってる佃山の首を、栄えい太たはぐいぐいと締しめ上げる。

「お～ま～え～は～、よ～け～い～な～こ～と～を～」

「ぐえぐえぐえぐえ」

　何てことやってたから、人々の注ちゆう目もくが栄太らに集まってしまった。

「見て！　パンツ鬼おに大だい王おうよ！」

「きっと何かの技わざをかけてる途と中ちゆうなんだ。皆みな、邪じや魔まするんじゃないぞ」

　皆して好こう奇き心しんの眼まな差ざしをくれちゃったりする。

（またさらし者になるなんてまっぴらごめんだ！）

　そう思った栄太は、脱だつ兎とのごとく逃げ出した。

　そして、足を滑すべらせた。

　ツルって滑ってゴロゴロって転ころがって壁かべにぐわしゃんとぶつかった。

　とってもステキにピヨってる栄太を見て、観かん客きやくは落らく胆たんの息いきをハーモニーさせた。

「こんな人にやられるなんて、ボクシング部の連中も大たいしたことなかったんだよな」

「強そうだったから言うこと聞いてたけど、これからはもう相あい手てにしないようにしよ」

「そうだそうだ」

　ぞろぞろと観客達が去さって行く。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか」

　佃山が肩かたをぐいぐいと揺ゆさぶるけど、栄太は気持ちよく昏こん倒とうしたままだ。

「やれやれ、心の片かた隅すみで、もしかしたら本当にこいつがボクシング部の連中をやっつけたんじゃないかって思ったけど、本当に何かの間ま違ちがいだったんだな」

　乱らん暴ぼうに栄太の腕うでを引っ張ぱり上げる。

「ほら、遅ち刻こくしちまうから教室に行くぞ。このお礼れいに昼に焼きそばパンおごってもらうからな」

　栄太を引きずるようにして、佃山もその場を後にした。

　始し業ぎよう時間を間ま近ぢかにひかえ、すっかり人ひと気けのなくなった正しよう面めん玄げん関かん。そのまま誰だれも訪おとずれないまま始業のベルが鳴なり響ひびくかに思われたけれど。

「ひゃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、遅ち刻こくやわ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　そんな賑にぎやかな声と共ともに駆かけ込んでくる生せい徒との姿すがたがあった。

「ただでさえ三日も休んで学がく費ひ無む駄だにしてもうたのに、遅刻なんかもったいないやん。急がな急がな」

　慌あわただしく上うわ履ばきに履はき替かえ、掲けい示じ板ばんの前を通り過すぎ階かい段だんの方向へと駆かけて行く。

　だけど、数すう歩ほ進んだとこで足を止める。

「何や今の」

　ビデオの逆ぎやく戻もどしのように後ろ向きに戻って来ると、掲示板の新しん聞ぶんを目にした。ざっと内容を読み、ほうと息いきを吐はき出した。

「こいつは驚おどろきや。うちがおらん間にこないなことがあったんやな」

　栄えい太たの恥はずかしい写しや真しんを見つめ、その生徒は考え込む

「もしかしたら、このパンツもあれかもしれへんな？」

　しばし眉まゆ毛げと眉毛の間にシワを寄よせてから、コクンと頷うなずく。

「ま、考えとったって仕し方かたないわ。ちゃんと確たしかめとこ」

　と、始業を知らせるチャイムが鳴なり響ひびいた。

「あかん！　遅刻や！　学費の無駄になってまう！」

　生徒は弾はじかれたように駆け出し、廊ろう下かの向こうへと消えて行った。




　　　　　３




　午前中の授じゆ業ぎようが終わり、訪れたつかの間の休きゆう息そくの時。人はそれを昼休みと呼よぶ。

　でも、栄太は何だかちょっと釈しやく然ぜんといかないものを感じていた。原げん因いんは目の前の佃つくだ山やまだ。実じつにおいしそうに焼きそばパンを頰ほお張ばっている。

　別に友人が昼に何を食べようが知ったこっちゃない。問もん題だいはこの焼きそばパンは、栄太がおごらされた物だってことだ。

「何だよ。じろじろ見やがって。食べづらいじゃないかよ」

「いや、何て言うかさ」

　半はん分ぶん程ほど食べた自分の弁べん当とうを片かた手てに、栄太が呟つぶやく。

「見に覚おぼえのないことでお礼れいをさせられるのって、何だか釈然といかないもんだなあって」

「何言ってんだよ。お前が一時間目に遅刻しなかったのは誰のおかげだと思ってるんだ？　俺おれが連れてきてやったんだぞ！」

「でも何か後こう頭とう部ぶがズキズキするぞ。もしかして足引っ張ぱって階段なんかを引っ張り上げたんじゃないだろうな」

　半分冗じよう談だんで言ったけど、図ず星ぼしだったようだ。

　ぴ～ひゃらぴ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]

　佃つくだ山やまはそらっとぼけるように口くち笛ぶえを吹ふいてから、俄が然ぜんとして焼きそばパンを頰ほお張ばり始めた。返せと言われることを心しん配ぱいしたのだろう。

「我わが友ながらなんて卑いやしいんだ」

　栄えい太たが呆あきれたように呟つぶやく。

「あんな恥はずかしい写しや真しんも撮とられるし。こんなことなら焼きそばパンなんかおごるんじゃなかったよ」

「まあそう言うなって。世の中悪いことばっかじゃないからよ」

　焼きそばパンを飲み下した佃山が、ヘラヘラ笑いながら栄太の肩かたを叩たたく。

「あの新しん聞ぶんを見てお前と友達になりたいって女の子が現あらわれるかもしれないじゃないかよ」

　そこで止めときゃいいのに、調ちよう子しに乗のって佃山は付つけ加くわえる。

「パンツマニアの女の子とかさ」

　栄太はムスっとすると、佃山の前からコーヒー牛ぎゆう乳にゆうをかっぱらった。

「あ、俺おれが買ったコーヒー牛乳を！」

　焼けクソのようにストローを突つき刺さし一いつ気きに飲み干ほしている時だった。

「失礼するで」

　そんな声が、教室に響ひびいた。

「えっと…ああ、おったおった」

　黒くろ臼うす市しでは聞きなれない関かん西さい弁べんに栄太が顔を動かすと、見知らぬ女子生徒が目の前にやって来た所だ。どうやらこの女の子が関西弁の持ち主ぬしのようだ。

　高校生にしては小こ柄がらな体たい型けいの娘こだ。茶ちや目めっ気けのある瞳ひとみをしていて、ニッカリという音が聞こえてきそうな笑えみを浮かべている。愛あい嬌きようのある可愛かわいさだ。髪かみの毛けは頭の高い所で二つに結むすんでいて、それがまた元げん気きさに拍はく車しやをかけていた。一ひと言ことで説せつ明めいするなら、何だか小しよう動どう物ぶつみたいな女の子だ。

「あんたが、エータくんやな」

　腰こしに手を当て、栄太を見下ろす。

「うちは、二年Ｆ組の巣す玉だま井いルイや。まあ、去きよ年ねんの冬に転てん校こうしてきたんやから知らんとは思うけど」

「はあ」

　栄太としては気の抜ぬけた返事を返すことしかできない。

（何だろ？　僕にどんな用事があるんだろ？　関西の方に知り合いなんていないしな）

　あれこれと考える栄太に、関西弁の女の子、ルイが言う。

「玄げん関かんとこの新聞見たで。ええ感じの写真やないの」

（何だ、冷ひやかしか）

　やれやれと、息いきを吐はき出す。

（わざわざ別のクラスにまでからかいに来るなんて。よっぽどヒマなんだな。この娘こは）

　そう思う栄えい太ただったけど、事じ態たいは思わぬ方向へと転ころがり出した。

「それでな、うち、あの新しん聞ぶん見てエータくんにちょっと興きよう味みが湧わいたんや。そやからうちとちょっとお話せえへん」

「え？」

　どうやら単たん純じゆんなからかいとも少し違ちがうようだ。

「できれば二人っきりがええんやけど、ここじゃ無む理りそうやね。もう時間もないし、放ほう課か後ごにせえへん？　帰き宅たく部ぶやから大だい丈じよう夫ぶやろ？」

「う、うん。大丈夫だけど」

「なら決まりやね。放課後、また呼よびにくるさかい、よろしゅう。ほなな」

　ぴらぴらって手を振って、ルイは教室を出て行った。

　クラス中が、シンと静しずまり返っている。

「あの新聞で興味を覚おぼえたって、奇き跡せきだよな」

「関かん西さいと言えばお笑いのメッカだからな。あの女の子も面おも白しろいモン好ずきなのかもしれないぞ」

「そうか、確たしかにそう考えればしっくり来るぞ。あのパンツ姿すがたは面白いもんな」

　そんな会話が囁ささやかれる。

　当とうの栄太本人はというと、思いがけない展てん開かいにすっかり茫ぼう然ぜん自じ失しつしちゃってた。

「私、ちょっと気をつけた方がいいと思うの」

　唐とう突とつに姿を現した奈な音おんが、眉まゆ根ねをひそめて言った。

「あの巣す玉だま井いルイって女の子。あんましいい噂うわさ聞かないもの。何でもお父さんが危あぶない業ぎよう界かいの人で、大きな失しつ態たいをして関西にいられなくなってこの町に逃げてきたんですって。あの女の子も何度も警けい察さつに補ほ導どうされたことがあるそうよ。きっと腹はら黒ぐろいことをたくらんでるんじゃないかしら？」

「お前が言うなあ！」

　全力でつっこみを入れてから、佃つくだ山やまは栄太に顔を向ける。

「おい、丸まる見み。これはチャンスだぞ！　面白いモン好きだろうが何だろうが関かん係けいない。このチャンスに自分をアピールするんだぞ。友ともとして俺おれは応おう援えんするぞ！　分かったな！」
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　そして、放課後。

　教室に呼びに来たルイと一いつ緒しよに、栄太は屋おく上じようへとやってきていた。

「ここなら大丈夫そうやね。人もおらんし」

　辺あたりをきょろきょろと見み渡わたし誰だれもいないことを確かく認にんしてから、ルイは栄えい太たに顔を向ける。

「最初にお礼れい言わへんとな」

「お礼？」

「そや。教室で待まっとってくれたやろ？」

　笑いながら、ルイが言う。

「うちのことうさんくさいと思てさっさと帰ってもうたかなって心しん配ぱいしてたんや。おおきに」

「え、ああ」

　そりゃあまあ、うさんくさいかうさんくさくないかで言えばかなりうさんくさいとは思う。それでも約やく束そくをすっぽかす程ほどじゃない。

「ちゃんと約束したんだし。そんな失礼なことはしないよ」

「エータくんはいい人なんやな。どっちだったとしてもうちら仲なか良よくなれると思うで」

「どっち？」

「まあ、気にせんといて。それより聞いてえな。今日メッチャ面おも白しろいことあったんや。今は一人でも多くの人に聞いてもらいたいねん。あのな、数すう学がくの小お川がわ先生がな、教きよう壇だんに足を滑すべらせてな…」







「何だか楽しそうに話をしてるようだな。ううむ、内ない容ようが気になる」

　そんなことを呟つぶやきながら、給きゆう水すい塔とうの影かげに身みを潜ひそめている奴やつがいた。佃つくだ山やまだ。

「こんなことなら読どく唇しん術じゆつでも習っておけば良かった」

　心の底そこから悔くやしがる佃山の後ろから、その声は囁ささやかれた。

「覗のぞき見なんて、趣しゆ味み悪いわよ。佃山」

「!?」

　振り向いた佃山は、そこにいた人物に目を大きくした。

「真ま白しろ野の！」

「シ！　大きい声出さないの！　気づかれちゃうでしょ！」

　奈な音おんが唇くちびるの前で人差し指を立てた。

　危あぶない危ないと口を押さえてから、佃山は小こ声ごえで尋たずねた。

「それで、どうしてお前がこんなとこにいるんだ？」

「それはもちろん、丸まる見みくんが心配だからに決まってるじゃないの」

　まっすぐな瞳ひとみで、奈音が言う。

「純じゆん真しん無む垢くな丸見くんが腹はら黒ぐろい女の子に騙だまされちゃったら大変でしょ？　だからクラスメイト、ううん、お友達として様よう子すを見に来たの」

「騙した本人がよく言うよ」

　軽く鼻を鳴ならしてから、佃つくだ山やまは目を細めた。

「それで、本当はどんな理り由ゆうなんだ？」

「やーね、佃山。他にどんな理由があるって言うのよ」

　おほほほって笑う奈な音おんの手には、30センチくらいのアームの先に、長ちよう方ほう形けいで灰はい色いろの物体がくっついた奇き妙みような装そう置ちがあった。

「何だよこれ」

「さあ、何かしら～？」

「俺おれ、テレビで見たことあるぞ。これは集しゆう音おんマイクって奴やつじゃねえか？」

　真しん相そうを見み極きわめたとばかしに佃山が言い放った。

「新しん聞ぶん部ぶの部長は確たしかバスケットボール部のエースと親しん友ゆうだって聞いたことがある。そっちを落とすために新聞部の部長に取り入るつもりなんだな。パンツ鬼おにに熱ねつ愛あい発はつ覚かくなんてスクープを使って」

「ご想そう像ぞうにお任まかせするわ」

　高校二年生とは思えない艶つやっぽい笑え顔がおで、奈音は言った。

「図ず星ぼしか」

「何よ。あんただって目的はお金なんでしょ」

「何を言ってんだよ。俺は純じゆん粋すいに友達を心しん配ぱいしてだな」

　そう言う佃山の手には、一いち眼がんレフの望ぼう遠えんカメラが収おさまっていた。

「なるほどね。スクープ写真を新聞部に売りつけるつもりなのね」

　ぴ～ひゃらぴ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]

　佃山はそらっとぼけるように口くち笛ぶえを吹ふいた。それから、もう誤ご魔ま化かしが通用しないって察さつしたのだろう。急に真ま顔がおに戻ると、世よにも物ぶつ騒そうな口く調ちようでこう言った。

「お互たがいに利り害がいは一いつ致ちしてんだ。手を組まないか？」

「ＯＫ！　乗のったわ！」

　がっちりと、二人は手を組んだ。

[image: ]

「そういうことならさっさとその機き械かいを使ってあの二人の会かい話わを聞かせてくれよ」

「ＯＫ、えっと確かこうやって」

　マイクを栄えい太たらの方向に向けると、慣なれない手つきでスイッチを入れた。

『…でな、慌あわててパンツ引っ張ぱりあげて教室から飛び出していったんや。大笑いやろこれって』

「何の話だ？」

「少なくとも、熱愛とは程ほど遠とおい内容よね」

　落らく胆たんしたように奈音が息いきを吐はき出す。

『ああ、すっきりした。エータくんにも笑ってもらえて良かったわ。小お川がわ先生って本当に笑いの天てん才さいやねん。あのレベルに達しとるのは関かん西さいにもそうおらへんで』

「数すう学がくの小お川がわの面おも白しろい話をしてたみたいだな」

「もしかして、わざわざ呼びだしといてそれだけってことないわよね。もしそうだったら相あい手てが関西人だからって容よう赦しやしないわよ。つっこむわよ」

『おっと、いつまでもこんなこと話しとっても仕し方かたないやね。そろそろ本ほん題だいに入ろか』

　そんな声がスピーカーから聞こえて来て、二人は拳こぶしを握にぎり締しめて喜よろこんだ。

「よし！」

　本題を一いち語ご一いつ句く聞き逃のがさまいと、二人はスピーカーに顔を近づけた。







「さてと」

　ルイは軽く咳せき払ばらいすると、栄えい太たへと顔を向けた。

「実じつはうち、エータくんにお願ねがいがあんねん」

（さあ、来たぞ。一いつ体たいなんなんだ？）

　栄太の頭の中で、いろんな可か能のう性せいが浮かび上がってくる。

（あの新しん聞ぶん見て興きよう味みをおぼえたって言ってたからな。もしかしたら、僕が強いって誤ご解かいしてて話をしに来たのかも。そう言えば真ま白しろ野のさんが言ってたぞ。この女の子のお父さんって危あぶない業ぎよう界かいの人だって。だとすると）

　少し物ぶつ騒そうなことを考えてしまう。

（ど～しよ？　組くみに入れとか出入りの助すけっ人とに来てくれとか誰だれかのタマをとってくれなんて言われたら。ああ、やっぱり来なかった方が良かったかな？）

　内ない心しんでびくびくする栄えい太たに、ルイが言う。

「あのな…」

　と、その時だった。ルイのポケットから、チャンチャカという景けい気きのいい音楽が流れ出す。

「ああ、ちょっと待まっとって。定てい時じ連れん絡らくの時間やったわ」

　ポケットからオレンジ色の携けい帯たい電話を引っ張ぱり出すと、ルイはそれを耳に押し当てた。

「もしもし、ゲンさんか？　え！　またおらんようになった！　ホンマかいそれ。分かったわ。これから行って首ねっこひっつかまえたるわ」

　携帯電話をポケットに突っ込むと、ルイが申もうし訳わけなさそうな顔をした。

「うち、急な用事ができてもうたわ」

「そ、そう。なら話はまた今度に」

「いんや。何事も先さき延のばしするのはいいことやあらへん」

　ルイが首を横に振る。

「ちょっとうちの用事に付つき合うてや。時間大だい丈じよう夫ぶやろ？」

「時間は大丈夫だけど…」

「決まりやな」

　栄太の腕うでががっちりと摑つかまれた。

「ほな、行こか」

「ど、どこに？」

「駅えき前まえや」

　それだけ言うと、ぐいぐい引っ張って早はや足あしで歩き出す。

　何だかそこはかとない不安という奴やつを感じる栄太だった。
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　黒くろ臼うす駅えきは、北口と南口で雰ふん囲い気きがガラリと変わる駅だ。住じゆう宅たく街がいへとつながる南口には、賑にぎやかな商しよう店てん街がいが並ならび明るい雰囲気だ。それに比くらべて北口は、パチンコ屋や居い酒ざか屋や、キャバレーやクラブなんか立ち並ぶ、昼間でも何だか猥わい雑ざつな感じが醸かもし出されている。

　そんな北口方面へと、ルイはやって来る。

「あの、こんなとこでどんな用事が？」

「まあ、待っててや。えっと、今日はどこやろな？」

　立ち並ぶパチンコ屋を見み渡わたしてから一いつ軒けんのパチンコ屋に目を止める。

「うん、ここやな。新しん台だい入にゆう荷かってのに弱いんや、あいつ」

　そう言うと、何も臆おくすることなくパチンコ屋に足を踏ふみ入れていく。

「あ、ちょっと。巣す玉だま井いさんってば」

　仕し方かたなしに、栄えい太たもその後へと続く。

　パチンコ屋の店てん内ないは、チンジャラチンジャラという賑にぎやかな台だいの音と、むせかえるようなタバコの匂においが充じゆう満まんしていた。

（制せい服ふくでこんなとこに入ったら店の人に怒おこられちゃうよ。いや、それだけですむならいいけど、補ほ導どうとかされたらえらいことだぞ）

　あれこれと心しん配ぱいする栄太を尻しり目めに、ルイはつかつかと通つう路ろを歩いていく。新台のコーナーへとやって来たルイは、そこで足を止めた。

「やっぱりここにおったわ」

　ルイの視し線せんの先には、ガラが悪いを絵に描かいたような中年の男がいた。パンチパーマでサングラス。顔にはナナメに傷きずなんかが走っている。

　派は手でなガラの服ふくなんか着て、くわえタバコでパチンコをしている姿すがたは、どこからどう見たってヤ○ザ屋さんだ。

「えっと、確たしかここに入れとったはずやが」

　ルイが鞄かばんに手を突つっ込むと、スリッパを引っ張ぱり出す。

　栄太は何だかとってもいや[image: ～][image: ～][image: ～]な予よ感かんがした。

（そのスリッパで何をするつもりなんだ？　普ふ通つうスリッパは履はくものだけど、どうもそうじゃなさそうだぞ。靴くつ脱ぬいでないし、それにスリッパ片かた方ほうしかないし。あの恐こわいおじさんのとこに向かって歩いてくし、あの恐いおじさんの後ろでスリッパを振り上げるし…ってああああああああああああああああ！）

　栄太の何だかとってもいや[image: ～][image: ～][image: ～]な予感は、見み事ごとに的てき中ちゆうしてしまった。

　ルイは、見るからにヤ○ザ屋さんの後こう頭とう部ぶをスリッパで思いきりはたいたのだ。

　スパコ────ン！

　景けい気きのいい音が響ひびき渡わたった。

「何てことしてんだ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　血けつ相そうを変えた栄太がすっ飛んでいくと、ルイの腕うでを握にぎった。

「さ、早くするんだ！」

「どないしたんや。エータくん。急に慌あわてんぼになったりして」

「どないしたじゃないよ。早く逃げないと…」

「逃げる？　なんでや？」

「だって、この恐い人に何されるか」

「くおら[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　男が振り返った。地じ獄ごくから出てきた鬼おにのような形ぎよう相そうになっている。

「あああ、すみませんすみませんすみません。悪わる気ぎはなかったんです。ちょっと手が滑すべっちゃっただけなんです。だから彼女を許ゆるしてください。玉たま拾ひろいでも何でもします」

　必ひつ死しに謝あやまる栄えい太たなんか眼がん中ちゆうにないと言った様よう子すで、男はルイを睨にらみ付けた。

「激げき熱ねつリーチが来とったゆうのに、お前が後こう頭とう部ぶはたいたせいで気き合あいがとぎれて外はずれてもうたやないか！　どないしてくれんねん！」

「何言うとんのや！　そないなもん気合でどうにかなるわけないやろ！　そんなことよりさっさと仕し事ごとに戻りいや」

「まあ待まて。今日はツキがあるような気がするんや。もう少しここで打ってくさかい、店みせはルイ、お前がやっといてくれへんか？」

「アホ言ってないで急ぎいや！」

　男の耳をつまむと、ルイがぐいぐいと引っ張ぱっていく。と、ポカンとしてしまっている栄太に気がつき恥はずかしそうに笑った。

「これ、うちのおとんやねん」
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　十じゆう分ぶんに熱せられた鉄てつ板ぱんに、生き地じを流し込んでいく。ぶつ切りにしたタコを入れ、針はりでくるんと回す。たちまち見み慣なれたタコ焼きの姿すがたになった。

　北口から少し歩いた所にあるスーパー。その駐ちゆう車しや場じように作られた小さな屋や台たいだ。鮮あざやかな手つきでタコ焼きを焼いているのは、見るからにヤ○ザ屋さんの男、もとい、ルイのおとんだ。

「ソースと青のりたっぷりやで。あとカツオ粉こも」

「分かっとるがな。ちゃんと」

　おとんが苦にが笑わらいしながら箱はこに入れたタコ焼きにソースをたっぷりとつける。青のりと、カツオブシを削けずって粉こなにしたカツオ粉もふりかける。

「ほら、できたで」

「おおきに」

　突つき出されたタコ焼きの箱を受け取ると、ルイはすぐ隣となりのベンチに座すわる栄太に箱を突き出した。

「さ、焼きたてやねん。食べてえな」

「は、はあ」

　まだちゃんと状じよう況きようを把は握あくしきれてないけれど、とりあえず爪つま楊よう枝じでタコ焼きを突き刺さし口にいれる。あつあつふわふわな外そと側がわに、十分な歯はごたえのあるタコが見み事ごとにマッチしている。味あじだってダシが利きいていてすこぶるおいしい。

「うん、おいしい」

　素す直なおに感かん想そうを口にすると、ルイは喜よろこんで顔をくしゃくしゃにした。

「せやろ。なんせ昔むかしはちゃんとした店みせを持っとったくらいやからな。ま、おとんのギャンブルのせいでのうなってしもうたけど」

　ジトってした目をおとんに向ける。

「それやのに反はん省せいもせず屋や台たいほっぽりだしてパチンコに行きよるし。スーパーで働はたらいとるゲンさんに見み張はり頼たのむようにしてほんま良かったわ」

　肝かん心じんのおとんは聞いてなかった。お客きやくさんが来て新しくタコ焼きを焼き始めたからだ。相あい変かわらずガラは悪いけれど、一いつ身しん腐ふ乱らんにタコ焼きを焼いている姿すがたには職しよく人にん魂だましいを感じないこともない。

「昔はちゃんとした店を持ってたって言うことは、巣す玉だま井いさんのお父さんって昔からタコ焼き屋さんをやってたの？」

「そうや？　昔も今もタコ焼き職人や。それ以外に何があるっちゅーねん？」

　不ふ思し議ぎそうに尋たずねてから、ルイが分かったとばかしに頷うなずく。

「なるほど。エータくん、うちのおとんがヤクザもんか何かかと思ったんやろ？　心しん配ぱいせんくてもそんな度ど胸きよう、うちのおとんにはあらへんよ。顔がいかついのは天てん然ねんやし、あの傷きずはふざけててバナナで滑すべってできたもんや」

　クスクスと笑うルイに、栄えい太たはほっと息いきを吐はき出す。

「何だ、そうだったのか。いや、何かちょっと悪い噂うわさ聞いた後だったからてっきり」

「噂？　ああ、知っとるで。うちのおとんが危あぶない業ぎよう界かいの人で、大きな失しつ態たいをして関かん西さいにいられなくなってこの町に逃げてきたって奴やつやろ？　あと、うちも何度も警けい察さつに補ほ導どうされたことがあるって話もされとるらしいやないの」

　こともなげに、ルイが言う。

「全部が全部まちごうとる訳わけやないんやけどな。借しやつ金きんで首が回らんようになってこの町に逃げてきたわけやし。うちも、おとんの代かわりに屋台の店みせ番ばんしとって何度も補導されてもうたしな。中学校の頃ころや。未み成せい年ねん者しやの就しゆう労ろうがどうのこうのってよく叱しかられたわ」

「そういうことだったのか」

　なるほどと頷いてから、栄太は気きの毒どくそうに言った。

「そんな変な噂なんかされてて大変だね。僕ぼくが地じ道みちに本当は違ちがうんだよって言って回るよ。まあ、どこまで広がってくれるかわからないけど」

「別にそんなことせんくてもええって。どんな噂が流れとったとしたってうちはうちなんやからな。うちを気に入ってくれる人とは噂なんて関かん係けいなしに仲なか良ようなれるしな」

（大たいした女の子だなあ）

　ルイの言こと葉ばに、栄太は感かん心しんしてしまう。

「早く食べんと冷さめてまうよ」

「え、ああ」

　栄えい太たは残っていたタコ焼きをパクパクと頰ほお張ばった。放ほう課か後ごでお腹なかが空すいていたこともあってたちまち一ひと箱はこペロリと食べてしまう。

「うん、おいしかった。こんなおいしいタコ焼き、初めて食べたよ」

「そら良かったわ。うちの噂うわさはどうでもええから、出で来きればおとんの屋や台たいのこと宣せん伝でんしてな」

　片かた手て拝おがみでそう頼たのんでから、仕し切きりなおすようにルイは言った。

「さてと、やっと落ち着いたし。そろそろ中ちゆう断だんしてた話の続きをしよか？」

　ルイは屋台のおとんに向けると堂どう々どうと言い放つ。

「おとん、ちょとだけトイレにでも行っててくれへん？　うち、エータくんと二人っきりで話したいことがあるんや」

「なんやて！　二人っきりやと！」

　おとんが吼ほえた。ギロリって音が聞こえて来そうな目つきで栄太のことを睨にらみつける。

「おい！」

「は、はい！」

　そのいかつい顔が天てん然ねんで、顔の傷きずはバナナに滑すべってできた物だってことを聞いていても、背せ筋すじがゾクゾクとしてくる。だって今にも拳けん銃じゆうなんか突つき出しそうな雰ふん囲い気きなんだもん。

「エータくんやな」

「は、はい、栄太でございます」

「手を出しい」

「え？」

「手を出しい言うとるんや！」

　仕し方かたなしに、栄太は手を差し出した。

（まさか、いきなりドスを突き出されるってことはないよな。指つめろとか言って。さすがにそれはないか。だって巣す玉だま井いさんのお父さんはヤクザなんかじゃなくタコ焼き職しよく人にんなんだから。だとすると、あのタコ焼きをクルクル回転させる針はりで…）

　被ひ害がい妄もう想そうの扉とびらが開いた。

『うちの娘むすめと二人きりで話やと！　上じよう等とうやないか！　この針で一分間に百二十六回指の間をトントンできたら認みとめてやる！　さあ、さっさと始めんかいこのヤロウ！』

（ひ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！）

　自分勝かつ手てに想そう像ぞうして自分勝手に青ざめてる栄太に、おとんは焼き立てのタコ焼きの箱を載のっけた。

「育ちざかりやからもう一箱くらいいけるやろ？　遠えん慮りよせんと食っとき。ほな、ルイのことよろしゅうな。ちょっとごっついとこあるけど、根ねはしっかりしたいい娘やさかい」

　口くち笛ぶえを吹ふきながら、スーパーの中へと入っていく。トイレを借かりるつもりなのだろう。

「は、はは」

　背せ筋すじにべっとりと嫌いやな汗あせをかいてしまった。

「それじゃ、邪じや魔まがおらんようなったとこで話を…」

　そこで、ルイは言こと葉ばを止めた。「ん？」って何かに気がつく。

「なんや、またやん」

「え？」

「エータくんのクラスの二人があそこの段だんボールの陰かげからこっちのこと見とるんや。そう言えば、学校の屋おく上じようから降りてくる時も見かけたっけ」

「誰だれ？　僕ぼくには見えないけど」

「うち、自じ慢まんじゃないけど視し力りよく２・０以上やねん。一人は、昼休みにエータくんと飯めし食べとった人や。もう一人は知っとるで。学年美び人じんランキングに入っとるっちゅう」

「真ま白しろ野のさん？　どうして？」

「あの女一人やったら説せつ明めいがつくんやけどなあ」

　にんまりと笑ってルイが言う。

「エータくんに惚ほれてて、うちみたいなどこの馬うまの骨ほねとも分からん奴やつと一いつ緒しよにいるのが気に入らへんとか」

「それは、ないよ」

　ため息いき混まじりに、栄太は吐はき出した。

「しかし、カメラとマイクなんか持ってどないするつもりなんやね」

「カメラにマイクだって？」

　栄太が怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

　カメラとマイク、追つい跡せきされている自分、友人、佃つくだ山やまの性せい格かく。それらを総そう合ごう的てきにして考えると、答えは導みちびき出された。

「あいつ、新しん聞ぶん部ぶにでも売りつけるつもりなんだな。パンツ鬼おに大だい王おうのスクープを」

「何や、パパラッチかいな。普ふ段だんなら別に平へい気きやけど、今回だけは勘かん弁べんや」

　ルイは携けい帯たいを引っ張ぱり出すと、どこぞに発はつ進しんする。

「あ、ゲンさんか。トイレでうちのおとんが新聞読んでると思うんや。ちょっと替わってくれへん？」

　しばらくして、おとんが出たのだろう。早はや口くちにルイは喋しやべった。

「あ、おとんか。実じつは駐ちゆう車しや場じようの端はしの段ボールんとこにうちの学校の友達が二人おんねん。うちらちょっともう出かけてもうんだけど、その二人にスペシャルジャンボごちそうしてやってくれへん？　学校でごっつ世せ話わになっとるし、それにその二人新聞部やねん。せやから宣せん伝でんしてくれるはずやで」

　携帯をポケットにしまうと、ルイはニッカリとした笑え顔がおを栄太へと向けた。

「後はおとんがしっかり足止めしといてくれるはずやで」










「しかし、一いつ体たい何なに者ものなんだ？　あの二人がパチンコ屋から一いつ緒しよに出てきた男は。タコ焼きを焼いてるようだが」

　段だんボールの陰かげで、佃つくだ山やまが呟つぶやく。

「私には分かるわ。あれがきっと巣す玉だま井いさんのお父さんね」

　確かく信しんを込めて、奈な音おんが言った。

「ええ！　関かん西さいから逃げて来たっていう？　てっきり恐こわい仕し事ごとの人かと思ったがタコ焼きを焼いてるなんて」

「バカね。あの顔がタコ焼き職しよく人にんの顔に見える？　ああいった屋や台たいは楽らくに逃げられるって利り点てんがあるの。つまり、関西の方で相そう当とうヤバいことをやらかして来たってこと。それこそ、人を…」

「マジかよ。いや、でもあの顔ならやりかねないな。うん、五、六人はやっていそうだ」

　ブルルって佃山が背せ筋すじを震ふるわせる。

「俺おれら、ヤバイんじゃねえか？　こんなとこを見つかったらタコ焼きをひっくり返す針はりで一分間に百二十六回指の間をトントンしとろか言われるかもしれないぞ」

「確たしかに危き険けんよ。でも、目もく的てきのためには仕し方かたないでしょ！」

　奈音は言った。きっぱりと言い切った。

「うう、真ま白しろ野の。さすがだよ。こうなったら俺も腹はらをくくるぜ」

　顔を見合わせこっくりと頷うなずき合う。

「まずはもうちょっと距きよ離りを縮ちぢめないといけないわ。マイクで音を拾ひろえないもの」

「こっちもだ。ここからじゃいい写しや真しんが取れないからな」

「でもどうしたらいいの？」

「おい、見ろ。ここに大きな段ボール箱ばこがあるぞ」

「それだわ！」

　二人は四角い段ボール箱をかぶり、ごそごそと移い動どうを始めた。びっくりするぐらいマヌケな光こう景けいだけど、大おおいなる目的に猛もう進しんしている二人はそのことにちっとも気がついてなかった。

　だけれども、二人の隠おん密みつ計けい画かくはすぐに終しゆう了りようすることとなった。ひょいと段ボール箱が持ち上げられてしまったのだ。

　ガラが悪いを絵えに描かいたような中ちゆう年ねんの男。パンチパーマでサングラス。顔にはナナメに傷きずなんかが走っている。ルイのおとんだ。

「あ、あわわ」

「え、えっとこれは」

　あたふたと言い訳わけを考える二人に、おとんはにこやかに話しかける。もっとも、初しよ対たい面めんの人間にとってはいかつい顔がぐしゃって動いたようにしか見えないけれど。

「こそこそせえへんくてもええのに。まあこっちに来いや」

「は、はあ」

「え、ええ」

　二人は大人おとなしくおとんに従したがった。栄えい太たとルイの姿すがたがなくなってるのに気がつくけど、今はどうしようもない。

「ちょっと待まとってな、今、スペシャルジャンボ焼くやさかいな」

　おとんが何やら普ふ段だんとは違ちがう鉄てつ板ぱんを引っ張ぱり出して、タコ焼きを焼き始める。

「ほら、出で来き上あがりや！」

　二人の前に出されたのは、野や球きゆうボールくらいありそうな巨きよ大だいタコ焼きだった。しかも１ダース。

「どうする？」

「どうするって？　何だかよく分からないけどこれを食べないことには開かい放ほうしてくれなさそうだぞ」

　二人は巨大タコ焼きに取り掛かかった。大おおいなる目もく的てきのため、熱あつ々あつのタコ焼きを完かん食しよくする。

「これで、栄太らを追いかけられる」

「そうね、今から追いかければきっと」

　だけど、おとんは甘あまくなかった。

「ええ食べっぷりやったんで、おいちゃん感かん動どうしてもうた。せやからこれはおまけや」

　さらに巨大タコ焼きが追つい加かされた。しかも２ダース。

　啞あ然ぜんとしている二人に、おとんは笑え顔がお（自分ではそのつもり）で喋しやべる。

「さ、遠えん慮りよせずに食うてや。写しや真しんも好すきなだけ撮とってもええんやで。お、それマイクちゃうか？　まいったな、おいちゃんインタビューなんて慣なれてないから緊きん張ちようしてまうよ」

　大いなる目的へ向けての二人の挑ちよう戦せんは、こうして頓とん挫ざした。
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「今いま頃ごろ、あの二人。おとんのジャンボスペシャルを味あじわっとるころやな」

　道を歩きながら、ルイがクスクスと笑う。

「ああ見えておとん、気き前まえええとこあるから。きっと次から次へと焼きおるで。ま、小こ一いち時じ間かんはあそこから離はなれられへんやろな」

　そうこうしている内うちに、二人は小さな公こう園えんへとたどり着く。うらびれていて人の気け配はいはない。

「ここなら誰だれにも邪じや魔まされへんやろ」

　ルイはベンチに腰こしを下ろすと、バシバシと隣となりを叩たたいた。

「さ、ここに座すわりいや」

　言われた通り栄えい太たはルイの隣に腰を下ろす。

「でも、おとん喜よろこんどったわ。エータくんに会えて。うちが学校の友とも達だちを紹しよう介かいするのって初めてやもんな」

　ルイが嬉うれしそうに笑った。それから、少しだけ心しん配ぱいそうに尋たずねる。

「もしかして、迷めい惑わくやった？　あっちこっち引っ張ぱり回して」

「ううん、そんなことないよ。おいしいタコ焼きもご馳ち走そうになったし。ヒヤヒヤもしたけど楽しかったし」

「ホンマ？　エータくんってええ人やわ。うちが思ってた通りや」

　コホンと咳せき払ばらいすると、ルイが体を少しナナメにして栄太に顔を向ける。

「ほな、ずっと先さき延のばしにしてた本ほん題だいに入らせてもらうで。ええか？」

「あ、うん。いつでも」

　栄太も身み構がまえる。頭の中ではやっぱりいろんなことを想そう像ぞうしてしまう。

（巣す玉だま井いさんのお父さんは顔は怖こわいけど別に危あぶない業ぎよう界かいの人じゃなかった。だから、出入りとか組くみに入れとかじゃないだろうな。だとすると何だろ？　あの新しん聞ぶん記き事じを見て僕に興きよう味みを覚おぼえて、それでお願ねがいしたいって言ったら）

　ははって栄太は頷うなずいた。

（パンツ鬼おにの格かつ好こうをして、タコ焼きの宣せん伝でんをやって欲ほしいってことだな）

　内ない心しんで、栄太は顔をしかめる。

（タコ焼きご馳走してくれたのは嬉しかったし、巣玉井さんの大変さも分かるから宣伝してあげたい気持ちもあるけど、でもまたあの格好をするってのはちょっとなあ）

　うんうんと唸うなってから、栄太はそうだって声をあげた。

「そうだ、僕ぼくの母さんって、女性週しゆう刊かん誌しの編へん集しゆう長ちようをやってるんだ。そこであの屋や台たいのタコ焼きが取り上げられないか聞いてみるよ。母さんの作ってる雑ざつ誌しでは無む理りでも、同じ出しゆつ版ぱん社しやのグルメ雑誌なんかもあるかもしれないし。だから、あっちの方は勘かん弁べんしてもらえないかな」

「あっちの方？　何言うとんのや？」

　キョトンとした顔で逆ぎやくに聞き返される。

「え、お願いって、僕にパンツ鬼の格好をしてタコ焼きの屋台の宣伝をして欲しいってことじゃ？」

「ちゃうちゃう。そんなんやないって。いくら何でもそないなお願いでけへんわ」

　ルイが首を横に振る。

「あ、でも雑誌の件けんは大だい歓かん迎げいやで。エータくんのおかんにはよろしゅう話しといてや」

　でも、抜ぬけ目めなくそう付つけ加くわえた。

（それじゃ一いつ体たい何なんだろうか？）

　考え込む栄えい太たの前で、ルイは何故なぜか少しだけ顔を赤らめるともじもじし始める。

「あのな、会ったばかりでこないなこと言うの、ごっつ恥はずかしいんやけどな…」

（なぬ？）

　って思った。

（この導どう入にゆうは、何だか愛あいの告こく白はくみたいじゃないか？）

　とも思った。

　だけどぬか喜よろこびをしておいてガケから突つき落とされるって経けい験けんは、先日のパンツ鬼おにごっこの時に味あじわっている。もうあんなのは御ご免めんだ。

（ダメだダメだ。気をしっかり持て。いくら何でもそんなこと…）

「うちのこと、はしたない女なんて思わんといてよ。こんなこと他の人にはよう言われへんことやからな」

（そんなこと…）

「でも、どうしても言わずにはおられへんのや。うち、自分の気持ちには正しよう直じきでいたいから」

（…これは、当たりじゃないのか？）

　ひたすら懐かい疑ぎ的てきになってた栄太だけど、ここまで来ると気持ちも転ころがり始める。

（そうだよ。あれ以外に何があるってんだよ！　来たぞ！　愛の告白って奴やつが）

　苦く節せつ十七年。初めて訪おとずれる春！

　栄太はその言こと葉ばをじんと嚙かみ締しめた。

「あのな、いきなりでびっくりせえへんで欲ほしいんやけどな」

（大だい丈じよう夫ぶ、心の準じゆん備びはできかたから！　さあ、来い！　来るんだ！）

　後こう輩はい力りき士しに胸むねを貸かす横よこ綱づなみたいな心しん境きようで、栄太は頷うなずく。

（僕ぼくの返事は決まってるぞ。遠えん慮りよなく来てくれ！）

「ほな、言うで」

　すうって息いきを吸すい込むと、ルイが力を込めて叫さけんだ。

「パンツ見せてくれへん！」

「もちろんそれは…」

　喉のど元もとまで用意してた答えを全力で吐はき出そうとしてた栄太だけど、詰つまった。

「…はい？」

「だから、パンツ見せてくれへん。あの写しや真しんに写うつっとったトラジマのパンツ」

　ルイはもう一度言った。どうやら栄太の聞き間ま違ちがいじゃなかったようだ。

（ちょっと待まてよ。それじゃ新しん聞ぶんの写真を見て興きよう味みを持ったってのは、僕じゃなくてパンツだってことなのか？）

『ザ・パンツマニア』

　そんな言こと葉ばが、栄えい太たの頭の中で弾はじけて飛んだ。

　ちょっとでも期き待たいした自分が何だか情なさけなくなってきて、栄太は暗あん澹たんたる気持ちで息いきを吐はき出す。

「別に、見たいって言うなら見せてやってもいいよ。明日あすか明後日あさつてに学校に持ってくから」

「今日はダメなんか？　これからエータくんの家まで行ってもええよ」

「今日…か。う[image: ～][image: ～]ん」

　栄太は口をもごもごさせた。とある決定的な理り由ゆうにより、今日パンツを見せることは困こん難なんなのだ。

「今日はちょっと難むずかしいんだけど」

「なんでや？」

　素そ朴ぼくな疑ぎ問もんをぶつけられてしまう。

「それはまあ、何てゆーかそのー、家の都つ合ごうとゆーかそのー、うむむ」

　栄太はさらに口をもごもごさせる。と、その声は響ひびいた。

「あら、栄太じゃない」

　首を動かすと、ママチャリに乗のった栄えい子こ母かあさんがいた。

「母さん！　どうしてこんなとこに？　仕し事ごとは？」

「何言ってるの？　今日は有ゆう休きゆう取って家のことするって言ってたじゃない。こっちのスーパーで大おお安やす売うりがあるってチラシ見たから自転車で来たのよ」

　栄太の隣となりにいるルイに気がつくと、栄子母さんは笑え顔がおを向ける。

「あら、栄太のお友とも達だち？」

「はじめまして。うち、同じ学年の巣す玉だま井いルイって言います。エータくんとは仲なか良ようさせてもろうとります」

　ルイがぴょこんと立ち上がるとペコリとお辞じ儀ぎする。

「あらあら、丁てい寧ねいにありがとう。これからも栄太と仲良くしてあげてね。ちょっとぼんやり屋な所があって大変だと思うけど。あ、そうだわ。これから家にいらっしゃらない？　おいしいお茶ちや菓が子しがあるから」

「ああああ母さん。ほら、いつまでも油あぶら売うってないで帰りなよ。せっかくの有休だってのに」

　栄太がせかすように言う。それだけじゃ足たりないと、栄子母さんの自転車の所まで行って後ろを押おし始めた。

「ほらほら、急いで急いで」

「あ、なるほどね。母さんがお邪じや魔ま虫むしってことなのね」

　一人で納なつ得とくしてにへらにへらと笑う。

「それじゃ、後は若い二人に任まかせておばさんは退たい散さんするわね[image: ～][image: ～]。もし時間があるようなら家に連つれてらっしゃいな。それじゃ[image: ]ね、巣玉井さん」

　栄えい太たに押されて、栄えい子こ母かあさんの乗のった自転車はシャ───って軽けい快かいに進んでいく。

「ふう、行ったか」

　額ひたいの汗あせを拭ぬぐった。

「優やさしそうなおかんやね。ええなあ、エータくん」

　そう言ってから、ルイは笑え顔がおを向けた。

「ほな、エータくん家に行こ。うち、招しよう待たいされてもうたし。そしたらパンツも見せてな？」

「いや、それはちょっと無む理りって言うか難むずかしいって言うか、家に行ってもパンツはないって言うか」

「何言うとんのや？」

「だから、何て言うか」

　さらに栄太があたふたしてる時だ。走り去さって行ったはずの自転車がまたチャリチャリ戻ってくる。

「そうそう、栄太。あんたの新しいパンツ。帰りに買ってくけど希き望ぼうある？」

「あああ、母さん！」

「それにしてもびっくりだったわね。あんたのパンツが、ネズミに齧かじられちゃうなんて。ま、母さんが洗せん濯たく石せつ鹼けんと粉こなチーズを間ま違ちがえたのがいけなかったんだけど」

「母さん！」

「それでもあのトラジマのパンツだけは齧られずに残ってたんだからさすがよね。あんなパンツがたくさんあればいいんだけど」

「母さんってば」

「あら、女の子の前でパンツの話わ題だいは良よくなかったわね。おほほほ。それじゃごめんあそばせ」

　自転車が、また去って行った。

　何て言っていいんだか分からない無む言ごんの時が流れた。

「エータくんのパンツ、ネズミに齧られてたそうやな」

「……」

「でも、あのトラジマパンツだけは齧られずにすんだんやな」

「……」

「待まって。それじゃつまりこういうことなんか？」

　ルイが、名めい探たん偵ていのようにビシリと指をつきつけ叫さけんだ。

「トラジマパンツは今、エータくんが穿はいとる！！！」

　その通りだった。

　栄子母さんのハイレベルな大ボケ（洗濯石鹼と粉チーズを間違える）のせいで、パンツがネズミに齧られてしまったのだ。タンスの中だけならまだしも、穿いてるパンツまでも朝起きたらボロボロになっていた。唯ゆい一いつ残っていたパンツがトラジマパンツだっため、それを穿はくしか選せん択たく枝しは残されてなかったのだ。

「まあ、そういうことなんだ。好すきで穿いた訳わけじゃないんだよ」

　栄えい太たはそこんとこを強きよう調ちようする。

「だから、もうちょっとだけ待まってくれないかな？　明後日あさつて、ううん、明日には洗せん濯たくして学校に持ってくから」

「あはは、なんや、そうことやったんか」

　ケラケラと明るい笑いを響ひびかせてから、ルイは言った。

「やったら話は簡かん単たんやん。エータくんもそんなわざわざ学校に持ってきてくれへんでもええよ」

「え？」

　そこはかとない嫌いやな予よ感かんがした。

　そして、残ざん念ねんなことにそれは的てき中ちゆうした。

「今、ここで見せてえな」

　最初にパンツ見せてくれって言ったときはあんなにももじもじしてたのに、そんなのがウソのような潔いさぎよさだ。もう慣なれてしまったのかもしれない。

「えええええええ！　ちょっと、何言って」

「ええやん。別に減へるもんやないし。ここなら他の人もおらんから大だい丈じよう夫ぶや？　さ、遠えん慮りよせんとズバってズボンを下ろすんや」

「ダメだって！　そんなのヤだよ！」

「ええやんええやん。ちょこっとだけやから。そや、お返しにうちのも見せたるさかい」

「そう言う問もん題だいじゃないよ！」

　顔を真まっ赤かにして栄太が叫さけぶ。

「とにかくヤダったらやなの！」

「そうな、なら仕し方かたないな」

　残ざん念ねんそうにルイが息いきを吐はき出す。てっきり諦あきらめてくれたのだと思いきや……。

「ほな、力づくで拝おがませてもらいまひょ！」

　悪あく徳とく商しよう人にんみたいな台詞せりふを言うと、ルイが栄太のズボンに飛びついてきた。

「うわあああああああああああ！」

「わあ、わあ、わあ、わあ、わあああああああああ！」

　栄太は必ひつ死しに身みをよじると、その場から逃げ出した。

　一いち目もく散さんに……。

「冗じよう談だんじゃないよ！　せっかくパンツ鬼おにごっこが終わったって言うのに、どうしてまたズボンを剝はぎ取られなきゃなんないんだよ！」

　全ぜん速そく力りよくで逃とう亡ぼうしながら、栄えい太たは毒どくづいた。

「しかも、女の子があんなことするなんて。ううう、パンツマニアって恐こわい」

　ぶるるって背せ筋すじを震ふるわせる栄太の後ろから、ルイの声が聞こえてくる。

「まってええな！　エータくん！　減へるもんやないしええやないの！」

「そういう問もん題だいじゃないよ！　これは男のプライドの問題なんだ！　あんなパンツ穿はいてるとこを女の子に見られるなんて絶ぜつ対たいイヤなんだ！」

　栄太は近くの路ろ地じに飛び込んだ。くねくねとした路地を走り回る。全国平へい均きんをかなり下回る運うん動どう神しん経けいと体力を駆く使しして逃げ回る。

「はあはあ、もう逃げられない。もうムリだ」

　がっくりとヒザを着いてから、恐おそる恐る後ろを見る。幸さいわいなことにそこにルイの姿すがたはなかった。どうやら無ぶ事じに逃げ切れたようだ。

「やった。やったよ」

　フルマラソンを走りぬいたような、そんな達たつ成せい感かんを栄太が味あじわっていた時だった。

　少し先にあったゲームセンターの自動ドアが開き、数人の若わか者もの達たちが出て来る。顔や腕うでに包ほう帯たいや絆ばん創そう膏こうをつけていた。栄太には見み覚おぼえのある顔ぶれだった。

　昨日きのう、栄太をひんむこうとしたボクシング部の連中だ。

「あっ」

　思わず栄太は近くの看かん板ばんの陰かげに隠かくれた。

　聞きたい訳わけではないけれど、名な栗ぐりらの会かい話わが聞こえてくる。

「しっかし、一いつ体たい何だったんだろうな？　何が何だかさっぱり分からないぜ」

「本当だぜ。気がついたら保ほ健けん室しつのベッドの上だもんな。体中、打うち身みだらけだし」

「まさか、本当にあのひょろひょろした二年にやられちまったんじゃねえか？」

「バカ言うなよ。あんな奴やつに俺おれらがやられる訳ないだろ」

　？？？

　栄太は無む数すうのハテナマークを浮かべた。

（どういうことなんだ？　吹ふっ飛ばされたことを覚えてないのか？　頭でも強く打って…いや、でも全ぜん員いんが全員忘れるなんてことないよな）

　不ふ可か解かいではあるけれど、これはもしかしたらラッキーなのかもって栄太は思った。

（覚おぼえてないんだったら、僕が仕し返かえしされることもないかもしれないぞ）

　だけど、そんな都つ合ごう良よくはいかなかった。

「あんな奴にやられたなんてことは絶ぜつ対たいにないが、それでもあのクソ二年を放ほうっとく訳にはいかないぜ」

　名栗がそんなことを言い出した。

「新しん聞ぶんが張はり出されてとんでもない噂うわさが流れてんだ。ボクシング部は大たいしたことないって噂がな。あいつをぶっ飛ばして、噂うわさを払ふつ拭しよくしないことには俺おれらはいい笑い者だぜ」

（とんでもないことを言ってるよ！）

　背せ中なかがぞぞぞってする。

（見つからないようにやりすごさなくちゃ。やりすごさなくちゃ）

　そう思い息いきを殺すのだけど、こんな時に限かぎって出たくなってしまう。

　クシャミが

「へっくち」

　とっても素す敵てきに一発かましてから、慌あわてて口を押さえるけどもう後あとの祭まつりだ。

「ん？　誰だれかいるのか？」

　看かん板ばん裏うらを覗のぞき込み、名な栗ぐりが目を大きくした。

「お前は！　昨日きのうの！」

　慌あわてて逃げ出す栄えい太ただったけど、もう体力は底そこをついていた。あっさりと捕つかまってしまう。

「ちょうど良よかったぜ。クソ二年」

　名栗が、サディスティックな笑いを浮かべた。
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　いかにも～な広場に、栄太は連れてかれた。周まわりにはブロック塀べいが立ち並ならび、乗のり越こえて逃げるのは不ふ可か能のうだろう。いや、それ以前に塀の所までたどり着けるかどうかも疑ぎ問もんだ。名栗達がしっかり立ちはだかっているのだから。

「ぶっつぶす前に聞いておこう。昨日あそこで一いつ体たい何があったんだ？　俺らをこんなにしたのは一体誰なんだ？」

（本当に……覚おぼえてないんだ。この人達）

「さあ、言え！　正しよう直じきに言えば見み逃のがしてやってもいいんだぜ」

「それは…それは…」

　もごもごと口を動かしてから、栄太は囁ささやくように言った。

「多た分ぶんなんだけど、僕ぼくが、やったんだ」

「お前が？　俺らを？」

　名栗達がゲハゲハと笑い出す。

「そんなはずがあるかよ。さあ、正直に言え！」

　栄太のむなぐらがむんずと捕まれる。

　ヤケクソになって、栄太は叫さけんだ。

「本当に僕なんだって！　自分でもどういうことなのか分からないんだけど！」

「この期ごにおよんでまだそんなことを言うのか？　いい度ど胸きようだな」

　名栗が栄太を突つき飛ばした。

「だったらもう一度やってもらおうじゃねえか。おい、やっちまえ！」

　ボクシング部ぶ員いんが一いつ斉せいに襲おそい掛かかってくる。

（ああ、僕ぼくの明日はこれでなくなってしまうんだろうな）

　半なかば覚かく悟ごを決めた瞬しゆん間かんだった。

「なんや、ほんま人にん気きもんやな。エータくん」

　よく通るソプラノ声が、広場に響ひびいた。

「誰だれだ？」

　ボクシング部員達が足を止め辺あたりを見み渡わたすと、ブロック塀べいの向こうからこちらに顔を見せている少女の姿すがたがあった。ルイだ。

「巣す玉だま井いさん！」

「よっと、えろう高い塀やな。こら登のぼるのに一ひと苦く労ろうやで」

　塀を乗のり越えてこちらに来ようとするルイに、栄えい太たが叫さけんだ。

「ななな、何やってるんだよ！　ダメだってこっちに来ちゃ！　早く逃げなくちゃ！」

　栄太の声なんかきっぱりと無む視しして、ルイはこちら側がわに飛び降りてくる。

「よっと」

　しゅたっと着ちやく地ちすると、満まん足ぞく気げに頷うなずいた。

「どや、今の着地。10点満まん点てんやろ？」

「何だお前は？」

　名な栗ぐりがいぶかし気げに言った。

「うちはエータくんのお友達や。せやからエータくんにひどいことする連中は許ゆるさへんで。うちがボッコボコにしたる」

　ルイの言こと葉ばに、ボクシング部員達がせせら笑った。

「お前みたいなチビ女に何ができるってんだよ」

「ガキのケンカじゃないんだぜ！」

「そっちこそ小学校に帰るんだな」

　やれやれといった様よう子すで、ルイは首を振った。

「ほんま、しょーもない連中や。脳のうみそが足たりてへんのやろな」

「何だと！」

　名栗が拳こぶしを固かためた。

「女だからって容よう赦しやしないぜ！」

「ちょっと待まてえええええええ！」

　栄太が慌あわててルイの前に飛び出した。

「狙ねらいは僕だろ！　彼女は関かん係けいないだろ！　だから…」

「心しん配ぱいせんでもええって、エータくん。うちは負まけへんから」

　穏おだやかな口く調ちようで、ルイが言う。

「ま、見ててや」

　そう言うと、ルイは驚おどろくべき行動に出た。誰だれも予よ想そうがつかないだろう。この状じよう況きようでいきなり脱ぬぎ始めるなんて。

「ちょ、ちょっと巣す玉だま井いさん。何を…」

　栄えい太たが止めるのも聞かず、ルイは制せい服ふくの上うわ着ぎを脱ぎ、タンクトップを脱いだ。スカートだって何の躊躇とまどいもなく脱ぎ捨すてる。仕し上あげとばかしに、靴くつと靴下も脱ぐ。髪かみを束たばねていたヘアゴムも外はずしポイッと捨てる。

「よし、これで変へん身しん完かん了りようや」

　満まん足ぞく気げにそう言うルイの姿すがたは、ブラジャーとパンティーだけっていうきわどい格かつ好こうだ。

「わわわわ」

　恥はずかしくて直ちよく視しできない栄太だったけど、すぐに気がついた。それが普ふ通つうのブラジャーとパンティーじゃないってことを。

（あれって、水みず着ぎじゃないか？　そうだよ！　ビキニの水着だよ！　しかも僕のパンツと同じトラジマ模も様ようじゃないか！）

　ここで一つの仮か定ていが生まれた。

（巣玉井さんは、パンツマニアじゃなくって、トラジママニアだったのかもしれないぞ）

　でも、そんな仮定を生んだところでこの切せつ羽ぱ詰つまった状況はどうにもなってくれない。

「何だよ。セクシーポーズでオレらを悩のう殺さつするつもりなのか？」

　ヘラヘラ笑いながら一人の部ぶ員いんが歩あゆみ寄よってくる。ルイの姿をじろじろと眺ながめてから鼻で笑った。

「フン、そんな貧ひん弱じやくな体じゃムリだな。このペチャパイが」

　ルイの眉まゆが吊つり上げられた。

「うちのムネはこれからやねん！」

　そんな叫さけび声とともに、ルイは部員を殴なぐりつけた。

　ずどご[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん！

　まるで大たい砲ほうでも打ち込まれたように、部員がぶっ飛んで行く。

「ぐ、ぐえ」

　あっけなく、部員は昏こん倒とうした。

「さ、次はどいつや？」

　平へい然ぜんと言うルイに、名な栗ぐりが吼ほえた。

「か、かかれ！」

　一いつ斉せいにルイに襲おそい掛かかる。だけど…。

「悪いけど、あんたらみたいなのタイプちゃうねん！」

　ルイが右みぎ腕うでを動かした。武ぶ術じゆつとはまったく別べつ物もの、ただ大きく振り回しただけなのに、それに当たった部ぶ員いん達たちがウソのように吹ふっ飛ばされて行く。

「うぎゃああああああああああああああ！」

　さらにもう片かた方ほうの手で飛とび掛かかってきた部員を突つき飛ばす。軽く押しただけのように見えるのに、ワイヤーアクションのようにすっ飛んでいく。

「うぎゃああああああああああああああああ」

「巣す玉だま井いさんが、こんなにも強かったなんて…」

　と、栄えい太たは気がついた。ルイの頭からニョキっと生はえる二本の突とつ起きに。

（角つのじゃないか。パンツ鬼おにごっこの時のカチューシャ？　いや、さっきまでそんなのはつけてなかったはずだぞ）

　びっくりすることがあまりにもたて続けに起こったもんだから、思わず呆ぼう然ぜんとしてしまう。

「どうや！　うちのこと小学生呼よばわりしたバチが当たったんやで！」

　勝しよう敗はいは、ルイに上がるかに思われた。

　しかし、そこで事じ件けんは起こった。

　ルイが大きく体を動かした反はん動どうで、解ほどけてしまったのだ。

　紐ひもが。

　ビキニの上の、紐が。

　スルスルって、解けてしまったのだ。

「うわあ！」

　慌あわてて腕でムネを隠かくしたからポロリな事じ態たいは免まぬがれた。だけどヒラリと体を離はなれたビキニは少し離れた所に落っこちてしまう。

「ちょい待まちちょい待ちちょい待ちや！」

　ルイが慌てて叫さけぶ。

「うちが紐を結むすび終わるまで中ちゆう断だんや！　こっちは一人で戦たたかっとるんやからそれぐらいええやろ？」

「紐ってのはこの紐のことか？」

　名な栗ぐりがビキニの上をつまみあげて言う。

「そう！　それや！　早う返して！」

「そうか、これを返して欲しいのか」

　名栗は嫌いやな笑いを浮かべると、ビキニを丸まるめ明後日あさつての方向に投げつけた。

「あ！」

　ビキニは広場の隅すみの方まで飛んで行ってしまう。

「何すんねん！　あれは特とく別べつなもんなんやで！　なくしたらどないしてくれんねん！」

　威い勢せいよく叫ぶけど、その顔には焦あせりの表情が浮かんでいた。

[image: ]

「あんな貧ひん弱じやくな体でも恥はずかしいと思うんだな」

「何でもいい。これで向こうは手が出せなくなったんだ」

　名な栗ぐりを先せん頭とうに、残った男達がじりじりと距きよ離りを縮ちぢめてくる。

「こ、こらあかんわ！」

　ルイはすたこらっさっさという言こと葉ばが似に合あう足取りで栄えい太たの所へやって来る。そして、世よにも真しん剣けんな顔で言った。

「こうなったら、エータくんが服ふくを脱ぬぐしかないわ」

「え、ああ、そうだそうだ」

　ムネを隠かくすために必ひつ要ようなのだろうと思い、栄太は素す早ばやく制せい服ふくの上うわ着ぎを脱ぐ。しかし、要よう求きゆうはさらに続いた。

「まだや！　そんなもんじゃたらへん！　もっともっと脱ぐんや！　シャツもズボンも靴くつ下したも靴も全すべてや！」

　すうって息いきを吸すい込むと、叩たたきつけるような大だい音おん量りようで言った。

「パンツ一枚になるんや！」

「なんでやねん！」

　さすがの栄太も、思わず関かん西さい弁べんでつっこみを入れてしまう。

「恥ずかしいのは分かるけど、上着だけで隠せるだろ？」

「違ちがうんや。うちが借かりたいから言っとるんやない！　エータくんにパンツ一枚になってもらわなあかんから言っとんのや！」

　意い味み不ふ明めいなことを、ルイが全力で叫さけぶ。

「ちゃんと確かく認にんでけへんかったけど、エータくんのパンツはうちのと同じモンやと思うんや。せやから早く！」

　どうしてパンツ一枚になったら万ばん事じ解かい決けつなのか栄えい太たにはさっぱり分からなかった。だけど、他にできることもない。

「え[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]い！　これでどうだあ！」

　栄太はシャツを脱ぬぎ捨すてた。上じよう半はん身しん素すっ裸ぱだかになる。

「てやあ！」

　靴くつと靴下を脱ぎ捨てた。そして最後にズボンに手をかける。

「どりゃああああ！」

　脱ぎ捨てられたズボンが、宙ちゆうを舞まった。

　トラジマパンツ一枚になった栄太が、仁に王おう立だちになる。

　名な栗ぐりと、残っている部ぶ員いん達たちも、一いつ瞬しゆん、ポカンとした後大笑いを始めた。

「何だこいつ？　頭でもおかしくなったのか？」

「まだパンツ鬼おにごっこやってるつもりなのかよ！」

（何だよ。もとはと言えば、悪いことたくらんでたそっちが悪いのに逆さか恨うらみして僕ぼくのこと痛いためつけようとするなんて！　しかも大笑いされるし！　このパンツだって好すきで穿はいてるんじゃないぞ！　母かあさんが洗せん濯たく石せつ鹼けんを粉こなチーズを間ま違ちがえたりするから、他のパンツがみんなネズミに齧かじられたんだぞ！）

　怒いかりの炎ほのおが燃もえ上がった。（関かん係けいのない怒りも若じやつ干かん混まじってたけど）

「うおおおおおおおおおおおお！」

　ヤケクソになった栄太は、メチャクチャに両手を振り回し名栗らに突とつ進しんした。




　　そ・し・て…




　空は夕焼け色に染まっていた。カラスがカーと鳴なきながら山へと帰っていく。

　栄太は、目の前の信じられない光こう景けいを啞あ然ぜんとして見つめていた。

　目の前に転ころがっているのは、ボクシング部の連中だ。皆みなすべからく昏こん倒とうしている。

　腕わん力りよくなんてないはずなのに、栄太が振り回す手に当たると皆みな噓うそのように吹ふっ飛んで行った。

　パンチが何発も当たったけど、ちっとも痛いたくなかった。それどころか殴なぐった方が痛くて悲ひ鳴めいを上げていた。

「頭も思いきり殴られたのに、何で平へい気きなんだろ」

　自分の頭に手を当てて撫なで回した栄えい太たは、そこでギョッとする。

（何だ？　この頭から突つき出る突とつ起きは…コブ？　いや、違ちがうぞ。これって、これってまさか）

　信じられないって口く調ちようで、栄太は叫さけんだ。

「つのおおおおおおおおおおおおおおおお！」

「そない驚おどろかんくてもええやないの。さっきうちの頭からも生はえとったやろ？」

　後ろからそんな声が聞こえる。振り向くと、脱ぬぎ捨すてた制せい服ふくを着ているルイがいた。どうやらビキニの上は拾ひろって来てちゃんとつけたようだ。

「え？」

　ひたすらクエスチョンマークに埋うもれている栄太に、着き替がえを終えたルイが笑いながら説せつ明めいする。

「そのパンツのせいや」

「これが？」

「そうや。そのパンツも、うちのビキニも特とく別べつなもんなんや。それを身みにつけた人間をめっちゃ強い鬼おににしてしまうんや。鬼になれるパンツに鬼になれるビキニ。略りやくして、鬼パンツと鬼ビキニや」

　思わず笑ってしまうほどバカバカしい話だけど、体たい験けんした身としては頷うなずくことしかできない。

「でも、このパンツ穿はいててもちっとも強くならなかった時もあったんだぞ」

「ははあ、きっとその時、エータくんは条じよう件けんを満みたしてなかったんやな」

「条件？」

　そこで、栄太はあって声をあげる。

「もしかして、それが服を脱ぐっていうこと？」

「その通り。他の衣い服るいを全部脱いでしまわなあかんのや。アクセサリーなんかもＮＧやで」

　思い返して見れば、最さい初しよにボクシング部をやっつけた時も、このトラジマパンツ以外は何も身につけていなかった。

「それにしても、身につけるだけでこんなすごい力を発はつ揮きするなんて」

　栄太は自分のパンツに目を落とした。何だか得え体たいの知れない怪かい物ぶつを穿いているような気がして、背せ筋すじがゾクゾクってする。

「これはどういったものなんだ？　誰だれがどうやって作ったんだろ？」

「さあ、うちもそこんとこはよう分からへんねん」

　てっきりいろんな真しん相そうを知ってるもんだとばかし思ってたから、栄太は思わずズルっとしてしまう。

「え？　知らないの？」

「そや。だってうちんとこにこのビキニが来たの、ほんの二週間前のことやもん。知っとるはずないやろ」

　真ま顔がおでそう説せつ明めいする。

「おとんが、どこぞで買うてきたんや。いくら阪はん神しん好すきや言うてもこのデザインはどないやろ？　って思ったんやけどな。まあせっかくやから着てみよ思て部へ屋やで着てみたらびっくりや。頭からニョキって角つのは生はえるし、ごっつ力持ちになるし。うちめっっちゃ嬉うれしかったねん」

　あっけらからんと言う。

「エータくんも良かったな。ええパンツ手に入れて」

「でも、何だか不ぶ気き味みじゃないか？　身みにつけてたら悪いことが起こるんじゃないかって。大だい体たい、映えい画がや小しよう説せつだとこういった物には呪のろいとかがかかってて、持ち主ぬしに災わざわいが降りかかったりするんだ」

『災いを呼よぶ鬼おにパンツ』

　ネーミング的にはちょっとお間ま抜ぬけだけど、それでも栄えい太たは背せ中すじがぞっとする。

　だけど、ルイはケラケラと笑い出した。

「何言うてんねん。そないなこと心しん配ぱいしてもしょーもないやろ。うちはこのビキニのおかげでめっちゃ助たすかっとるで。家の模も様よう変えも楽らくにできたし。痴ち漢かんもやっつけたし。それに」

　ルイは、栄太にニッカリと笑いかけた。

「こうやって、エータくんとも知り合えたし」

　真まっ直すぐにそんなことを言われてしまうと、栄太は何だか照てれくさくなってしまう。それに、ルイの言うことももっともだなあと思った。

　確たしかに、このパンツがあったからパンツ鬼ごっこの時、ボクシング部の悪わる巧だくみを阻そ止しすることができた。そうじゃなかったら今いま頃ごろ、栄太を含ふくめてたくさんの生せい徒とが脅おどされていたに違ちがいない。

　そう考えると、このパンツもそんなに悪いモノじゃないかと思えてくる。もっとも、デザインだけは別だけど。

「鬼パンツと鬼ビキニの仲なか、つまり鬼おに友ともやね。せやから、うちのことも巣す玉だま井いさんなんて堅かた苦くるしく呼よぶことないで。名前で呼んでくれればええ」

　ルイが、ぐいっと右手を突つき出した。

「仲なか良ようしような」

「え、ああ。よろしく、ルイさん」

　栄太は恥はずかしそうにルイの手を握にぎった。

「さてと、警けい察さつと救きゆう急きゆう車しやでも呼んどこうかいな？　さすがにこのままほっぽってくのあれやしな」

　ぶっ倒たおれる方々を見み渡わたし、ルイがやれやれと息いきを吐はき出す。

「でも、これってまずくないか？　こんなことしちゃったんだ。きっと僕ぼくらに仕し返かえししようと躍やつ起きになってくるはずだよ」

「心しん配ぱいいらへんって。目が覚さめた時、この連中はうちらにやられたことなんか覚おぼえてへんのやから」

「え？」

　ポカンとする栄えい太たに、ルイは説せつ明めいする。

「鬼おにパンツと鬼ビキニ。この力で鬼になってる姿すがたを誰だれかが見たとしても、すぐに忘れてしまうんや。これはうちが何度も実じつ験けんしたから間ま違ちがいない」

「忘れる？　そうか、それで」

　名な栗ぐり達たちが昨日きのうの出で来き事ごとをすっかり忘れてしまっていたことを、栄太は思い出した。

「ま、もし万まんが一いちうちらのこと思い出して仕し返かえししにきたとしても、そん時はまたこってんぱんのぎったぎたにするだけや。うちらには鬼ビキニと鬼パンツがあるんやから無む敵てきやで」

　栄太に指をつきつけて言う。

「そういう訳わけやから、これからはなるたけ鬼パンツ穿はいて学校に来るんやで。何があるか分からへんからな。自じ慢まんやないけどうちはずっと下着は鬼ビキニにしとるんや。あ、もちろんちゃんと洗せん濯たくは毎日しとるで」

「この際さいデザインには目をつむらなくちゃな……」

　長い付き合いになるのかなって、そんな気が少しだけする。

　それから、栄太は思いついたように言った。

「ルイさんの鬼ビキニなんだけど、パットか何か入れてみたらどう？」

「なんやて？」

　ルイの表情が少しだけ強こわ張ばった。そんなことにはちっとも気づかず、栄太は続ける。

「解ほどけやすいのって、サイズが合ってないせいだと思うよ。上下にこすれて解けちゃうんだよ。だからパットか何かを入れて安あん定ていさせた方がいいと思うんだ」

　栄太としては、１００パーセント親しん切せつ心しんのつもりだった。

　もし仕し返かえしされた時、またヒモが解けでもしたら大変だろう。身みを守まもるためにも対たい策さくはちゃんと考えた方がいい。そう思ったのだ。

「だから、パットか何かを入れて…あ、もしかしてダメかな？　アクセサリーもダメって言うんだから、パットも」

「ほ[image: ～][image: ～][image: ～]、つまり、つまりエータくんは、うちがペチャパイや言うとるんやな」

　ルイの口から、険けん悪あくな声が吐はき出される。

「うちが小学生並なみのプロポーションで、パットなしではとても見られたもんやないと、そう言っとるんやな」

「いや、別にそんなことは言ってない…」

　栄太は思わず言こと葉ばを詰つまらせる。ルイが予よ期きしない行動を始めたからだ。

「あの、ルイさん」

　栄えい太たは、おずおず、本当におずおずと、ルイの不ふ可か解かいな行動について尋たずねた。

「どうして、また服ふくを…脱ぬいでるんですか？」

　ルイは何もこたえず、もくもくと服を脱ぎ続ける。

　制せい服ふくの上うわ着ぎを脱ぎ、タンクトップを脱ぎ、スカートを脱ぎ、靴くつと靴下も脱ぎ。

　鬼おにビキニのみになったルイの頭から、二本の角つのがニョッキリと生はえる。

「あの…？」




「うちのムネはこれからやねん！」




　ずどごーん！

　鬼ビキニの力を発はつ揮きしたルイの一いち撃げきは、とんでもなく強きよう烈れつだった。

「わ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　ロケット砲ほうのような勢いきおいでぶっ飛ばされながら、栄太は思った。

（鬼パンツなんかより、口の方が災わざわいを呼よぶんだな）

　って。





ちゃんちゃん















　　　第三話　鬼パンツ恋愛大作戦！
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　みそ汁しるにはギョーザが浮いていた。

　何度見ても、ギョーザだった。百年前から私の居い場ば所しよはそこでしたとでも言わんばかりに、堂どう々どうと浮かんでいる。

　土曜日の夕ゆう飯はん時どき。もちろんこんなみそ汁が置かれている場所は、丸まる見み家けの食しよく卓たくの上だ。

　いい具ぐ合あいにみそ汁がしみて、たぷたぷしているギョーザを箸はしで摘つまみあげ、栄太は口を開いた。

　食べる為ためじゃない。栄えい子こ母かあさんに大おおいなる提てい案あんをするためだ。

「なあ、母さん。みそ汁にギョーザって、もう止めた方がいいんじゃないかな。いくらなんでもおかしすぎるよ」

「ちっともおかしくないわよ。だって水すい餃子ぎようざってあるでしょ。ワンタンスープだってあるんだし。餃子ぎようざをみそ汁の具ぐにしたっておかしなことなんかないでしょ」

　きっぱりとそう言われてしまう。

「確たしかにそうかもしれないけどさ～」

　思わず流されそうになる栄えい太ただったけど、心を強く持った。

（待まて、栄太。このまま非ひ常じよう識しきに流されていいのか？　ここらでビシっと母かあさんの料りよう理りセンスはどこかおかしいってことを教えておかないと後のち々のち苦く労ろうすることになるんじゃないか？　例たとえば僕ぼくが結けつ婚こんしてお嫁よめさんが来た時に、この奇き妙みような料理センスにびっくりして出てっちゃったりなんかしたら…）

　えらく先のことまで考えて、栄太は男の決けつ意いを固かためた。

「とにかく、みそ汁にシューマイとかギョーザとか入れるのはちょ……」

　プルルルルルルルルルルルルルルルル。

　栄太のズボンのポケットから、そんな音が聞こえてくる。

（もう、誰だれだよ。人が男の決意をした時に）

　内ない心しんで文もん句くを言いながら、ポケットから携けい帯たい電話を引っ張ぱり出した。着ちやく信しんなんて調べない。栄太に電話かけてくるって言ったら佃つくだ山やまぐらいしかいないからだ。

「もしもし」

　不ふ機き嫌げん丸まる出だしでそう言う。

『やっほ、エータくん。元気しとる？』

　聞こえてきたのは、佃山の声じゃなかった。最近毎日のように栄太の教室に来てはオモシロイモン話をして去さっていく彼女の声だ。

「ルイさん」

　栄太の言こと葉ばに、栄えい子こ母さんが目をキラキラと輝かがやかせた。

「あら、この間の関かん西さい弁べんの女の子ね。あらあら、母さんもしかしてお邪じや魔まかしら？　耳を塞ふさいでいた方がいい？」

「いいよ、そんなことしなくても」

　どうも勘かん違ちがいしたままの栄子母さんに苦にが笑わらいを浮かべてから、栄太は携帯電話に向かって話し始める。

「どうしたんだ？　また何かオモシロイことでもあったのか？」

『そうやないんや。実じつはちょっとエータくんに聞きたいことがあって電話したんや』

「僕ぼくに聞きたいこと？」

『そうや。いきなりで悪いんやけどな』

　そんな前まえ置おきの後、質しつ問もんがぶつけられる。

『明日あした、何か用よう事じあったりするん？』

「いや、別にないけど。家でゴロゴロしてゲームするぐらいしか」

『せやったら、うちと遊ゆう園えん地ちに行かへん？』

「遊園地？」

『そや。隣となり町まちの、ＨＡＮＡＨＡＮＡランドや』

　五、六年前にできたこじんまりとした遊園地だ。なまじっか近くにあるせいか、小学校の時、遠えん足そくで一度行っただけだ。

「別にいーよ。本当にヒマしてるし」

『ホンマ？　うちメッチャ嬉うれしいわ』

　華はなやいだルイの声が聞こえてくる。

『ほな、明日、駅えきに七時に集合やで』

　一いつ方ぽう的てきにそう言うと、ルイの方から電話が切れた。

「相あい変かわらず慌あわただしいんだから」

　ぶつぶつと呟つぶやきながら、栄えい太たは栄えい子こ母かあさんに顔を向ける。

「それで母さん。さっきの話の続きなんだけど、みそ汁しるにギョーザやシューマイは…」

「栄太！　そんなみそ汁の具の話なんかしてる場合じゃないでしょ～が！」

　栄子母さんがいつにない気き迫はくで言った。

「遊園地って言ってたけど、まさか遊園地に誘さそわれたんじゃ？」

「え、ああ。明日一いつ緒しよに遊園地に行こうって」

「遊園地…明日…」

　栄子母さんがダイナミックによろめいた。

「大変じゃないの！　急いでどの服ふくがいいか選えらばないと。あ、あんた今すぐ床とこ屋や行ってきなさい。こざっぱりしなきゃ」

「何をそんな大おお袈げ裟さなこと言ってるんだよ。遊園地って言ったって隣町のＨＡＮＡＨＡＮＡランドだよ」

「場所なんて問もん題だいじゃないのよ。お休みに二人っきりでお出かけする。これってデートと呼よばずして何て呼ぶの。あんたの初デートなのよ！」

　初デート！

　その言こと葉ばが、栄太の頭の中でぐわんぐわんと響ひびき渡わたる。

（そうだ、落ち着いて考えてみれば、休みの日に遊園地に行くなんて、デート以外の何モノでもないじゃないか！）

　意い識しきし始めた途と端たん、何だか恥はずかしくなってきてしまう。

（もしかして、もしかして巣す玉だま井いさんは僕ぼくのこと……）

　ぶるるって首を強く振る。

（いやいや、それはさすがに考えを飛ひ躍やくさせすぎだぞ。鬼おにビキニと鬼パンツの仲なか、ルイさんいわく鬼おに友ともだってことで、親しん睦ぼくを深めるって意味かもしれないぞ。うん、そうに違ちがいない。そうに）

　自分に言い聞かせるように繰くり返す。だけど顔は赤くなったままだし心しん臓ぞうもドキドキしたままだ。

「今からでもやってもらえるかどうか近くの床とこ屋やさんに電話しなきゃ。あらあら、大変よ」

　飛び跳はねるようにして栄えい子こ母かあさんが電でん話わ機きへと向かう。

「そんな、大おお袈げ裟さなんだから。母さんってば」

　口ではそんなことを言う栄えい太ただったけど、もちろん内ない心しんはドキドキだ。

　と、その時だった。右手に握にぎったままだった携けい帯たい電話が、再ふたたびプルルルルルと自じ己こ主しゆ張ちようを始める。

「あ、またルイさんからだ」

　軽く咳せき払ばらいしてから、栄太は通つう話わボタンを押した。

「もしもし」

『何度も電話してごめんね。明日のことなんやけどな、言い忘れてたことがあったわ』

　明るい口く調ちようで、ルイは言った。

『実じつは明日なんやけどな』

「明日だけど、何？」

　努つとめて冷れい静せいな声を絞しぼり出す。

（何だろ？　手作りお弁べん当とう作ってくるからお腹なかを減へらして来てってお願ねがいかな？）

　一人で勝かつ手てに妄もう想そうを広げてる栄太の耳に、ルイの言こと葉ばが飛び込んできた。

『ちゃんと忘れずに穿はいてくるんやで。鬼おにパンツ』

「へ？」

　思わずポカンとしてしまう。

『ほな、頼たのんだで』

　一いつ方ぽう的てきにそれだけ言うと、電話はあっさりと切れた。

「デートに鬼パンツはいらないと思うんだけどな」

　大おおいなる謎なぞだった。

　何となく、栄太は一いつ句く詠よんでしまう。





　初デート

　どうしているのか

　鬼パンツ






　当とう然ぜんのことだけど、一句詠んだところで謎はちっとも解とけなかった。

「ううむ」

　眉まゆ毛げと眉毛の間にタテジワを走らせながら、栄えい太たは呟つぶやいた。

「何だか、何だかちょっとだけ嫌いやな予よ感かんがする」
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　そして、翌よく日じつの日曜日。

「なるほど、鬼おにパンツ穿はいてこいってのはこういうことだったんだな」

　そう呟つぶやく栄太は、何故なぜか鬼の格かつ好こうをしていた。

　青いボディースーツを着ちやく用よう。右手には発はつ泡ぽうスチロールで作った金こん棒ぼうを持っている。頭にはもじゃもじゃパーマのかつらをかぶっていた。もちろん天てつ辺ぺんには作り物の角つのがちょこんとくっついている。そして腰こしには鬼パンツだ。

『鬼おに退たい治じゲーム』

　そう書かれた看かん板ばんの下でポツンと立っている。

「ええか、このボールをあの鬼に思いきりぶつけるんやで。時間内に鬼が降こう参さんしたら、景けい品ひんをゲットや。がんばり」

　そう言って、子供達にボールの入ったカゴを渡わたしているのは、ＨＡＮＡＨＡＮＡランドの制せい服ふくを着たルイだ。週しゆう末まつと祭さい日じつはここでアルバイトしているとのことだ。

「ほな、行くで。ヨーイ、スタート」

　ルイの合あい図ずで、子供達がボールを投げつけてきた。ゴムボールなんだけど、かなり硬かために作られていて当たるとすごく痛いたい。

　バコン！　バコン！　バコバコ！　バコン！

「いたた、いたたたたたたたたたたたた」

　栄太は教わったマニュアル通りに両手を持ち上げ叫さけんだ。

「がおおおおおお！　やられた[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

「やった、鬼が降参したぞ！」

　子供達が華はなやいだ声をあげる。

「ようやったな。ほな、これが景品や」

　ルイがお菓か子しの入った袋ふくろを子供達に渡わたした。きゃあきゃあと喜よろこびながら去さって行く。

「ええなあ、子供は無む邪じや気きで」

　しみじみとそんなことを言ってから、ルイは栄太に顔を向けた。

「なかなかの鬼っぷりやったで。でもちょっと降参するの早ないか？　前の鬼はもっとしぶとかったで」

「努力はしてみるよ」

　憮ぶ然ぜんとした顔で、栄太は言った。

「ところで、前の鬼は誰だれがやってたの？　よっぽど勇ゆう気きと忍にん耐たい力りよくがある人なんだろうけど」

　そんな質しつ問もんに、ルイはぷるぷると首を横に振る。

「ちゃうちゃう。前の鬼おには人間やない。ロボットや」

「え？」

「昨日きのうまで、そこにはロボットの鬼が立ってたんや」

　どういうことなのか分からない栄えい太たに、ルイが説せつ明めいを始める。

「うちな、昨日の夜、ここで景けい品ひんの整せい理りをしとったんや。景品の箱はこって意い外がいと重いもんなんやで。せやからうち、鬼ビキニの力を使うたんや」

　まだ先は読めなかった。

「で、ひょいひょい運はこんどったら、ロボットの鬼がナナメになっとるのに気がついたんや。少し支し柱ちゆうがぐらついとったんやな。こら直さなあかんと思てロボットの鬼を抱かかえてまっすぐにしようとしたねん。でも、そこでうっかりしとったんやな」

　苦にが笑わらいを浮かべながら頭の後ろを搔かく。

「うち、鬼になってることすっかり忘れてもうててな、思いっきり動かしてもうたんや。バキって音がしてロボットの鬼はおしゃかや」

　栄太はロボットの鬼に少しだけ同どう情じようした。

「これが平へい日じつやったら良かったんやけど、かきいれ時の週しゆう末まつやろ？　明日一日だけでもどないかしよと思て考えて考えて考えて」

「で、僕ぼくに電話してきたってことか？」

　げっそりと、栄太が言う。

「そや。やっぱり鬼を演えんじきれるのはエータくんしかおらへんって思てな。なんてったって本ほん物ものみたいなもんやから」

「本物…ね」

　栄太は、自分の腰こしで自じ己こ主しゆ張ちようしている鬼パンツに目を落とす。

「それで言うと、本物の鬼パンツじゃなくてもいいんじゃないか？　パーティーグッズを探さがせばトラジマのパンツくらい」

「ちっちっちっち、分かってないんやな。栄太くん」

　口の前で指を左右に振りたくって、ルイが言う。

「子供だましの出し物やとバカにしたらあかんのや。リアリティーの追つい求きゆうが大だい事じなんや！」

「リアリティーの追求ねえ」

「そうや。そんじょそこらのトラジマパンツなんて穿はいてたらええ笑いもんやで。本物の力を持った鬼パンツを穿いてるからこそ、様さまになるんや」

　力りき説せつするルイだけど、栄太としては手て放ばなしに納なつ得とくできるものではない。だって現げん時じ点てんで十じゆう分ぶん笑いものになってるのだから。

「もしかしたらって思ってた自分が、ちょとだけ可愛かわいそうになってくるよ」

「ん？」

　ルイが身みを乗のり出してくる。

「もしかしてって、栄えい太たくん何やと思ったんや？」

「いや、それは」

　まさかデートのお誘さそいと勘かん違ちがいしたなんて恥はずかしくて言えないから、栄太はもごもごと口を動かす。

　さっさと忘れてくれればいいのに、こんな時に限かぎってルイはしつこい。

「教えてえな。気になるやん」

　さらにつっこんで尋たずねてくるからたまらない。

「それは、だな。何てゆうか…」

　ものすごく困こまってる栄太の耳に、その声は聞こえてきた。

「あ、鬼おに退たい治じだって」

「鬼を降こう参さんさせたらお菓か子しくれるんだって。やってみようぜ」

「はい、いらっしゃい。一回百円やで」

　ルイが応おう対たいに向かう。どうやらピンチは去さったようだ。

「ふう、地じ獄ごくに仏ほとけって奴やつだな」

　じっとりとかいた額ひたいの汗あせを拭ぬぐい、子供達に顔を向ける栄太は、そこで知った。

　全ぜん然ぜん全まつたくちっともこれっぽっちも、仏じゃないってことに。

　そこにいたのは、少年野や球きゆうのユニフォームを着た集しゆう団だんだった。しかもルイからボールを受け取っているのは、見るからに剛ごう速そつ球きゆうを投げそうな長ちよう身しんで筋きん肉にく質しつの挑ちよう戦せんだ。

　しかも、見かけだけではなさそうだ。

「カッチャンの球たまなら鬼もイチコロだよね」

「１１０キロの剛速球を見せてあげなよ！」

「この前、自分からデットボールにしようと飛び出した相あい手てチームの奴やつ。まだ青アザが治なおらないらしいぜ」

　そんな物ぶつ騒そうな会話が聞こえてくる。

「ターイム！　タイムタイム！　ターイム！」

　栄太はそう叫さけぶと、ルイを呼よび寄よせる。

「ちょっと待まっててもらえないかな？　更こう衣い室しつ行って本当の鬼になってくるから」

　カツラとボディースーツを脱ぬいでしまえば鬼パンツの力が発動して鬼になる。そしたら、たとえ石をぶつけられたって平へい気きだろう。

「リアリティーを追つい求きゆうするならやっぱり必ひつ要ようだと思うんだ」

　もちろん、こんなのは噓うそっぱちで本当はただ痛いたい思いをするのが嫌いやなだけだ。

「エータくん。そこまでこの出し物のことを考えてくれるやね。うち感かん動どうやわ」

　ジ[image: ～][image: ～][image: ～]ンって音が聞こえてきそうな感かん動どうの目で、ルイは栄えい太たを見つめた。

（よっしゃ！　これで痛いたい思いともおさらばできる！）

　心の中で思わずガッツポーズを決める栄太だったけど……。

「でも、それはなしや」

　あっさりと却きやつ下かされてしまう。

「どどど、どーして？　リアリティーが」

「確たしかにリアリティーは大だい事じや。でもな、鬼おにになるってことはカツラとボディースーツ脱ぬいでくるってことやろ？　さすがにパンツ一枚は問もん題だいなんや。女の子が恥はずかしがってまうから」

「ちょ、ちょっと」

「それに、鬼になってもうたら皆みな忘れてまうやろ？　楽しい思い出はちゃんと残してあげなあかん」

「いや、でもさ」

　食い下がる栄太なんか軽く流して、ルイは言った。

「ほな、行くで。ヨーイ、スタート」

　バゴン！　バゴン！　バゴバゴ！　バッゴ────ン！

「がおおおおおおおおおおお！　やられた[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　演えん技ぎもへったくれもない、栄太の本ほん音ねの叫さけびが、キッズコーナーに響ひびき渡わたった。
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「お待まちどうや」

　ルイが、運はこんできたトレイを栄太の前に置いた。トレイには、大おお盛もりカレーライスとフライドポテトとフライドチキンとフランクフルトが載のっていた。早はや死じにさせたいとしか思えない取り合わせだ。

「これ、うちのおごりや。しっかり食べて午後もがんばってもらわへんとな」

　そう言うと、ルイは栄太の向かい側がわの席せきに座すわった。最初に運んできておいた焼きソバを頰ほお張ばり始める。

　ここはＨＡＮＡＨＡＮＡランドのフードコーナー。休日の昼ということでかなり込み合っている。空あいている席を探さがすのが大変なくらいに。

　二人は腹はらごしらえに来ているのだ。遊ゆう園えん地ちの決まりだとかで、ルイも制せい服ふくを脱ぬいで普ふ段だん着ぎに着き替がえている。もちろん栄太だってもう鬼のコスプレはしてない。こんなとこで鬼のコスプレしてて、ラーメンとかカレーライスとか投げつけられたらえらいことだ。

「ここのフードコーナーの料りよう理り作っとるおばちゃん。ごっつええ腕うでしとるんやで。カレーもそこらのレトルトとは一ひと味あじ違ちがうで」

　前に持ってきてあった自分の焼きソバの前に、ルイが腰こしを下ろす。

　栄えい太たはぶすっとした顔で目の前のカレーライスを見つめる。ぶすっとした顔にはしっかりと青アザが張はり付いていた。１１０キロの剛ごう速そつ球きゆうが直ちよく撃げきした勲くん章しようだ。

　文もん句くの一つも言ってやろうと口を開きかける栄太に、ルイが言う。

「ホンマにホンマにありがとな」

　いつになく優やさしい口く調ちようだったもんだから、喉のど元もとまでこみ上げていた文句が喉にひっかかってしまう。

「今日来てくれて、うちのバイト手て伝つだってくれたことや。てっきりいやや言うて帰ってしまうと思うとったのに、文句も一つも言わずにがんばってくれて。栄太くんは本当エエ人やな」

　邪じや気きのない笑え顔がおを向けられてしまったもんだから、もう文句は飲のみ込むしかない。

「さ、食べよ食べよ」

　ルイがほくほく顔で焼きソバを頰ほお張ばる。

「うん、やっぱフードコーナーのおばちゃんの腕うでは大たいしたもんやわ。この味あじとボリュームであの値ね段だんっちゅうのはお値ね打うちやな。エータくんも早く食べた方がええで。冷めてまうから」

「いただきます！」

　フードコーナー中に響ひびくような大声でそう言うと、栄太は猛もう然ぜんと目の前の料理を食べ始めた。（ヤケクソ）

　そして、喉に詰つまらせた。（マヌケ）

「いくらおいしいからって急いで食べたりするからや。ゆっくり嚙かんで食べなあかんよ」

　ルイが水の入ったグラスを渡わたしてくれる。その水をぐいっと飲み干ほす。何とか詰まってたものは飲み込めたけど、まだちょっと苦しい。

　テーブルに突つっ伏ぷして深しん呼こ吸きゆうしている栄太の耳に、こんな声が聞こえてきた。

「あの、すみません。ここ、空あいてますか？」

　涼すずやかで、穏おだやかな声だった。

「空いてるで。遠えん慮りよせんと座すわりや。エータくんもええよな」

「あ、ああ」

　突っ伏したまま、栄太が鷹おう揚ように手を振る。

「ありがとうございます。ほら、カケル。あんた達もお礼れいを言いなさい」

「ありがとー」

　元気のいい少年の声が聞こえた。次いでごそごそと席につく音。

「助かりました。どの席も一いつ杯ぱいで」

「せやろ。土日と祭さい日じつはけっこう込むんよ。ここ」

　二人の話声をＢＧＭに、栄太はやっとこさ復ふつ活かつした。

「ふう、死ぬかと思った」

　顔を上げた栄太は、初めて相あい席せきのお客きやくを目にした。

　栄えい太たやルイと同い年くらいの女の子だ。しかも、整ととのった目め鼻はな立だちのなかなかの美び人じん。隣となりには小学生くらいの男の子が座すわっている。口の周まわりをべちゃべちゃにしながらカレーライスを頰ほお張ばっていた。少し顔立ちが似にている所がある。おそらく姉弟きようだいなのだろう。

「あ！」

　女の子が、驚おどろいたように目を大きくした。その瞳ひとみに映うつっているのは、他ならぬ栄太だったりする。

「この間はありがとうございました！」

　弾はじかれたように、女の子が頭を下げる。

「なんや？　エータくんの知り合いか？」

「いいや、初めてだけど……」

　困こん惑わく気ぎ味みに首を傾かしげる栄太に、女の子は少しだけ興こう奮ふんした口く調ちようで説せつ明めいした。

「この前、町で助けてもらいました。北高校の男の子達にからまれてしまっている時に」

「待まてよ。それって」

　思い当たる節ふしにひっかかった。

「あの時の姫ひめ女じよの子!?」

　パンツ鬼おにごっこの日。不ふ良りようにからまれている女子高生がいたことを思い出す。ついでに古ふる傷きずも痛いたみ出した。てっきり自分にケンカの才さい能のうがあると誤ご解かいして不良に挑いどみ、こってんぱんにされてしまった時の傷。

（あん時はひどい目にあったな。鬼パンツの使い方を知ってれば服ふくを脱ぬいだのに。あ、でもあんな街まち中なかで服脱ぐのもちょっと恥はずかしいか）

　苦い顔をする栄太とは別に、女の子は顔を赤くしている。

「わ、わたし、姫ひめ山やま女子高校の二年で、穂ほお染ぞめ桃もも代よって言います」

　そう自じ己こ紹しよう介かいしてから、おずおずと尋たずねる。

「あの、えいたさんっておっしゃるんですか？」

「？　ああ、違ちがうんだ。本ほん名みようは栄太。丸まる見み栄太って言うんだ」

「栄太さんですね。この間は本当にありがとうございました！　あなたのことが心しん配ぱいだったんですけど、葉は月づきが私の手を引っ張ぱって走り出して…、あ、葉月っていうのはあの時わたしと一いつ緒しよにいた子です」

　緊きん張ちようしたように、続ける。

「それでも、何とか交こう番ばんを見つけてお巡まわりさんと一緒にあの場所に行ったんです。でも、もうあの場所には誰だれもいなくて。大だい丈じよう夫ぶでしたか？　ひどい目にあったりしませんでしたか？」

（ひどい目にあいました。こっぴどく）

　心の中でそう呟つぶやく。でも正しよう直じきに言うのも何だか少し恥ずかしい物がある。

「まあ、何とか大丈夫だったよ」

　そう言ってお茶ちやを濁にごした。

「そうですか。それは良かったです」

　桃もも代よがホッと息いきを吐はき出す。それから、少しだけ不ふ安あん気げな顔をしてこんなことを尋たずねてきた。

「あの、もしかして、お二人はデートの最さい中ちゆうでしたか？」

「ちゃうちゃう。うちとエータくんはそんな仲なかやないって」

　笑いながら、ルイが右手をピラピラと振りたくった。

「実じつはうち、ここでバイトしとるんよ。で、人ひと手でが足たりなかったから急きゆう遽きよお友達のエータくんに来てもらったんや。それだけやで」

　お友達ってとこにこれでもかってくらい小こ節ぶしをきかせる。

「あ、そうだったですか」

　何故なぜか、桃代がホッと息を吐き出す。

「良かった。あ、違ちがうんですよ。良かったって言うのは、そういう意味じゃなくて。もしデートの最中とかだったら邪じや魔ましちゃ悪いじゃないですか。だから……」

　しどろもどろに喋しやべる桃代の隣となりで、それまでもくもくとカレーライスを食べていた少年が元気よく叫さけんだ。

「ねーねー姉ねえちゃん。もしかしてこの人が姉ちゃんの言ってた白はく馬ばの王おう子じ様さま？」

「カ、カケル！」

　桃代が大おお慌あわてで弟おとうとの肩かたを摑つかむ。

「あ、あなた何言ってるのよ」

「え？　だって姉ちゃん言ってたじゃないか。白馬の王子様に助たすけられたとか」

「あああああああ、カケル！　服ふくがカレーでべとべとじゃない。外の水道の所で洗あらってくるわよ」

「え、別にいいよ。食べ終わった後で」

「いいから来るの！」

　顔を真まっ赤にした桃代は、真っ赤な顔のまま弟を引っ張ぱって外へと行く。

「ど[image: ～][image: ～][image: ～]したんだろ？　あの人」

　ぼんやりと呟つぶやく栄えい太たの隣となりで、ルイは核かく心しんを込めて頷うなずいた。

「あれは惚ほれとんな。間違いないわ」

「惚れてる？」

　栄太が首をくいっと捻ひねる。

「誰だれが？」

「今の女の子や」

「誰に？」

「エータくんに決まっとるやないの」

　ルイの衝しよう撃げきの言こと葉ばに、栄えい太たはぶったまげた。

「何だって！！！」

　だけどすぐに笑い出す。

「そりゃないって。だってあの時、僕は不ふ良りようの人達にボコボコにされちゃったんだよ」

「でも、そのことは知られてないんやろ？　あの娘こにしてみれば、栄太くんは自分のピンチを救すくってくれた白はく馬ばの王おう子じ様さまなんや！」

　ピシャリと叩たたきつけてから、ルイは頷うなずいた。

「よっしゃ、ここはうちが一ひと肌はだ脱ぬごうやないの」

「え？　こんなとこで鬼おにになって何するつもりなんだ？」

「本当に服脱ごうって言っとるんやない」

　ペシって栄太のおでこをはたく。

「うちがお膳ぜん立だてして二人をくっつけてやろ言うとるんや！」

　ルイは拳こぶしを握にぎり締しめた。

「任まかせとき！　うち、こういったことは得とく意い中ちゆうの得意なんや。これまで九十九組のカップルを誕たん生じようさせてきたゆう実じつ績せきをもっとるんやで」

　仲人なこうどが趣しゆ味みのおせっかいおばさんみたいなことを言う。

「鬼になって玉たまぶつけられとる場合やないで。午後のアルバイトは中止や。うちがあの男の子の面めん倒どうを見るさかい、エータくんはあの娘むすめと遊ゆう園えん地ちデートしてき！」

「えええ！　そんないきなり大だいそれたこと！」

「大だい丈じよう夫ぶや！　明らかに向こうはエータくんのこと気にいっとるから下手へたな策さくは必ひつ要ようあらへん！」

　ぐいっと栄太に顔を近づけると、ルイは燃もえ上がる瞳ひとみで叫さけんだ。

「適てき当とうに乗り物をハシゴした後、トドメの一いち撃げきは観かん覧らん車しやや！　しっかりやるんやで！」
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　遊園地の並なみ木き道みちを、栄太は歩いていた。一人じゃない。隣となりには、桃もも代よがいる。お互たがいに緊きん張ちようした面おも持もちで、ただ無む言ごんでゆっくりと足を進める。

（まいったなあ。これまでデートなんてのしたことないから何話していいのかさっぱり分からないよ）

　心の中で、栄太は呟つぶやいた。

（今日はいい天気ですね、じゃマヌケすぎるよなあ。昨日きのうは曇くもってましたね、なんてのも面おも白しろくないし。明日も晴はれるそうですよ、ってダメダメ。いい加か減げん天気から離はなれないと）

　あれこれと考える栄太に、桃代の声が聞こえてきた。

「何だか少し心しん配ぱいです。カケルなんかでいいのかって」

「え、ああ。モニターのことだね」

　二人のデートを成立させるため、ルイがしたお膳ぜん立だてを栄えい太たは思い出した。

『実じつはな、うちカケルくんにお願ねがいがあるんよ。お姉ねえさんキッズコーナーでバイトしとるんやけど、何か新しいゲームを考えなあかんことになっとるんや。せやから、今あるゲームを全部ためして感かん想そうを聞かせてくれへん？　いわゆるモニターゆうやつやな。もちろんお金なんかいらへんで。こっちがお願いしとるんやさかい』

　桃もも代よの弟おとうとのカケルくんは二つ返事で引き受けた。そっから先はもうルイのペースだ。

『そうや、エータくん。桃代さんと一いつ緒しよに園えん内ないを回ってき。ずっと待またせとくのも申もうし訳わけないもんな』

（確たしかに、得とく意い中ちゆうの得意って言うだけのことはあるよな。実じつに自し然ぜんな流れだったよ）

　しみじみと感かん心しんしてから、栄太は口を開く。

「心しん配ぱいいらないよ。カケルくんって本当に子供らしいし。きっといい意い見けんが聞けると思うよ」

　これは本ほん心しんだった。

「だけど、休みの日に弟さんと遊ゆう園えん地ちに来るって、仲なかがいいんだね」

「そんなんじゃないんですよ。本当はお父さんが一緒に来るはずだったんです。だけど…」

　クスリと笑って、桃代は続けた。

「早起きしてゴルフの素す振ぶりをしてたら、腰こしを痛いためてしまって。お母さんは遊園地は疲つかれるから嫌いやって言うし、仕し方かたなしに私が来ることになったんです。まあ、来てみたら意い外がいと楽しかったんですけどね」

　茶ちや目めっ気けのある顔で、桃代は目を細めて見せた。

（へ～、こういう表情もできる人なんだ）

　新あらたな一いち面めんに、栄太のドキドキメーターがビビビって上じよう昇しようした。

「それに、来て良かったです。だって、丸まる見みさんに会えたから」

　でもすぐに慌あわてたように首を振る。

「あ、違ちがうんですよ。これはその、この間のお礼れいをちゃんと言わなくちゃなって」

　一人であたふたしてから、桃代はあって声を上げる。

「そうだ。向こうにモーターボートに乗のって水の上をぐるぐる回るっていうアトラクションがあるんです。あんまり乗り物が得意でない私でも乗れて楽しかったですよ。一緒に乗りませんか？」

「あ、うん。行こうか」

　桃代の後をついて行きながら、栄太は心の片かた隅すみで思った。

（ひょっとしたら、ひょっとしたら今日、彼女イナイ歴れきに終しゆう止し符ふが打たれてしまうかもしれん）
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　ぴゅうぴゅうと命めい中ちゆうしていた水みず鉄でつ砲ぽうの水が、帯おび状じように切ったティッシュペーパーを濡ぬらしていく。ティッシュペーパーの帯の先には景けい品ひんがくくりつけられていた。

　水を浴あび、ガッツのなくなった帯は、やがて敗はい北ぼく宣せん言げんを吐はき出した。

「やった！　景品が落っこちたよ！」

　カケルがガッツポーズを決める。

「お、さすがやなカケルくん」

　すかさず、ルイはよいしょした。

　キッズコーナーの一いつ角かくだ。栄えい太たらを送り出した後、ここへやって来ていろんなゲームをハシゴしている。手に入れた景品はもう紙かみ袋ぶくろ二袋分になっていた。

「よーし、次はあっちのロボットをゲットするぞ。えい、えい、あれれ？　水がなくなっちゃった」

　カウンターの脇わきに立っている係かかりの女性に声をかける。

「ねえ、もう一回水入れて」

「はいはい、ちょっと待まってね。今水入れるから」

　係の女性が、手て馴なれた手つきで水鉄砲に水を入れる。

「はい、どうぞ」

「ありがと。よーし、あのロボット絶ぜつ対たいに手に入れてみせるぞ」

　狙ねらいを定さだめて引き金を引こうとするカケルだったけど、そこでブルルって体を小こ刻きざみに震ふるわせた。

「あはは、水鉄砲ばっかり撃うってたら、何だかおしっこしたくなっちゃった。トイレ行ってくるね！」

　水鉄砲を持ったまま、カケルはトイレへ向かって走り去さっていく。

「元気一いつ杯ぱいやな。うん、子供はあれくらいの方がええ」

　うんうんと頷うなずいてから、ルイは係の女性に顔を向け両手を合わせた。

「ほんまありがとう。うちのわがまま聞いてくれて。遊あそんだ分のお金はあとでちゃんと払はらうから」

「う[image: ～][image: ～]ん、でもけっこうかかってるわよ。ルイちゃん達、ゲームハシゴしてやってるでしょ。私がざっと計算したとこだと」

　金きん額がくを告つげられ、ルイは思わずよろめいた。

　係の女性が、辺あたりを見み渡わたしてから小こ声ごえで囁ささやいた。

「偉えらい人も見てないし、景品が取れた時の分だけでもいいわよ。それ以外のゲームはやらなかったってことにして」

「いいや、そうはいかへん。遊んだらちゃんとお金を払はらうちゅうのがルールなんやから」

　きっぱりと、ルイは言った。

「いくらになろうと、うちがきっちりと払うで」

「そう、まあルイちゃんがそう言うならいいんだけど」

　別の子供に呼ばれて、係かかりのお姉ねえさんが走っていく。

「はい、一回百円よ。あの白い紙を狙ねらって水みず鉄でつ砲ぽうを撃うってね」

　説せつ明めいする声が聞こえてきた。

「しかし、そないな値ね段だんになっとるとはな。ちょっとうちの計算が甘あまかったわ」

　それでも、ルイはちっともへこまなかった。

「でもま、これも百組目を誕たん生じようさせるためや。しばらく夕ゆう飯めしのおかずはもやし炒いためになりそうやけど、仕し方かたのない犠ぎ牲せいやな。おとんも分かってくれるやろ」

　はっはっはと白い歯はを見せて元気に笑った。

「エータくん。今いま頃ごろきっと、あの娘むすめと仲なか良ようしとるんやろな」

　ルイの頭に、いろんな光こう景けいが思い浮かんだ。
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　ジェットコースターに乗のってきゃあきゃあ喜よろこんでいる二人。

　ゲームコーナーでモグラ叩たたきを楽しんでいる二人。

　五段重ねのアイスクリームを仲なか良よく交こう代たいで食べている二人。

　観かん覧らん車しやで、手を握にぎり締しめ見み詰つめ合っている二人。

　そして、顔と顔がゆっくりと近づいて行き……。




「……」

　うかない顔つきで、ルイは首を傾かしげた。

「エータくんとあの娘こが仲良しこよししとるとこ想そう像ぞうしてると、ええ気分やなくなってくる。胸むねんとこがもやもやっちゅうかむかむかっちゅうか……なんでやろな？」

　もやもやとむかむかの原げん因いんについて、ルイが考えてる時だった。

「も、もう止めて下さい！　お願ねがいします！」

　そんな悲ひ鳴めいにも似にた甲かん高だかい声が、ルイの耳に聞えてくる。

「何や!?」

　見ると、キッズコーナーの一いつ角かくに人が集まっているのが見えた。ルイと栄えい太たがいないため、今は休止している鬼おに退たい治じゲームの所だ。

「どないしたんや？」

　全ぜん速そく力りよくでそこへと向かうと、バイト仲なか間まの女の子がうずくまっていた。

「りっちゃん！　何があったんや！」

「ルイちゃん。奥おく村むらさんが……」

　女の子が指ゆび差さしたのは、鬼退治ゲームのカウンターの奥だ。そこに、ぐったりと倒たおれる一いつ匹ぴきの鬼がいた。

　全ぜん身しんタイツにもじゃもじゃのカツラ。そしてビニールで作ったトラジマパンツを穿はいている。

　だからってこの鬼の正しよう体たいが栄太って訳わけじゃない。ＨＡＮＡＨＡＮＡランドの古こ参ざんの従じゆう業ぎよう員いん、奥村啓けい作さくさんだ。遊ゆう園えん地ちと、そしてそこを訪おとずれる子供達を心から愛あいしていて、皆みんなからも慕したわれているとってもいいおじさんなのだ。

「奥村さん！」

　ルイが血けつ相そうを変えて奥村さんに駆かけ寄よった。

「どういうことや？　そんな格かつ好こうして……」

「うう、巣す玉だま井いクンだね」

　ヒビの入ったメガネを、ルイに向ける。

「実じつは、君きみがやっていた鬼退治ゲームの人気が高くてね。やってみたいという子がたくさんいたから、及およばずながら私がやってみようと思ったんだよ。トラジマパンツだけは見当たらなかったが、幸さいわい黄色のビニールがあったからそれらしく作れてね」

「それで、私と奥村さんとでやっていたんです。そしたら…」

　バイト仲間の女の子が、怯おびえたような視し線せんを向ける。その方向には、ニヤニヤという笑いを顔に張りつけた大学生くらいの若わか者もの達たちがいた。

「何だよ。オレらただ金かね払はらって鬼おに退たい治じゲームをやってただけじゃないかよ」

「そうだそうだ、何にも悪いことなんかしてねえぜ」

　そう言う若者達の手の中にある物に、ルイは気がついた。

「あんたら、その手に持っとるのは何や！　それ、向こうのミルク缶かん崩くずしゲーム用のボールやないの！」

　ミルク缶の模も型けいを積つみ上げ、それをボールで崩すというゲームだ。模型はそれなりに重く、全すべて崩れないと景けい品ひんはもらえない。だからボールも、硬かたくそして重く作られている。

「そないな硬くて重い玉を人にぶつけるなんて、あんたら何考えとんのや！」

「うるせえな。他の玉を使うななんてどこにも書いてないじゃねえか」

　へらへらと若者達は笑った。

　ルイの顔が真まっ赤かになった。怒おこったのだ。

　仲なか間まらしき若者が両手にボールを抱かかえてやって来る。スーパーミルク缶崩しゲーム用のボールだ。硬さも重さも最高レベルだ。

「新しいのパクってきたぜ」

「よし、なら始めようぜ」

　リーダー格の若者が、千せん円えん札さつをカウンターの中に投げ込んだ。

「さ、金は払はらったんだ。もう少し楽しませてくれよ」

　玉を摑つかみ奥おく村むらさん目め掛がけて投げつけようとする若者達に向かって、ルイは叫さけんだ。

「ちょい待まちや！」

　奥村さんに肩かたを貸かし立ち上がらせると、バイト仲なか間まへと託たくす。

「救きゆう護ご所しよへ連れてったってな」

「だけど、ルイちゃんは」

「心しん配ぱいいらへんて」

　ニッカリ笑って送り出すルイに、若者達の野や次じが飛んでくる。

「何だよ。金払ったのに遊ばしてくれねえのか？　そんなのサギだぜ」

「この遊園地はひどいとこだって噂うわさ、ネットで広めてやるぞ」

「ぎゃーぎゃー騒さわがんとき。ちゃんと遊ばせたるわ。今度はもっと歯はごたえのある鬼でな」

　ルイはいきなり服ふくに手をかけた。一枚ずづ脱ぬぎ捨すてていく。

　トラジマビキニのみになったルイに、若者達が下げ品ひんな笑いを響ひびかせた。

「泣き喚わめくならおっさんより女の方がいいからな。こいつは楽しめそうだぜ」

　リーダー格かくの若者が、思い切り振りかぶる。

「食らえ！」

　ルイ目掛けて投げた。昔むかし野や球きゆうか何かやってたのか、コントロールも球きゆう威いもなかなかのものだった。

　ゴツン！

　ルイの顔がん面めんにボールが当たる。そして、落下する。普ふ通つうならタダではすまないはずだ。なのに……。

「何や、蚊かにさされたようなもんやわ」

　平へい然ぜんとルイは言い放った。事じ実じつ、ルイの顔はどうにもなってなかった。あれだけキレイに顔面に入ったら鼻はな血ぢが出ていて当たり前なのに。

「さ、どんどん来い」

　ルイの言こと葉ばに、若わか者もの達たちが声を上げた。そこにあったボールを摑つかみ、力いっぱいルイに投げつける。

　無む数すうのボールがルイに当たる。でもルイは平然としたままだ。素す肌はだに青アザ一つついていない。

「ど、どうなってんだよ。こいつ」

　信じられないって表情を浮かべる若者らに、ルイは笑え顔がおで言ってやった。

「六人で十五分も遊あそんだんやからな。一人一分百円やから、単たん純じゆん計算で九千円やな。さっきの千円じゃたらへんで」

「く、くそっ」

　リーダー格かくの若者が、一万円札をカウンターに投げてよこした。

「わあい、鬼おにの勝ちだあ」

　子供達から歓かん声せいが上がる。

「帰るぞ。いつまでもこんなガキばっかのとこで遊んでられるか」

　逃げるように歩き出した。

　そのまま、何も言わずにキッズコーナーを後にしていればあんな悲ひ劇げきは起きなかっただろう。

　しかし、リーダー格の若者は言ってしまった。その禁きん断だんの言こと葉ばを。

「あんなぺチャパイ女をいたぶったところで何も面おも白しろくないぜ」

「何やと」

　ルイの手の中で、硬かたくて重いボールが音を立てて破は裂れつした。

「今何てゆうた？」

「へん、お前みたいなペチャパイ女じゃ面白くもなんともねえって言ったんだよ」

　ルイの顔が真っ赤になった。怒おこったのだ。

　ただの怒いかりじゃない。猛もう烈れつに怒ったのだ。

「うちのムネはこれからなんや！」

　怒り狂くるった鬼が、カウンターを飛び出した。
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　ＨＡＮＡＨＡＮＡランドの観かん覧らん車しやは、わりと高いことで有ゆう名めいだった。

　栄えい太たらの乗のったボックスは、まだ半はん分ぶん程ほど登のぼった所だった。それでも窓まどからはしっかりとした眺ちよう望ぼうが楽しめた。

「あのゴーカート。もうミニカーにしか見えないよ。けっこう高いとこまできたんだな」

　そう呟つぶやいてから、栄太は目の前の桃もも代よに目を向ける。何やらうつむいていた。落ち着かないように体をもじもじさせている。

「もしかして、気分悪い？　絶ぜつ叫きようマシーンは苦にが手てって言ってたから高い所もダメとか？」

「いいえ、大だい丈じよう夫ぶです。確たしかに高い所は苦手ですけど、外を見なければ大丈夫です。それに、乗のろうって言ったのは私なんですし」

　そうなのだ。観覧車に乗ろうと言い出し、積せつ極きよく的てきにここに引っ張ぱってきたのは他ならぬ桃代なのだ。

「せっかくのチャンスなんだもの。勇ゆう気きを出さないと」

　自分に言い聞かせるように、桃代はそう呟つぶやく。それから、栄太に顔を向けた。

「丸まる見みさん。ちょっと聞いて欲ほしいことがあるんです」

　真しん剣けんな桃代の顔つきに、思わず栄太は硬かたいベンチに座すわり直す。

「な、何？」

「私の高校には、いつもたくさんの男の人が来ます。カメラを持った男の人で、校こう門もんの前やテニスコートのフェンスの向こうにいて、私わたし達たちをカメラで撮とったりします。もう慣なれっこでポーズをとったりする友達もいるけど、私はどうしても我が慢まんできなくて。そうしている内うちに、何だか男の人が苦手になってしまって」

　姫ひめ山やま女子高の制せい服ふくはマニアの間で人にん気きで、それを目め当あてにカメラ小こ僧ぞうが集まってしまい問もん題だいになっている。そんな話を聞いたことを栄太は思い出した。

「町を歩いていても、下げ品ひんな言こと葉ばで遊あそびにいこうと誘さそってくる人とかがいて。私は、私はますます男の人が苦手に…ううん、男の人のことを怖こわいって思うようになってしまったんです」

　徐じよ々じよに高こう度どを上げる観覧車の中で桃代は話を続けた。

「この前も、葉は月づきと一いつ緒しよに歩いていたら、北高の男の子達が声をかけてきて。ちゃんと断ことわったけど聞いてくれなくてしつこく言い寄よられて。あの道を、何人かの男の人が通ったんです。でも皆みなして見て見ぬふりで、中には、ニヤニヤと見物していく人もいて。私は何だか、男の人に幻げん滅めつしちゃってたんです。でもそんな時に、丸見さん。あなたが来たんです」

　微び笑しようを浮かべた。

「あなたは他の人とは違ちがって、止めるよう北高の男の子達に言ってくれました。そして、私達を助けてくれました。恥はずかしい話なんですけど、私にとって、丸見さんは、丸見さんは、白はく馬ばの王おう子じ様さまだったんです」

　桃もも代よは顔を真まっ赤かにしてうつむくと、精せい一いつ杯ぱいの勇ゆう気きを込めたって感じに言った。

「私は、私は丸まる見みさんのことが」

「ちょ、ちょっと待まった！」

　栄えい太たは両手を突つき出しぶんぶんと振り回した。

「違ちがうんだ。そこには誤ご解かいがあるんだ！　僕ぼくは白馬の王子様なんかじゃないんだ！」

「え？」

　桃代が目をぱちくりする。

　途と端たんに、栄太は激はげしく後こう悔かいを始めた。

（あ[image: ～][image: ～][image: ～]、せっかくの青せい春しゆん街かい道どうまっしぐらなチャンスだったのに、何を言いだすんだ僕は）

　でも、言ってしまったことは今さら飲のみ込めない。それに、言わずにいたら心苦ぐるしくて仕し方かたがないというのも本当のことだ。

（いいんだ。これでいいんだ）

　自分自じ身しんに言い聞かせてから、栄太は苦にが笑わらいしながら説せつ明めいした。

「僕は、北高の連中をやっつけたりなんかしなかったんだ。それどころか、ぼっこぼこにやられちゃったんだ」

　終わったなって栄太は思った。

　観かん覧らん車しやはもうすぐ最さい高こう頂ちように到とう達たつしようと言う所だった。

（せめて、せめて観覧車が下に行くまでは、夢ゆめを見ていたかったな）

　ハラハラと落らく涙るいする栄太だったけど、思いがけない言こと葉ばが耳に飛び込んでくる。

「そんなことは、関かん係けいありません」

「え？」

　信じられないって顔を向ける栄太に、桃代はしっかりとした口く調ちようで言った。

「あの時、私わたし達たちを助たすけようとしてくれたことが。私にとっては一番嬉うれしかったんです。それだけで十じゆう分ぶんなんです」

　桃代の瞳ひとみに噓うそや迷まよいはなかった。真まっ直すぐな気持ちが栄太に向けられていた。

（な、なんていい娘こなんだ！）

　感かん動どうの涙なみだが滝たきのようにドバって流れ出た。

「私は、私は丸見さんのことが…」

　もう何も臆おくすることはなかった。この流れに乗り、今日という日を人生最高の日にする。

　喉のど元もとまで返事を用意して栄太は待つ。その言葉を。

「丸見さんのことが…す」

　バガ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ン！

　鈍にぶい振しん動どう音おんが、決定的瞬しゆん間かんに割わり込んできた。不ふ自し然ぜんに観覧車が揺ゆれ金かな具ぐががちゃがちゃと音をたてた。何かが起こったようだ。それも、ちょっと風に吹ふかれたとか、そういったレベルの何かじゃない。

　ゆっくりと動いていた観かん覧らん車しやも、その動きを完かん全ぜんに停てい止しさせる。

「どうしたんだ？」

　窓まどに顔を近づけると、人々が観覧車を見上げているのが見えた。離はなれていて表情までは見えないけれど、何やら慌あわただしい様よう子すは感じられる。

「大だい丈じよう夫ぶ…かな」

　不ふ安あん気げに、桃もも代よが尋たずねる。もともと高い所は苦にが手てだと言っていたから、こういった状じよう況きようはかなりこたえているはずだ。

「心しん配ぱいないと思うよ。きっとちょっとした故こ障しようだよ。すぐにまた動き出すよ」

　不安を拭ぬぐってあげようと、そんなことを言う栄えい太ただったけど……。

　ミシミシミシミシミシ

　観覧車全体が、そんないや[image: ～][image: ～]な音をたてた。それだけならまだしも、とんでもないことが起こってしまう。

「丸まる見み…さん」

　青ざめた表情で、桃代は言った。

「もしかして、傾かたむいてないかな？」

　言う通りだった。観覧車が傾いていたのだ。到とう底ていありえない側そく面めんの方ほう向こうに。これが家だったら欠けつ陥かん住じゆう宅たくもいいとこだ。

　ガゴン！

　そんな音がし、一いつ気きに傾きが大きくなる。足をふんばらないとお尻しりがベンチの上を滑すべってしまうほどの傾きだ。

「わ、私、高い所、本当にダメで……もう」

　かすれた声でそう呟つぶやいてから、桃代がフラっと全ぜん身しんの力を抜ぬいた。あまりの恐きよう怖ふに意い識しきを失うしなってしまったようだ。

　そんな桃代が、ほんの少し羨うらやましく思えた。だってこの恐怖から逃のがれられたのだから。

「これはとんでもないことになったぞ。このままいったら、観覧車は倒れて、乗のってる僕ぼくらはぺっしゃんこ」

　両りよう頰ほおに手を当てて、栄太はひええええええええええって恐怖した。

　ハシゴ車とかが来て助たすけてくれることを期き待たいしたけれど、ミシミシと聞こえる音を耳にしていると、とっても間まに合うとは思えない。

「ああ、何てことだよ」

　だーだーと滂ぼう沱だして、栄太は一いつ句く詠よんだ。





　人生の

　最高の日に

　さようなら






　もちろん、一いつ句く詠よんだところで状じよう況きようはちっとも改かい善ぜんされない。むしろ余よ計けいに悲しくなっただけだ。

（ああ、これが映えい画がとかだったらスーパーマンとか来てくれるのに。それで傾かたむいた観かん覧らん車しやをくいって戻して……）

　そんなことを考える栄えい太たは、ふと気がつく。

「そうだ、その手があったよ」

　ポケットから携けい帯たいを引っ張ぱり出すと、素す早ばやく発はつ信しんする。ルイの携帯電話に向かってだ。

　プルルルルルルルル、プルルルルルル。

　何度かの呼よび出しの後、通話が繫つながる音が聞こえた。

『はいもしもし、巣す玉だま井いルイでーす』

「やった。助たすかった」

　安あん堵どの息いきを吐はき出す。

「あ、ルイさん？　実じつは大変なことになっちゃったんだ。今、二人で観覧車に乗ってるんだけど、何かの事じ故こか故こ障しようで観覧車が傾いちゃって、今にも倒たおれそうなんだ。鬼おにビキニの力で何とかして欲ほしいんだ。お願ねがいだよ！　こっちは命いのちがかかって」

　早はや口くち言こと葉ばの大会に出たら優ゆう勝しようできるんじゃないかってくらい早口にまくしたてるけど…。

『ごめんね。今、ちょーっと電話に出られへんねん。せやから、メッセージ残しといて。ほんまごめん』

　ピーという音が、無む情じようにも響ひびく。

「こんな時だってのに」

　栄太はがっくりと脱だつ力りよくした。

　また一句詠んでしまいたくなる気分だったけど、それは思いとどまる。もう一人、スーパーマンがいたってことを思い出したのだ。

「そうだ、僕ぼくだってその気になればスーパーマンになれるんだっけ」

　服ふくを脱ぬぎ鬼パンツ一枚となり外へと出る。観覧車の骨ほね組ぐみをするするとつたって地面まで降り、傾いている観覧車を押して何とかまっすぐに安あん定ていさせる。

　なかなか困こん難なんなミッションだった。だけど、やらない訳わけにはいかない。観覧車にはたくさんの人が乗っているのだ。

「僕が、僕が一ひと肌はだ脱ぐしかないな」

　栄太は、決けつ意いを固かためた。

　そして、本当に脱ぬぎ始めた。

　一ひと肌はだや二肌なんてもんじゃない。鬼おにパンツを残して全すべての衣い服ふくを脱ぎ捨すすてた。
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　ギシ、ギシシ！

　そんな音をたてながら、観かん覧らん車しやは確かく実じつに傾かたむいてきている。

　息いきせき切ってかけつけて来た遊ゆう園えん地ちの責せき任にん者しやが、観覧車の支し柱ちゆうに目を向けた。観覧車を支ささえる太ふとい支柱の一本が無む残ざんにもへし折おれている。

「い、一いつ体たいどういうことなんだこれは？　何が原げん因いんでこんなことに？」

　その場にいたスタッフに尋たずねるけれど……。

「それが、さっぱり分からないんです」

　なんて返事が帰ってくる。

「気がついたら、支柱があんなになってまして」

「ええい、原げん因いん究きゆう明めいは後だ。このままじゃ倒たおれるぞ。早く乗じよう客きやくを下ろして」

「無む理りです。こんな状じよう態たいでは観覧車を動かせません」

「だったらすぐに消しよう防ぼう署しよに電話だ！　ハシゴ車の出しゆつ動どうを要よう請せいするんだ！　救きゆう助じよヘリもだ！」

「連れん絡らくはしました。でも、ハシゴ車到とう着ちやくまでは三十分程ほどかかるそうです！」

「三十分だって？」

　責任者は観覧車に目を向けた。どんなに楽らつ観かん的てきに考えても、三十分も持ちそうになかった。

「あわわわわわ、遊園地始まって以来の大だい惨さん事じになってしまうぞ」

　青ざめた顔で、そう呟つぶやいた直ちよく後ごだった。

「ああああああああああああああああああああああああああああ！」

　そんな悲ひ鳴めいとともに、傾いた観覧車から落っこちてくる若わか者ものがいた。

「ああああああああああああああああ！」

　どしゃん！

　嫌いやな音をたてて、その若者は地面にうつぶせに落っこちた。

　その若者が何故なぜかパンツしか穿はいていないとか、そのパンツが何故かトラジマパンツだとか、疑ぎ問もんに思うところはいくらでもある。でも今はそんなことを気にしている場合じゃない。

「大変だ！　すぐに医い務む室しつへ！　救きゆう急きゆう車しやだ！」

　駆かけ寄よるスタッフ達だけど、誰だれ一人として期き待たいなんかしていなかった。１００メートル近い高さを落っこちてきたのだ。しかも、パンツ一枚という無む防ぼう備びな格かつ好こうで。普ふ通つうに考えて助たすかる道どう理りがない。

　なのだけれど……。

「いたたたたたたたたたたた！」

　その若わか者ものがむっくりと起き上がったもんだから、スタッフ一いち同どうも、そして集まった観かん客きやく達たちも度ど肝ぎもを抜ぬかれてしまう。

　でも、本当に度肝を抜かれるのはそれからだった。

「きゃああ！」

　悲ひ鳴めいが上がった。観かん覧らん車しやが一いつ気きに傾かたむきを大きくしたのだ。このままでは転てん倒とう間ま違ちがいなし。そんな状じよう況きようの中、若者が観覧車に向かって突とつ進しんしていった。

「うりゃああ！」

　折おれた支し柱ちゆうにしがみつくと、そのままぐいっと押し戻す。傾いていた観覧車が、ゆっくりと元もとの角かく度どへと戻っていく。

「とりゃあああ！」

　さらに、折れた支柱を伸のばしてひねってこねくりまわして、固かた結むすびにしてしまった。まるで飴あめ細ざい工くでもしているような手つきで。

「ふう、こんなもんだな」

　額ひたいの汗あせを拭ぬぐってから、若者は啞あ然ぜんとする観客やスタッフらに顔を向ける。

「それじゃ、どうも失しつ礼れいしました。なるべく早く忘れちゃってくださいね」

　ペコリと頭を下げると、若者は観覧車をするすると登のぼり始めた。一番てっ辺ぺんの位い置ちにあるボックスへと姿すがたを消す。

「な、何だ今のは？」

　責せき任にん者しやがかすれた息いきを吐はき出した。

「スーパーマンですよね。格かつ好こうはとてもそうは見えなかったですけど」

　スタッフもかすれた息でそう呟つぶやく。

　集まった観客らも、言こと葉ばを失うしなってしまっていた。

　それから、しばらくが経過した。

「は、そうだ！　災さい害がい救きゆう助じよ用ようのヘリを要よう請せいしよう！　乗じよう客きやくを救きゆう出しゆつするんだ！　観覧車が倒たおれてしまう前に！」

「分かりましたすぐに手て配はいいたします…ってあれ！」

　スタッフが素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「見てください！　観覧車が元もとに戻ってます！」

「そんなバカな！　だって支柱が折れて！」

「固結びです！　折れた支柱が固結びされています！」

「どういうことなんだ！」

　観客達からも困こん惑わく気ぎ味みな声が上がる。

「気がついたら観覧車が元に戻ってたぞ！」

「誰だれかが何とかしてくれたような気がするけど、ちっとも思い出せないぞ」







「今いま頃ごろは、僕ぼくのこともう忘れちゃってるんだろうな」

　ボックスの中で、栄えい太たは呟つぶやいた。

　鬼おにパンツのもう一つの特とく性せい。鬼パンツ発動中ならば、見られてもすぐに忘れ去さられてしまうのだ。

「僕ぼくが一ひと肌はだも二肌も九肌くらい脱ぬいでピンチを救すくったってのに、誰だれにも覚おぼえといてもらえないなんて。ちょっと残ざん念ねんかもしれないけど……」

　栄太はしぶい顔をして付つけ加くわえた。

「あの姿すがたがいつまでも心に残られてもヤだから、これでいいのかな」

　うんうんと納なつ得とくしてから、栄太はあって声を出した。

「いつまでもこんな格かつ好こうのままでいてもしょうがないや。早く服ふくを着ないと。穂ほお染ぞめさんが目を覚さます前に」

　脱ぎ捨すてたＴシャツを拾ひろい上げ着こんだ直ちよく後ごだった。

　悲ひ劇げきは起こった。

「う、うーん」

　桃もも代よが目を覚ましてしまったのだ。

「あれ？　丸まる見み…くん」

　まじまじとする桃代の目の前にあるのは、燦さん然ぜんと輝かがやくトラジマパンツ。

「う…」

　思わず、栄太は一いつ句く詠よんだ。





　目覚めたら

　白はく馬ばの王おう子じが

　鬼パンツ






　このさいパンツの種しゆ類るいは大たいした問もん題だいじゃない。問題は、狭せまい密みつ室しつで栄太がズボンを脱いでしまっているという状じよう況きようだ。

　桃代が気き絶ぜつしている中、何故なぜにズボンなんぞを脱ぐのか。

　もちろん理り由ゆうは、鬼パンツの力で鬼になって観かん覧らん車しやを直なおす為ため…なのだけれども、そこんとこを分かれって言う方が無む理りな話だろう。

「きゃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　狭いボックス内に、桃代の甲かん高だかい悲ひ鳴めいが響ひびき渡わたった。

[image: ]
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「あははははははははははははははははははははははははは」

　容よう赦しやのない笑い声が、炸さく裂れつした。

　場所は、ＨＡＮＡＨＡＮＡランドのフードコーナー。お昼を食べた所だ。もう夕ゆう暮ぐれ時と言うこともあって、人もまばらだ。

「あはははははははははははははははははははははは」

　容赦のない笑い声を、さらにしばらく響ひびかせてから、ルイは言った。

「それで、なんやいかがわしいことしようとしてるんと誤ご解かいされて、そないなことになってもうたんやな」

　栄えい太たは憮ぶ然ぜんとした顔つきでクリームソーダをすすっていた。その顔には、見み事ごとな平ひら手て打うちの跡あとがくっきりと残っている。どうしてこんな跡ができてしまったかは、語かたらずに及およばない。というか、あまり語りたくない。

「てっきり、あの娘こと電でん撃げきカップル誕たん生じよう！　ってな具ぐ合あいになっとると思っとったのにな。エータくんってホンマ運うんがないんやな」

「もっと早くに着き替がえを済すませておけば…いや、いっそのこと鬼おにパンツのままでいれば良よかったかもしれん。そしたら穂ほお染ぞめさんも忘れてくれただろうから」

　直ちよく前ぜんに着てしまったＴシャツがとてつもなくうらめしかった。

「は[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　特とく大だいのため息いきを吐はき出す栄えい太たの肩かたを、ルイがポンポンと叩たたく。

「ま、そないに気を落とさんといてや。人生長いんやし。急ぐことなんかあらへんて」

　ニコニコしながらそんなことを言うルイを、栄太はジト目で見て尋たずねた。

「さっきから思ってたんだけど、ルイさん何か喜よろこんでない？」

「そ、そんなことないで！」

　不ふ自し然ぜんに慌あわてて、ルイが喋しやべりだす。

「うちはものすごーく残ざん念ねんに思っとるんやで。ものすごーくや。人生でこれほど残念に思うことはないってくらいに。せやけど、うちまで落ちこんどってもしょーがないやないの。せやから、一いつ生しよう懸けん命めい笑え顔がおを作っとるんや」

　椅い子すから立ち上がり、拳こぶしを握にぎり締しめ叫さけんだ。

「顔で笑って心で泣いとるんや！」

　何だか芝しば居いがかってたけど、その熱い気き迫はくに栄太はあっさりとＫＯされた。

「そうだったのか。そうとも知らずに疑うたがったりしてごめん」

「とにかく、もうあの娘のことを考えるのは止めとき。ええな？」

「分かった。そうするよ」

「うんうん、それでええ。あはは」

「あ、今笑ったろ！　やっぱり、僕ぼくがフラれたのを喜んでるんだろ？　面おも白しろいから」

「そうやないって！　別に面白いから喜んでるんやないって。何ちゅーかうちもよう分からんのやけど……」

　あたふたあたふたしてから、ルイは両りよう手てでテーブルを叩きつけた。

「それより、エータくん。観かん覧らん車しやが倒たおれそうになるなんてエラいことやないの！　どうしてうちを呼よんでくれへんかったんや？」

「え、ああ」

　急に話の矛ほこ先さきが変わってしまったもんだから、一いつ瞬しゆんポカンとしてしまう栄太。

　ようやく頭の切り替かえが完かん了りようして、栄太は口を開いた。

「ルイさんに電話かけたんだよ。観覧車の中から。でも、出なかったから」

「あ、そうか。きっとうちが鬼おにごっこしてた時やな」

「鬼ごっこ？」

「しょーもない連中がおって、うち頭にきて鬼になって追いかけてたんや。以外と逃げ足の速はやい連中で、園えん内ないをちょっとばかし走りまわってたんや。ま、最後はきっちりこらしめて遊園地の外に放り出しといたんやけどな」

　得とく意い気げにルイがそう言った直ちよく後ごだった。

「あ、鬼おにのお兄にいちゃんだ！」

　そんな声がかけられる。首を動かすと、小学生くらいの子供二人が栄えい太たを見ていた。目をものすごくキラキラさせて。

「大だい人にん気きやね。エータくん。鬼退たい治じゲームまた来週もやらんとあかんちゃう？」

「冗じよう談だんじゃないよ」

　ブスっとして残ってたソーダをストローで飲のむ栄太の耳に、その言こと葉ばは届とどいた。

「倒たおれそうになってた観かん覧らん車しやをちゃんとまっすぐにした鬼のお兄ちゃんだよ！」

　ブって、口の中に入ってたソーダを噴ふき出す。

「え？　え？　え？」

　ルイも同じだ。びっくりした様よう子すで、子供達に尋たずねる。

「ちょっと待まち、どうしてそのことを知っとるん？」

「どうしてって、ボクら見てたもん」

「うん、見てた見てた」

　子供達が頷うなずき合う。

「ひゅーんって落っこちてきて、倒れそうな観覧車をまっすぐに直したんだよ」

「観覧車の足を固かた結むすびしていったんだよ」

「でもおかしいよね。パパもママも見てたのに、全ぜん然ぜん覚おぼえてないって言うんだもん」

「年を取ると物忘れがひどくなっちゃうんだよね」

「あ、パパ、ママ！」

　両りよう親しんに呼ばれて、子供達は去さって行った。最後に、栄太に大きく手を振って。

　でも、手を振り返す余よ裕ゆうは栄太にはなかった。

「こいつは驚おどろきや」

　ルイが、大きく息いきを吐はき出す。

「鬼パンツを見てそのことを忘れてまうのは、大人だけなんやな。小さい子は忘れたりしないんや」

「大だい丈じよう夫ぶかな？　大おお騒さわぎになったりしないかな？」

　不ふ安あん気げに言う栄太に、ルイは軽く笑って見せる。

「心しん配ぱいいらへんって。あないに小さい子が言ったとこで誰だれも信しん用ようしたりせえへんから」

　それから、ふと考える。

「しかし、鬼パンツのことを覚えとるってことは、うちの鬼ビキニも……」

「あ、鬼のお姉ねえちゃんだ！」

　別の小学生二人組が、ルイを指ゆび差さしていた。

「やっぱり、うちのことも覚えてるんやね」

　あちゃ[image: ～][image: ～][image: ～]って顔でルイが言う。

「しょーもない連中をぶっ飛ばしてるとこを見られてたら、問もん題だいやね。子供には刺し激げき強すぎやから」

「ぶっ飛ばしてるとこ？」

　子供達が首をひねる。

「どうやら、違ちがうみたいやね」

　ほっと安心した息いきを吐はき出してから、ルイは尋たずねた。

「あんたら、うちをどこで見たん？」

「観かん覧らん車しやんとこ！」

　元気よく子供が答えた。

「うん、すごい速はやさで走ってきたの！」

「それで、観覧車の足にぶつかったの」

「観覧車の足がバキって折おれたんだよ！　すごかったよね！」

「うん、びっくりしちゃったよ！」

「あ、パパ、ママ！」

　両親に呼ばれて、その子達も去さって行った。最後に、ルイに大きく手を振って。

　もちろん、手を振り返す余よ裕ゆうはルイにはなかった。

「あ、あはは」

　ひきつった笑え顔がおで、息を吐き出した。

「こいつは驚おどろきやな～」

　頭の後ろに手をやって、ルイがあははははと笑った。

「そういえば、走ってる途と中ちゆうで何かに当たったような気はしてたんや。せやけど、うち鬼おにごっこに夢む中ちゆうやったからあんまし気にせんくて。ホンマ、驚きや～。まさか観覧車が倒たおれそうになったのがうちのせいやったなんて」

　まいっちゃったな～って、ルイは笑い続ける。

「エータくんが観覧車に乗のっとってくれて助たすかったわ。そうでなかったらえらいことになってもうたから。もうエータくんに足向けて寝ねられへんやね。住じゆう所しよ教えてくれへん？　寝る時、注ちゆう意いせなあかんから」

　ゆっくりと栄えい太たに顔を向けたルイは、不ふ思し議ぎそうに尋ねた。

「あれ？　エータくん。なんで服ふく脱ぬぎ始めるん？　なんで鬼パンツ一枚になるん？」

　数すう刻こく後ご、本日二度目の鬼ごっこが始まった。

　その凄そう絶ぜつな鬼ごっこは、遊ゆう園えん地ちを訪おとずれた子供達の心に、いつまでもいつまでも残ることになったのだった。





ちゃんちゃん。
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　時は真夜中。黒くろ臼うす市しの住じゆう宅たく街がいを歩く、一人の男がいた。千ち鳥どり足あしで鼻はな歌うたなんぞを歌っている。かなりご機き嫌げんな様よう子すだ。

　特とく筆ひつすべきはその顔だ。パンチパーマに太ふとい眉まゆ毛げ。顔にナナメに入った傷きず跡あとなど、物ぶつ騒そうなことこの上ない顔つきだ。妙みように派は手でなシャツといい、どう見ても物騒なことを生なり業わいとしている方にしか見えない。

　でも、実じつ際さいはそうじゃない。多少怠なまけグセはあるものの、仕し事ごとはタコ焼き屋一ひと筋すじだし、いかつい顔つきは生まれつきだし、物騒なファッションはただの趣しゆ味みだし、顔の傷はバナナの皮かわで滑すべって転ころんで作ったものだ。傷を隠かくそうとファンデーションを塗ぬってみたところ、その色が残ってしっかりと跡になってしまったという間ま抜ぬけな過か去こを持つ。

　そう、この男の正しよう体たいはルイのおとんだ。

「いや[image: ～][image: ～]、それにしてもあんな一いつ等とう地ちが当たるなんて思わへんかったわ」

　そんなことを一人ごち、うししと笑う。

　二週間後に行われる近所の神じん社じやのお祭まつり。その会かい合ごうに行ってきたのだ。で、屋や台たいの場所割わりのクジ引きをしたところ、一番いい場所が当たってしまったのだ。

　どんなに味に問もん題だいがある屋台でも、そこに出せば大だい繁はん盛じよう間違いなしという歴れき史しがあり、同どう業ぎょう者しやが涙なみだを流して悔くやしがる程ほどの一等地だ。

「やっぱり、事じ前ぜんにしこたま飲のんでおいたのが良かったんやな。いつクジを引いたか覚おぼえてないくらい無む心しんになれたやさかい」

　これからもこの作さく戦せんで行こうかと心に決めた時だった。

「おやおや？」

　おとんが足を止めた。暗い夜の道を、ふらふらと歩いてくる人ひと影かげを見つけたからだ。

「お前さん、大だい丈じよう夫ぶかいな？　足あし元もとフラフラやんか」

　自分のことは、ひょいっと棚たなに上げ、おとんはその人物に声をかけた。

「どうも他人とは思えへん。このおいちゃんが家まで送ってってやろうやないか」

　ふらふらと歩あゆみ寄よっていったおとんに、その人物はしなだれかかってくる。

「ほら、やっぱりや。お酒さけもええけどほどほどにせなあかんよ」

　やっぱり自分のことは棚に上げて、おとんは言った。

「で、お前さんの家はどこなんや？」

　そう尋たずねるおとんの体に、腕うでが回された。そのままぐいぐいと力を増ましていく。

「うぎゃああああああああああああ！　背せ骨ぼねが折れるううううううううううううう！」

　おとんの悲ひ鳴めいが、夜の住じゆう宅たく街がいに響ひびき渡わたった。




　　　　　２




「抱だきつき魔まって知ってるか？」

　聞き慣なれない言こと葉ばに、栄えい太たは小こ首くびを傾かしげた。

「何だそりゃ？」

　尾お志し屋や学がく園えん高校、二年Ｃ組の教室。時じ刻こくは昼時日に本ほん列れつ島とう。今日も今日とていつものごとく、悪あく友ゆうの佃つくだ山やまと一いつ緒しよにお昼を食べている所だった。

「最近、この黒くろ臼うす市しを騒さわがしてる通り魔まの名めい称しようだよ。夜道で人に抱きつくっていうな」

「何だ、痴ち漢かんの話なのか」

　面おも白しろくなさそうに呟つぶやく栄太に、佃山が首を横に振る。

「そんな生なま易やさしいもんじゃないよ。いいか、よく聞けよ」

　コホンと咳せき払ばらいして、説せつ明めいを始める。

「最初の被ひ害がい者しやが出たのは今から二週間程ほど前のことらしい。住宅街を歩いてたサラリーマンが被害にあったそうだ。病院に担かつぎ込まれたサラリーマンのアバラにはヒビが入っていて全ぜん治ち一ヶ月の大おお怪け我がだったらしい。その体には、しっかりと犯はん人にんの腕の跡あとがついてたそうだ。抱きついた跡がな。それからだ、ちょくちょくと被害が出始めたのは」

「ただの痴漢とは違ちがうみたいだな」

　ゴクリと栄太が喉のどを鳴ならす。

「それで、犯人はどんな奴やつなんだ？」

「それがまだ分からないらしいんだ。被害者達からの目もく撃げき証しよう言げんがないらしいからな。急に締しめ落とされて意い識しきがぶっ飛んじまったんだろう。ただ、医い者しやの話じゃかなり力がないとこの犯行は不ふ可か能のうらしい。どこぞのレスラーくずれか、相撲すもう取りくずれか、その線せんから警けい察さつは捜そう査さしてるって噂うわさだ」

　栄太は思わず想そう像ぞうしてしまう。屈くつ強きようなプロレスラーみたいな男に抱きしめられる光こう景けいだ。わき腹ばらからバキバキという音が聞こえてきて…。

「ああ、いやだいやだ」

　栄太が強く首を振った時だった。

「失しつ礼れいするで！」

　叩たたきつけられるようにして教室の扉とびらが開かれ、小こ柄がらな少女が飛び込んで来る。巣す玉だま井いルイだ。

　ずかずかと栄太の前までやってくる。

「エータ君。ちょっと話があるんや」

「え？　もうちょっとで弁べん当とう食べ終わるから後で」

「それどころやないんや！」

　問もん答どう無む用ようで栄えい太たの腕うでを摑つかむと、そのままぐいぐいと引っ張ぱっていく。

「あ！　まだ途と中ちゆうなのに！」

　そんな言こと葉ばを残して、栄太はさらわれていった。

「あの二人、ど～ゆ～関かん係けいなんだろうな。この前の追つい跡せき作さく戦せんは見事に失しつ敗ぱいしちまったし。おえ」

　思い出しただけで、タコ焼きが口から出てきそうな気がして、佃つくだ山やまはえずいた。

「ま、あの二人のことはど[image: ～][image: ～]でもいいか。今となっちゃパンツ鬼おにのネタも金にならないし」

「大だい丈じよう夫ぶかしら？　丸まる見みくん」

　そんな声が後ろから聞こえる。見ると、奈な音おんがとってつけたような心しん配ぱいそうな顔して立っていた。

「この間から何かって言うと丸見くんのこと引っ張りまわしてるようだし、もしかしたら何か弱みでも握にぎって利用してるんじゃないかしら？　関かん西さいから逃げてきたくらいだもの。きっと腹はら黒ぐろい女なのよ」

　と、奈音のポケットからピロリンピロリンという音が響ひびいてきた。

「あ、ごめんなさい」

　携けい帯たい電話を取り出す奈音。

「もしもし、あ、博ひろし。え？　高すぎるからまけろですって？　何言ってるのかしら？　あなたが二ふた股またも三股もかけてること、皆みなに広めたっていいのよ。どうなるかしら？　きっとすごいことになるわね。それが嫌いやならちゃんと口くち止どめ料りようを払はらうこと。いいわね」

「腹黒いのはどっちだよ」

　呆あきれ顔で、佃山は吐はき出す。それから、思い出したように言った。

「さてと」

　ニヤニヤと笑う佃山の視し線せんが、残された弁当箱ばこに向けられる。

「残されたままじゃ弁当が可愛かわいそうだな。どれ、俺おれが食べてやるか」

　残っていた何かのフライを持ち上げ、齧かじりつく。

「何のフライだろこれ？　粘ねばり強く、そして甘あまく、生なま臭ぐさく。まるで納なつ豆とうとチョコレートとシメ鯖さばを一いつ緒しよにしたような」

　齧った断だん面めんを覗のぞき込んだ佃山の表情が強こわ張ばった。フライの断面から見えていたのは、納豆とチョコレートとシメ鯖だった。

「おげ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　栄えい子こ母かあさんの作るお弁当は、慣なれていない初しよ心しん者しやが手を出すにはあまりにも危き険けんな代しろ物ものなのだ。
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　屋おく上じようへと登のぼる階かい段だんを、栄えい太たは引っ張ぱられていた。

　そこに来るまでに、何もしなかった訳わけじゃない。どうしたんだ？　とか、何があったんだ？　とかいろいろと質しつ問もんを飛ばしてはみたのだ。でも、何も答えは帰ってこない。

　どうやら、おかんむりなようだ。

　それも、ちょっとやそっとのおかんむりじゃない。すこぶるつきのおかんむりのようだ。

（はて？）

　栄太は神しん妙みように考え込んだ。

（何かルイさんに怒おこられるようなことしたっけな？）

　あれこれと思し案あんしたけれど、見み覚おぼえはなかった。

（まさか、前にパット入れろって言ってたことを今だに根ねに持ってるんじゃ？　で、怒いかりがぶり返して……）

　となると、屋上で行われることは簡かん単たんに想そう像ぞうできる。

　その①　服ふくを脱ぬぎます

　その②　鬼おにビキニの力で鬼になります

　その③　栄太をぶっとばします

（ひええええええええ！）

　栄太が素す敵てきに青ざめた頃ころ、屋上に到とう着ちやくする。いつもは弁べん当とうを食べる生せい徒とが数人いるのだけど、少し天気が悪いせいか、今日に限かぎって人の姿すがたはない。

　むんずと摑つかんでいた栄太の手を離はなすと、ルイはクルリと向き直った。大きな瞳ひとみで栄太を見上げる。

「エータくん！」

「ああ、ごめん。悪かった。もう決してそんなことは思ってないから。今のままでも十じゆう分ぶんだと思ってるから！」

　両りよう手てを合わせる栄太に、ルイがキョトンとする。

「エータくん。何言うてんの？」

「えっ、パットの怒りがぶり返したんじゃ…ないの？」

「？？？」

　ルイは目をパチクリさせる。どうやら貧ひん乳によう関かん係けいの怒りではなさそうだ。

　下手へたなこと口くち走ばしって墓ぼ穴けつを掘ほるのもマヌケだから、栄太はコホンと咳せきをすると、何食わぬ顔して尋たずねた。

「で、そんなに慌あわててどうしたの？」

「えらいことになってもうたんや！」

　元気一いつ杯ぱいにルイが叫さけぶ。

「エータくん。抱だきつき魔まって知っとる？」

「ついさっき聞いたとこだよ。何でも夜道で人に抱きついて病院送りにしてしまう困こまった通り魔」

「そうや、その抱きつき魔や。よりにもよって、うちのおとんが被ひ害がい者しやになってもうたんや！」

　語ご気きも荒あらく、ルイが続ける。

「さっき、警けい察さつから電話があったんや。おとんが被害にあって病院にいてるって。昨日きのうの夜、お祭まつりの屋や台たいの場所割わりに行ったきり帰ってこんと思っとったらそないなことになっとったんや！」

「大変じゃないか。お父さん大だい丈じよう夫ぶ？」

「それが、それが、よりもよって全ぜん治ち一ヶ月の大おお怪け我がなんや！　九時くらいに一いつ等とう地ちを当てたって電話してきたときは元気やったのに！」

　涙なみだすら浮かべているルイの姿すがたに、栄えい太たはほんの少し感かん動どうした。

（ああ、あんなにどつき回しててもやっぱりお父さんのことが大たい切せつなんだなあ。うんうん、美うつくしい親おや子こ愛あいだなあ）

　だけど、栄太が想そう像ぞうしてたのとはちょっと違ちがってたようだ。

「おかげで、せっかく一等地を当てたのに祭りに参さん加かでけへんことになってもうたんや！　せっかく大もうけできるチャンスやったのに。なんで抱きつき魔は祭りが終わった後にしてくれへんかったんや！」

「家か計けいが大切なんだな」

　ちょっと疲つかれたように、栄太は息いきを吐はき出した。

「ただでさえ火の車な我わが家の家計に降り注そそいだたった一ひと筋すじの光こう明みよう。それを無む残ざんにも消し去さった抱きつき魔。ゆるさへん。うちは絶ぜつ対たいに許ゆるさへん！」

　拳こぶしを握にぎり締しめてルイが言う。その瞳ひとみには炎ほのおがメラメラと燃もえ盛さかっていた。

　栄太は何だかちょっと嫌いやな予よ感かんがした。今後の展てん開かいが少しだけ予よ想そうできてしまったのだ。

「あ、そういえば次の授じゆ業ぎようは体育だったんだっけ。急いで戻らないと」

　すたすたと教室に戻ろうとする栄太の上うわ着ぎの裾すそが、むんずと捕つかまれる。

「エータくん。うちと一いつ緒しよに抱きつき魔やっつけてくれへん？」

　やっぱりそう来るかと、栄太は顔をしかめた。

「このままじゃ腹はらの虫むしがおさまらへんねん。な？　ええやろ？」

「いや、でもこういうことはやっぱり警察に任まかせた方がいいんじゃないかな？　噂うわさじゃレスラーとか相撲すもう取とりとか言うし、危あぶないんじゃないかな？」

　そう言った途と端たん、ルイはケラケラと笑い出した。

「何言うてんねん。うちらには鬼おにパンツと鬼ビキニがあるやん」

　自じ信しんたっぷりに、ルイは言う。

「鬼パンツと鬼ビキニの力で鬼になってまえば、レスラーや相撲すもう取とりだって負けへんで。指一本でちょんって押せばもうそれでＫＯや」

「確たしかにそうかもしれないけど……」

「お願ねがいや。エータくん」

　ルイが、栄えい太たの手を握にぎり顔を近づけてくる。はっちゃけオーラが強きよう烈れつすぎて忘れそうになるけれど、ルイは紛まぎれもなく可愛かわいいに分ぶん類るいされる顔かお立だちだ。こう近づけられると、慣なれてない栄太としてはちょっとドキドキしてしまう。

「うちら鬼おに友ともやないの。な？　な？　な？　な？　な？」

　関かん西さい人じん特とく有ゆうの押しの強さが炸さく裂れつだ。

「手て伝つだってくれたら、お礼れいはちゃんとするで。タコ焼きを腹はらいっぱい食べさせたる。あ、うちが持っとるお笑いのビデオあげたってええで。そや、遊ゆう園えん地ちでがっくりしとったようやし、うちがデートしたってもええよ」

「な、何を」

「ははは、それは冗じよう談だんや。とにかくお願い！　ほんまお願い！　お願いっちゅーたらお願い！」

　両りよう手てを合わせて、頼たのみ込む。ちなみに合わせた両手はすりすりとすり合わせていた。何だか神かみ様さまか仏ほとけ様さまにでもなったような気になってくる。

　諦あきらめたように、栄太は首を振った。

「分かったよ」

「おおきに！　おおきに！　エータくん！」

　再ふたたび栄太の手を握ると、ルイは上下左右にぶんぶんと振りたくった。

　それから、明後日あさつての方向に向かって啖たん呵かを切った。

「ふっふっふ、見とき。抱だきつき魔ま。家の家か計けいをおびやかした罪つみがどれぐらい重いか、身みを持って味あじわってもらうで！」

「こりゃ、骨ほねの一本や二本は確かく実じつだろうな」

　まだ見ぬ抱きつき魔に、栄太はほんのちょっぴり同どう情じようしたのだった。
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「タコ焼き、三パックおくれ」

「タコ焼き三パックやね。すぐ焼きあがるやさかいちょっとだけ待まっとってや」

　ルイが手て馴なれた手つきで鉄てつ板ぱんのくぼみに生き地じのタネを流し込んでいく。それからぶつ切りにしたタコを軽く突つき刺さすように入れていく。絶ぜつ妙みようなタイミングと鮮あざやかな手つきでくるくると回せばできあがりだ。

「エータくん。できたで」

「ほいほい」

　ルイがパックに入れたタコ焼きに、栄えい太たがカツオブシと青あお海苔のりを振り掛かける。お客きやくの注ちゆう文もんを聞いてソースとマヨネーズを調ちよう節せつするのも彼かれの仕し事ごとだ。

「おおきに、また来てな[image: ～][image: ～][image: ～]」

　ビニール袋ぶくろをぶら下げて去さっていくサラリーマンに、ルイは満まん面めんの笑えみで手を振る。

「いや[image: ～][image: ～][image: ～]、まさかこないに客が来るとは思わへんかったわ。あ、もうタコが少なくなっとるやん。急いで準じゆん備びせな」

　タッパーから下した茹ゆでしたタコを取り出すと、包ほう丁ちようで手て際ぎわよく切っていく。そんなルイに、栄太は尋たずねた。

「確たしか抱だきつき魔まをやっつける手て伝つだいで僕は呼ばれたと思うんだけど……」

　栄太は自分の格かつ好こうを見た。タコ焼き屋のカラフルは半はつ被ぴを着て頭にはねじり鉢はち巻まきなんぞをつけている。誰だれが見たって通り魔と対たい決けつするための格好じゃない。タコ焼き屋の格好だ。

「どうしてタコ焼きの屋や台たいなんか……」

「エータくん。これはいわゆる、カモフラージュって奴やつやで」

　ルイが分かってないな～とばかしに言った。

「堂どう々どうと張はりこんどったら抱きつき魔に警けい戒かいされてまうやないの。こうやってごく普ふ通つうのタコ焼き屋を演えんじることで、敵てきを油ゆ断だんさせるんや」

「だったら屋台だけ開いとけばいいんじゃないの？　本当に焼いたりしなくたって」

「何言うてんねん。タコ焼きを焼いてない屋台なんてまがいもんやないの。そんなもので敵の目を欺あざむける訳わけがあらへん！」

　さらに、熱ねつ気きを込めてルイは続ける

「それに、来てくれるお客さんをがっかりさせることになってまうやないの。そない気きの毒どくなことでけへん！」

　熱くそう言い切ってから、止めていた包丁を動かし始めた。

「ま、抱きつき魔が出たらすぐにでも飛んでくさかい。心しん配ぱいせんくてもええよ。あくまでこの屋台はカモフラージュなんやから。にふふ」

（本当にカモフラージュなんだろうか？）

　栄太は考え込む。

（さっきのにふふって笑いは、こんなにお客さんが来るなんて予よ想そう外がいだ。儲もうかって嬉うれしいなって笑いじゃなかったのか？）

　だけど、プルプルと首を横に振る。

（いや、そんなことはないか。お父さんが病院送りにされてるって時に、儲もうかって嬉うれしいなんて笑ったりしないだろ。うんうん）

「こんなもんやな」

　あらかた下した準じゆん備びを終わらせたルイが、背せもたれなしのパイプ椅い子すに腰こしを下ろす。それから、栄えい太たに向かってちょっぴり乙女おとめモードで言った。

「でも、エータくんってほんま優やさしいんやな。こんな夜中までうちに付き合うてくれるんやから。本当は最さい初しよから分かっとたやろ？　抱だきつき魔まなんて、鬼おにビキニの力を使えばうち一人でどうにかなるって」

　数すう秒びようの沈ちん黙もくの後、栄太はあって口を開けた。

（そーだよ！　別に僕ぼくが手て伝つだう必ひつ要ようないじゃないか！）

「せやけど、一人きりなんて退たい屈くつやし心細いやん。それでエータくんに声かけたんや。そこんとこはエータくんも分かっとったんやろ？」

　全ぜん然ぜんちっとも分かってなかった。もともとあまり物もの事ごとを深くは考えない質たちなのだ。

　それでも、ルイが誤ご解かいしてくれてるんならこのままにしといた方がいいから、栄太は口をもごもごさせて頷うなずく。

「ほんま、おおきに。エータくん」

　気き恥はずかしそうに、ペコリと頭を下げる。

　栄太の方が恥ずかしくなって、早はや口くちに言った。

「別にいいよ。どうせ家にいたってテレビ見てゲームやって漫まん画が読んで寝ねるだけだし。それに、屋や台たいの手伝いなんてなかなかできる経けい験けんじゃないし。お客さんが喜よろこんでくれるのは気持ちがいいよ」

「ホンマか？」

　乙女モードが終しゆう了りようした。始まったのは商人あきんどモードだ。

「だったら、お祭まつりの時に手伝いに来てくれへん？　もう一つ鉄てつ板ぱん借かりておとんとうちとで焼くんやけどそれでも追い付かんくらい忙しいんや。エータくんが今日みたいに手伝ってくれたらどんだけ助かるか分からへん。な、ええやろ？　バイト代だいはちゃんと払はらうで。な？」

　そのまま押しきられそうになりかける栄太だったけど、救すくいの主ぬしは現あらわれた。少々お酒さけを召めされたサラリーマンの方だ。

「お、こんな所でタコ焼きの屋台なんて珍めずらしい。しかも若わかいお嬢じようちゃんが焼いてるなんて驚おどろきだな。ヒック」

「父が、病院に入院していて、うちが働はたらかんと借しやつ金きんの利り子しすら払はらえんのです。このままやとうち、売られてまうんです。しくしく」

　噓うそっこで涙なみだなんか出ないから揚あげ玉だまを目の下にくっつけただけだ。

　でも、お酒を召されてるサラリーマンは、涙と揚げ玉の区く別べつがつかなかったようだ。だーだーと滂ぼう沱だしながら頷うなずく。

「大変なんだな。よし、おじさんの小こ遣づかいをはたいちゃおうじゃないか。二十箱ぱこばかし焼いてくれ」

「まいど、おおきに！」

　揚あげ玉だまを振り落とし、ルイは鉄てつ板ぱんに生き地じを流し込んでいく。

「にふふ」

　この世よの幸しあわせを凝ぎよう縮しゆくしたかのような笑え顔がおでタコ焼きを焼くルイ。

　と、その時だった。

『うぎゃああああああああああああああああああああああああ！』

　耳もつんざけとばかしの絶ぜつ叫きようが、遠くから響ひびいてくる。

「もしかして抱だきつき魔まじゃないか？　ルイさん！　早く行かなくちゃ！」

　慌あわてる栄えい太ただったけど、ルイはきっぱりと首を振った。（横に）

「残ざん念ねんやけど、うち行かれへんわ。タコ焼き二十箱焼かなあかんから」

「え！　屋や台たいはカモフラージュで抱きつき魔が出たら飛んでくんじゃ？」

「二十箱やで二十箱！　こんな注ちゆう文もん、そうそうあらへんのやで！　おとんの入にゆう院いん費ひやって稼かせがなあかんし、今うちがここを離はなれる訳わけにはあかんのや！」

　そう言うと、ルイは栄太にニッコリ笑って見せた。

[image: ]

「そういう訳わけやから、抱だきつき魔まの方はエータくんお願ねがい。鬼おにパンツがあれば軽いもんやろ？」

「マジで？」

「大マジや。ほな頼たのんだで。適てき当とうにやっつけて警けい察さつにでも突つき出しといてな。あ、もうひっくり返さな」

　くるくるとタコ焼きをひっくり返していくルイの表情は真しん剣けんそのものだった。その瞳ひとみにはタコ焼きしか映うつっていなかった。ついでに言えば頭の中もタコ焼きのことだけだった。抱きつき魔のことなんかもはや眼がん中ちゆうにないといった様よう子すだ。

　栄えい太たはやれやれと息いきを吐はき出した。

　何だか、自分がとてつもなく貧びん乏ぼうクジを引いたような気になったけれど、行かない訳わけにはいかないだろう。そうじゃないとこれから毎まい晩ばんタコ焼き屋や台たいの手て伝つだいをさせられる羽は目めになってしまう。

　栄太は服ふくに手をかけると、一ひと肌はだも二肌も脱いだ。そして屋台を飛び出す。

（確たしか悲ひ鳴めいが聞こえて来たのはこっちの方からだったぞ！　そんなに遠くじゃないはずだ！）

　くねくねとした住じゆう宅たく街がいの通つう路ろをひた走る。そして、道に倒たおれるサラリーマン風ふうの男を発見した。

「大だい丈じよう夫ぶですか！　抱きつき魔にやられたんですか！」

　慌あわてて駆かけ寄よると、男は息も絶たえ絶だえといった様よう子すで言こと葉ばを搾しぼり出す。

「い、痛いたい……」

　ガクリ。

　男の意い識しきが旅立ってしまった。

「ちょっと、起きてください。抱きつき魔はどっちに行ったんですか？」

　慌てて揺り動かしても、男の意識は戻ってこなかった。

　あんまりやりすぎて意識どころかもっと重じゆう要ような物まで旅立たれたらえらいことだから、栄太はそれぐらいにしておく。

「くそ、どこに逃げたんだ。抱きつき魔は」

　と、また別の悲鳴が聞こえてきた。しかもかなり近い場所から。

「ぎゃ───────！」

「こっちか！」

　全ぜん力りよくで悲鳴に聞こえた方向へひた走る。すぐに現場へと到とう着ちやくした。薄うす暗ぐらい路ろ地じ道みち、倒れるサラリーマン風の男。そして、前方の角かどを曲まがろうとしている人ひと影かげ。

「見つけたぞ！　抱きつき魔め！」

　謎なぞの抱きつき魔めがけて、栄太は走った。だけど向こうもさるものだ。なかなか距きよ離りを縮ちぢめられない。

「くそ、鬼おにパンツの力で鬼になってるってのに（ぜーはーぜーはー）それでも追いつけないなんて（ぜーはーぜーはー）なんて足の速はやい奴やつなんだ（ぜーはーぜーはーぜーはー）」

　このまま振り切られそうかに思われたけれど、光こう明みようが差さした。

「しめた！　ここはさっき通った道だぞ！」

　その道が、くねくねとしてはいるものの一本道だということを栄えい太たは覚おぼえていた。何とかして出口へ先回りしてしまえば、そこで待まち伏ぶせすることができる。

　その為ためには、ブロック塀べいを飛び越こえ民みん家かを突つっ切らなくちゃならないけど、鬼パンツの力で鬼となってる今ならそれぐらい造ぞう作さもないことだろう。

「てあ！」

　栄太は全ぜん速そく力りよくでブロック塀に向かっていく。そして、力いっぱいジャンプした。

「とりゃああああああああああああああああああ！！！」

　ブロック塀どころか民家をも飛び越え、そのまま夜空高く急きゆう上じよう昇しようしていき、やがて栄太は夜空に輝かがやく星ほしの一つとなる………ぐらいの意い気き込ごみだった。

　だのに、そうはいかなかった。

　星になるどころか最初のハードルさえ飛び越えられず、栄太はブロック塀に突っ込んでしまった。

　どべしゃ！！！

　迷まよいなく飛び込んだ分だけ、痛いたみもひとしおだった。

　ばったりと仰あお向むけに倒れた栄太は、かすれた息いきで呟つぶやいた。

「どう…して？」

　明らかにおかしなことだ。鬼パンツの力で鬼になってれば、たとえジャンプが失敗したとしてもブロック塀をぶち壊こわして栄太自じ身しんはダメージ０のはずなのに。

「ちゃんと全部服ふくを脱ぬいだんだから、鬼になってるよな」

　頭の角つのを確かく認にんしようと伸のばした手に、それは当たった。

　そして、栄太は気がついた。鉢はち巻まきを取り忘れてたっていう悲しい事じ実じつに。

　鉢巻一つついていても、鬼パンツの力は発動しない。つまり、生なま身みの状じよう態たいで走り回っていたことになる。そりゃ追い付けないはずだ。足の遅おそさは天てん下か一いつ品ぴんなのだから。

「あ[image: ～][image: ～][image: ～]ん、僕ぼくのバカ！」

　そして、栄太の意い識しきは旅たび立だった。

　ガックリ。
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　チクチクと刺し激げきしてくる光で、栄太は目を覚さました。

「う[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん」

　むっくりと起き上がる。チクチクと刺し激げきしてくる光の正しよう体たいは、カーテンの隙すき間まから差し込んでくる朝日だった。

　しばしぼーってしてから、栄えい太たはまたバタンと横になった。

「もう少し寝ねよ」

　ふかふかのベッドに体を埋うずめる。そのまま眠ねむりの世せ界かいに旅たび立だってしまいそうになるけど、そこでパッて目を開いた。

「ちょっと待まて。どうして僕ぼくはベッドに眠ってるんだ？」

　飛び起きて辺あたりを確かく認にんする。大きな部へ屋やのベッドの上に栄太はいた。高こう級きゆうそうな調ちよう度ど品ひんが置かれた部屋だ。

　自分が身みにまとっている寝ね巻まきも、すべすべとした肌はだ触ざわりで気持ちのいい生き地じでできている。家で着ているような上下セットで五百円の安やす物ものとはえらい違ちがいだ。

（確たしか、昨日きのうはブロック塀べいに激げき突とつして気き絶ぜつしたはずなのに。どうして目を覚ましたらこんなセレブな状じよう況きようになってるんだ？）

　腕うでを組んでう～んって考えるけれど、思い当たる可か能のう性せいとしては一つしかない。

「きっと夢ゆめだな」

　そう思うけれど、顔を動かすとピリピリと鈍にぶい痛いたみが伝つたわってくる。夢ならこんな風に痛くならないはずだ。

　そっと手を当てると、ガーゼが顔にはりついていた。ブロック塀に激突した時の傷を、誰だれかが手当てしてくれたようだ。

「う[image: ～][image: ～][image: ～]む」

　栄太がひたすら困こん惑わくしてる時だった。ドアがノックされ、上じよう品ひんそうな男性が入ってくる。

「お目め覚ざめになられましたか？」

「え、ああ。はい」

「着き替がえを持ってまいりました」

　真ま新しい服を、ベッドの脇わきのテーブルへと置く。

「着替えがおすみになられましたら大おお広ひろ間まへどうぞ」







　大広間は、想そう像ぞうしてた以上にゴージャスだった。天てん井じようにはシャンデリアがぶら下がっていて、壁かべには絵が飾かざられていた。大きなテーブルには真まっ白しろなテーブルクロスがかけられている。数人のメイドさんが、銀ぎん食しよつ器きを並ならべたりしていた。

「どうぞ」

　先さき程ほどの上品そうな男性が引いてくれた椅い子すに、栄太はぎこちなく座すわる。

「もう少々お待ちください」

「は、はあ」

　生なま返事をするだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

（何だここは？　黒くろ臼うす市しにこんな所があったのか？　映えい画がのセットなんじゃないか？）

　と、メイドさん達が広ひろ間まに入ってきた人物に向かって丁てい寧ねいに挨あい拶さつをする。

「お早うございます。すみれ様さま」

「お早う。今日もいい天気ですね」

　そう言いながら、テーブルへとやって来たのは、一人の少女だった。長いサラサラの髪かみの毛けの、実じつに上じよう品ひんそうな美び人じんだ。すぐ後ろを、高こう級きゆうそうな大おお型がた犬けんが一匹ぴき、ついて歩いている。犬けん種しゆは、グレートデンか何かだ。

「お早うございます。お嬢じよう様さま。どうぞ」

　男性に引いてもらった椅い子すに腰こしを下ろす。その動どう作さ一つとっても、洗せん練れんされていて優ゆう雅がに見える。

（もし全ぜん日に本ほんお嬢様コンテストってのがあったとしたら、この人が文もん句くなしに優ゆう勝しようなんだろうなあ）

　そんなことを考えている栄えい太たに、お嬢様は笑え顔がおで言った。

「はじめまして、とご挨拶した方がいいかしら？　私、出で織お屋やすみれと申もうします」

「あ、えっと」

　あたふたと慌あわてふためいてから、栄太はコホンと咳せき払ばらいする。

「僕ぼくは、丸まる見み栄太って言います」

　ペコリと頭を下げてから、栄太はおずおずと尋たずねた。

「あの、どうして僕はここにいるんでしょうか？」

「昨日きのうの晩ばんのことです」

　何だかずっと昔むかしのことでも思い出すように、すみれお嬢様は遠い目をした。

「夜中、私が休んでおりますと、セバスがワンワンと吠ほえているのが聞こえるじゃありませんか。私はガーディアンを羽は織おると、部へ屋やを出て玄げん関かんへと向かいました。するとセバスは家の扉とびらの前に立っていたのです。まるで、扉を開けてくれと言わんばかりに。少し庭にわを走り回りたいだけかと思い扉を開けると、セバスは家を飛び出し、門もんの隙すき間まをくぐって外へと出ていってしまいました。私は慌ててセバスを追いかけました。門を出て道を少し進んだ先、そこにあなたが倒たおれているのを見つけたのです。すぐに家の者を呼よび屋や敷しきへと運ばせました。お医い者しや様さまに来ていただいたところ、大たいしたことないだろうということで、一ひと晩ばんお休みいただいたのです」

　お嬢様の説せつ明めいが終わった。

「そうだったんですか」

　栄太は深ふか々ぶかと頭を下げた。

「ありがとうございました。見ず知らずの僕なんかを助たすけてくれて。しかも格かつ好こうが格好だから普ふ通つうだったら警けい察さつ呼よばれるとこなのに」

「セバスが、心しん配ぱいそうにあなたの顔を嘗なめているのを見て確かく信しんしたんです。この方は悪い方ではないって」

　栄えい太たは、すみれお嬢じよう様さまの隣となりに座すわる犬のセバスに感かん謝しやの視し線せんを向けた。

（ありがとう。セバス）

　でもそこでちょっと疑ぎ問もんに思う。

（はて、僕ぼくってそんなに動物に好すかれる質たちだったかな？　もしかしてセバスはソースの香かおりに惹ひかれただけなんじゃないか？　慣なれないタコ焼きの手て伝つだいで、顔や手にたくさんソースがついてたし…）

　十じつ中ちゅう八はつ九くそれなんだけど、それを言ったらいい話が台だい無なしになってしまう。せっかく誤ご解かいしてくれてるんだからこのまま誤解させとこうって栄太は決め込んだ。

「さ、お腹なかがお空すきでしょう。朝ちよう食しよくをどうぞ」

「あ、はい。いただきます」

　そう言ってから、栄太はゴクリと喉のどを鳴ならした。

（さあ、ここからが大変だぞ。マナーにそって食べないと叩たたき出されるかもしれん）

　前にテレビで見た洋食マナーを、栄太は必ひつ死しになって思い出した。




正しい洋食マナー　パンの食べ方

その①　手で一ひと口くちサイズにちぎる

その②　左手で持ち、右手でバターやジャム等とうをつけながら食べる




（よし！）

　パンを手に取った栄太に、メイドの一人が声をかける。

「パンには何をおつけになられますか？　バター、マーガリン、ジャムも十数すう種しゆ類るい用意してございます。何でもお好すきなものをおっしゃってください」

「はあ、それじゃイチゴジャムとバターと納なつ豆とうを……」

　緊きん張ちようしてたせいか、そんなことを口くち走ばしってしまう。

「あわわわ、違ちがうんです。間違いです！」

　慌あわてて言ったことを取り消そうとするけれど、

「何ですって！」

　すみれお嬢様が立ち上がった。

「今、ジャムとバターと納豆とおっしゃいましたね！」

（あ～、もうお終しまいだ！　そんな気持ちの悪い食べ方をする人は出ていけって追い出されるに違いない！　それならいい方で、警察に突つき出されてしまうかもしれん）

　絶ぜつ望ぼうする栄えい太ただったけど、事じ態たいは思わぬ方向へ転ころがり出す。

「なるほど、世せ間けんではそんな食べ方があったのですね。私、これまで知りませんでしたわ」

「え？」

「これは早さつ速そく試ためしてみませんと。納なつ豆とうを持ってきてください」

「はい、少々お待まちください」

　びゅうって出ていったメイドさんが、美うつくしいガラスの器うつわに入れた納豆を持ってくる。ミスマッチもいいとこだ。

「早まらないで！　家だけでやってる食べ方なんです！　特とく殊しゆなんですって！」

　栄太の声なんかちっとも聞こえてないという様よう子すで、すみれお嬢じよう様さまはパンを手に取った。上じよう品ひんにパンをちぎると、ジャムと、バターと、納豆をつけて口に入れる。

（本ほん格かく的てきに終わったな）

　栄太は今度こそ本当に絶ぜつ望ぼうした。

（さぞや不ふ快かいな顔になるんだろうな。それでトイレに駆かけ込むんだろうな。で、僕ぼくはここから叩たたき出されるって訳わけだ。いや、そうなったらいい方だぞ。あまりの味あじにお嬢様がひっくり返りでもしたら……）

　ぞぞぞと背せ筋すじが寒くなる。

（生きてこの屋や敷しきから出られないかもしれん）

　様さま々ざまな不安を胸むねに、すみれお嬢様に顔を向ける。幸さいわいなことに倒たおれてはいなかった。席せきも立っていなかったし、不快な顔もしていなかった。

　それどころか、キラキラと目を輝かがやかせている。

「実じつに日に本ほん的てきで素す晴ばらしいお味あじです」

「き、奇き跡せきだ……」

　驚おどろきのあまり、口をパクパクさせてしまう。

「海外のお父とう様さまやお母様にも手紙でお知らせしないと。世間ではこんな食べ方が流行はやっていると」

「いや、流行ってるんじゃなくて家だけなんだけど…」

「他には？　他には何かございますの？　おいしい食べ方が」

　すごく期き待たいしたような目で見つめられ、栄太はおおいに口ごもった。丸まる見み家けの食しよく文ぶん化かをもってすれば他にもいろいろとあるのだけど、それを言うのははばかられる。

　ジャムバタ納豆は受け入れられたものの、他のツワモノまでが受け入れられるとは限かぎらない。そんな奇跡がそうそう起こるはずがない。

「いや、それは？」

「お願ねがいです。教えてください！」

　すみれお嬢様の瞳ひとみは真しん剣けんだった。美び人じんにこんな瞳で見つめられたら、軟なん弱じやくな栄太の心は簡かん単たんに敗はい北ぼくしてしまう。

　ものすごく控ひかえめに、栄えい太たは声を絞しぼり出した。

「ハチミツ塩しお辛からとか、シメ鯖さばマーマレードとかあるけど…」

　結けつ論ろんを言うと、奇き跡せきは起こった。




　そ・し・て…




「まさか、ハチミツ塩辛とシメ鯖マスタードが受け入れられるなんてなあ。奇跡ってあるんだなあ」

　そんなことを呟つぶやきながら、栄太は朝の住じゆう宅たく街がいを歩いていた。朝ちよう食しよくをご馳ち走そうになった後、出で織お屋や家けをおいとましたのだ。家まで送ってくれるというのも丁てい寧ねいにお断ことわりした。そこまでしてもらったら申もうし訳わけなくてしょうがない。

「この服ふくや靴くつもくれるって言ったけど、いいのかな？　洗あらって返すかお金を払はらうかしないといけないんじゃないか。菓か子し折おりでも持ってお礼れいもかねて。でもあんなお嬢じよう様さまだからな。そんじょそこいらの安やす物ものの菓子折りじゃダメかもしれんぞ」

　う～むと考え込む。

（母かあさんにお菓子でも作ってもらおうかな。独どく創そう的てきな奴やつ。もしかしたら第三の奇跡が起こるかもしれないし）

　と、その時だ。

「エータくん！」

　そんな声と共ともに、ルイが姿すがたを現あらわした。目の下にすごいクマを作ってて、全ぜん身しんから疲ひ労ろう感かんがこれでもかってくらい漂ただよっている。

　ルイは栄太の肩かたをガシっと摑つかむと、早はや口くちに言った。

「どこに行ってたんや！　一ひと晩ばん中じゆう捜さがしてたんやで！」

「あっ」

　すっかりルイのことを忘れてしまってた栄太だった。

「タコ焼き二十箱はこ焼き終わってから急いでエータくんを捜したんやけどおらへんし。もしかして抱だきつき魔まに襲おそわれてもうたんやないか、連れ去さられてもうたんやないか、それで抱きつき魔の抱き枕まくらにでもされてもうたんやないか。そんなことを考えたらうちもう心しん配ぱいで心配で」

　そこで、安心したように息いきを吐はき出した。

「でも、良かったわ。エータくんが無ぶ事じで」

　思ってた以上にルイが自分のことを心配していてくれたことに、栄太はほんのちょっぴり感かん動どうした。

「ごめん。ルイさん。心配かけちゃって」

「ええんや。うちこそごめん。エータくんだけに危あぶないことさせてもうて」

　和なごやかな空気が、二人を包つつんだ直ちよく後ごだった。見るからに高こう級きゆうそうなリムジンカーがやって来ると、横で停てい車しやする。ウィーンと音をたてて窓まどが下がり中から顔を見せたのはすみれお嬢じよう様さまだ。

「栄えい太た様さま」

　にこやかに、お嬢様はおっしゃった。

「今朝けさは本当にありがとうございました。新しい味あじを教えてくださって。我わが家やの朝ちよう食しよくの定てい番ばんにするつもりです」

　すみれお嬢様はにこやかに微笑ほほえんだ。

「い、いえ。こっちこそ泊とめてもらってすみませんでした」

　栄太がペッコリと頭を下げる。

「いいえ、お気になさらないように。それでは失礼いたします。ヴァイオリンのお稽けい古こがありますので」

　会え釈しやくすると、またウィーンと音をたてて窓が閉まる。

　そして、リムジンは走り去さって行った。

「ヴァイオリンか。さすがお嬢様は違ちがうよなあ」

　しきりに感かん心しんする栄太の耳に、ルイの声が飛び込んでくる。それもすこぶるつきの険けん悪あくな声だ。

「ほ[image: ～][image: ～][image: ～]、うちが心配して一ひと晩ばん中じゆう捜さがし回ってる間、エータくんはあないな美び人じんの女の子の家にお泊とまりしてたんやな～。驚おどろきやわ[image: ～][image: ～][image: ～]。ほんま驚きや[image: ～][image: ～][image: ～]。驚きや[image: ～][image: ～][image: ～]。驚きやで[image: ～][image: ～][image: ～]」

　棒ぼう読よみなとこに、底そこ知しれぬ気き迫はくを感じる。

「いや、別に好きでそうした訳わけじゃなくてさ。抱だきつき魔まを追いかけててブロック塀べいにぶつかって気き絶ぜつしてたとこを、今の娘こが飼かってる犬いぬに見つけられてそれで」

「エータくん。噓うそつくならもうちっとうまい噓ついたらどないや？」

　ルイは栄太にビシって指を突つきつけると、確かく信しんを込めて叫さけんだ。

「鬼おにパンツの力で鬼になってるエータくんが、ブロック塀なんかに負まける訳あらへんやないの！」

「いや、それが鬼になってなかったんだ。うっかり鉢はち巻まきをつけっぱなしで行っちゃって」

「そないなこと、抱きつき魔を追いかけてる途と中ちゆうで普ふ通つう気づくやろ？」

「それが気づかなかったんだって」

「噓や！　もしそれがホンマやったらエータくんにはホンマもんのボケの神かみ様さまやで。そないなことあるはずがない。ボケの神様がそんじょそこらにいるはずがないんや！　数十万人に一人なんや！　せやからエータくんは噓ついてるんや」

　ルイが鼻をずずっとすすり上げた。

「エータくんのアホ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　そう叫さけぶと、ルイは明後日あさつての方向に走り去さっていった。

「あ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん！」

　そんな泣き声を響ひびかせながら。
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　丸まる見み家けの居い間まのソファーにて、栄えい太たはぐったりとしていた。

　ルイに誤ご解かいされたことが気がかりだってのもあるけれど、ぐったりしている一番の理り由ゆうは他にある。

「ボケの神かみ様さまか……」

　ルイに言われた言こと葉ばでちょっぴりへこんでしまってたのだ。

「いいや、そんなはずはないぞ。育そだった家か庭てい環かん境きようのせいでちょっぴり味み覚かくには問もん題だいあるかもしれないけど、他はいたって普ふ通つう人じんのはずだ。ボケの神様なんかであるはずがない」

　そう自分に言い聞かせてる時だ。買い物用のエコバックをぶら下げた栄えい子こ母かあさんが居間に入ってくる。

「あら、栄太。帰ってたのね」

　エコバックをテーブルの上に置くと、中なか身みを取り出す。

「あら、牛ぎゆう乳にゆう買ってきたつもりなのにこれ飲のむヨーグルトだったわ。まあ、油あぶら揚あげだと思って買ったら茶ちや色いろい台だい所どころスポンジじゃない。やだ、豆とう腐ふだと思ったらこれ石せつ鹼けん?!　豆とう乳にゆう石鹼って名前に騙だまされちゃったわね」

（いた[image: ～][image: ～][image: ～]、ボケの神様！）

　栄太は逃れようもない現げん実じつにはらはらと落らく涙るいした。すっかりお馴な染じみで麻ま痺ひしてたけど、栄子母さんのボケのレベルはただもんじゃない。ついこの間も、洗せん濯たく石鹼と粉こなチーズを間ま違ちがえるっていう偉い業ぎようを成なし遂とげてしまっている。

（ぼやぼやしてたら本当にボケの神様になってしまうぞ。何ってたって血ち筋すじはサラブレッドなんだから）

　これからは、これからは日々、いろんなことに注ちゆう意いして慎しん重ちようかつ冷れい静せいに状じよう況きよう判はん断だんを怠おこたることなく生きていくことを誓ちかいます。六月六日、丸見栄太

　そんな誓いを立てている栄太に、栄子母さんの声が届とどく。

「そうそう、栄太。あなた、お友達の家に泊とまるなら泊まるでちゃんと電話くれなきゃダメでしょ？」

　さすがにルイと一いつ緒しよに抱だきつき魔まを追いかけるなんて言えないから、友達の家に遊びに行くって栄子母さんには言ってたのだ。

「いろいろあったんだよ。一ひと言ことじゃ説せつ明めいできないくらい」

　そう答えてから、栄えい太たは思い出したように尋たずねた。

「母かあさん。ちょっと聞きたいんだけどさ、出で織お屋やさんって知ってる？　駅えき向こうの住じゆう宅たく街がいに豪ごう邸ていがあるんだけど」

「知ってるに決まってるじゃない」

　当とう然ぜんとばかしに栄えい子こ母さんが言う。

「昔むかしからの大おお地じ主ぬしで、出織屋貿ぼう易えきって会社を開いているわ。海外にいくつも支し社しやを持ってて、年ねん商しようウン百びやく億おくっていう優ゆう良りよう企き業ぎようよ」

「やっぱり、本ほん物ものだったんだなあ」

　しみじみと息いきを吐はき出す。

「ご主しゆ人じんも奥おく様さまもお仕し事ごとで家を留る守すにしてて、娘むすめさんだけが暮くらしてるらしいわ。もちろん、使用人はたくさんいるのでしょうけど。何だか寂さびしい話ね」

　ぺちゃくちゃと喋しやべりながら冷れい蔵ぞう庫こに買ってきた物を入れていく栄子母さん。うっかり石せつ鹼けんを入れてしまっているとこなんかが、さすがボケの神かみ様さまだ。

　と、ピンポーンというチャイムの音が聞こえてくる。

「あらあら、どなたかしら？」

　パタパタとスリッパの音を響ひびかせて、栄子母さんが玄げん関かんへと向かう。

「そっかあ、家族と一いつ緒しよには暮らしてないのか。そう言えば、お父さんもお母さんもいないみたいだったもんな。確たしかに寂しいかもしんないな」

　ポソっと呟つぶやく。

「ルイさんの誤ご解かいが解とけたら紹しよう介かいしてあげよっかな。ちょっとテンション高すぎるかもしれないけど、賑にぎやかになることは確かだから。それにルイさんだったらセバスも気に入るだろう。それこそもう全ぜん身しんを嘗なめ回すくらいに」

　自分で言ってて、何だか卑ひ猥わいに聞こえて、栄太はドキドキする。と、そんな時だ。

「栄太！」

　裂れつぱくした声とともに、栄子母さんが血けつ相そうを変えて飛んでくる。

「ああああああ、あんたが昨日きのう遊あそびに行って泊とまってきたのって、出織屋さんのお屋や敷しきなの!?」

「ちょっと違ちがうよ。確かに泊めてはもらったけど遊びに行った訳わけじゃなくて」

「あああああああ」

　栄子母さんは栄太の話なんか聞いちゃいなかった。あわあわとしてから、隣となりの仏ぶつ間まへ飛んでくと仏ぶつ壇だんの前に正せい座ざする。

「あなた。奥おく手てだとばかり思っていた栄太が、何と女の子の家に遊びに行ってお泊とまりしてきたそうよ。ルイさんっていい感じの女の子とも仲なか良よくしてるようだし、これで丸まる見み家けの将しよう来らいは安あん泰たいね」

「何を先さき走ばしったこと言ってるんだよ」

　やれやれと息いきを吐はき出す。

「でも、どうして母かあさんがそのこと知ってるの？」

「どうしてもこうしても、本人から聞いたのよ」

「本人って誰だれ？」

「出で織お屋やさんのお嬢じようさんよ」

「どこで？」

「玄げん関かんでよ」

「どこの？」

「そこのよ！」

　ビシっと指差す。

「この丸まる見み家けの玄関に来てるのよ！　出織屋さんとこのお嬢さんが！」







「突とつ然ぜんお邪じや魔ましてしまい、申もうし訳わけありませんでした」

　出織屋すみれが、畳たたみに三つ指をつくと深ふか々ぶかと頭を下げた。

「私、出織屋すみれと申します」

「出織屋家で雑ざつ務むをとりおこなっております、大おお久く保ぼと申します」

　大久保さんも、深く頭を下げる。

「こ、これはご丁てい寧ねいに」

　慌あわてて栄えい子こ母さんも頭を下げる。

「栄えい太たの母の栄子と申します。昨さく晩ばんは息子むすこが泊とめてもらったそうで」

「はい、こちらこそ勝かつ手てなことをしてしまったようで失しつ礼れいいたしました。本当ならお家に連れん絡らくするのが常じよう識しきなのですが」

「いえいえ、そんなことはちっとも気にしてませんよ。若い二人ですからそういうこともありかと。ええ、そうですとも」

「母さん、誤ご解かいしてるって」

「おほほ、でも驚おどろきました。うちの息子が出織屋さんのお嬢さんとお知り合いだったなんて」

「はい、こちらが勝手に栄太さんを連れてってしまったんですけど」

「あら、お嬢さんの方から。いえいえ、よろしいんですよ。それぐらい積せつ極きよく的てきな方が今の世よの中」

「だから、母さん勘かん違ちがいしてるってば」

　小声でチクチク言ったけど、舞まい上がってる栄子母さんには通じない。

「すみれさんはお幾いくつなのですか？」

「今年の冬で十七になります」

「あら、それじゃ栄えい太たと同じ高校二年生ね。学校はどちらに？」

「少し遠いのですが、白はく眉び女じよ学がく院いんに」

「まあ！　あの有ゆう名めいな？」

　すっかり話を弾はずませてしまう。

「実じつは、今日お伺うかがいしたのはお願ねがいがありまして」

　すみれの言こと葉ばに、栄えい子こ母かあさんが顔を明るくする。

「そんな改あらたまらなくても、もちろんＯＫですよ。こちらからお願いしたいくらいです。どうかうちの息子むすことお付つき合い…」

「母さん！　だからそんなんじゃないんだって！」

　さすがに母親の暴ぼう走そうに我が慢まんできなくなって、栄太が声を上げる。

「ごめん、出で織お屋やさん。続けて」

「はい、実は、お願いと言うのは」

　すみれは軽く息いきを吸すい込んでから、栄太に顔を向けた。そして、意いを決けつした様よう子すで言う。

「栄太様さま。我わが家やにしばらくお泊とまりいただけないでしょうか？」

　てっきり、服ふくを返してくれとか、出織屋家に泊とまったことは秘ひ密みつにしてくれとか、あったとしてもまた別のレシピを教えてくれとか、そんなお願いだと思ってたのに、思わず飛び上がってしまうくらいに驚おどろきの内ない容ようだ。口から心しん臓ぞうが飛び出るんじゃないかって思った。

「ええええええ！」

「ええええええ！」

　栄子母さんだってびっくりだ。口をパクパクさせてから、栄太に詰つめ寄よる。

「あ、あんた。そんなにも話が進んでるんだったらどうして母さんに話してくれないのよ！　同どう棲せいには同棲の準じゆん備びってものがあるのよ！」

「だ、ちょっと落ちつこう。落ちついて話を聞こう」

　多た分ぶんこの場で一番落ちついていない栄太が声を張り上げる。それから、すみれに顔を向けた。

「あの、どういうこと？」

「はい、実じつは……」

　口ごもるすみれに代わって、隣となりに控ひかえていた大おお久く保ぼさんが話し始める。

「抱だきつき魔まというものをご存ぞん知じでしょうか？」

「え、ええ。聞いたことはあります。最さい近きん出るようになった通り魔だとか」

「はい。実に困こまったことに、出織屋家の屋や敷しきの界かい隈わいによく出しゆつ没ぼつしているのです。今のところ家に押し入った等とうという話は聞きませんが、やはり物ぶつ騒そうではございませんか。そこで屋敷の警けい備びを固かためたいところなのですが、なかなかいいガードマンを雇やとうことができず困こまっていたのです」

「セバスが気に入ることが第だい一いち条じよう件けんなのですが、なかなか難むずかしく」

　すみれが首を横に振った。

「その点てん、栄えい太た様さまなら大だい丈じよう夫ぶです。セバスが必ひつ死しになって助たすける程ほどなのですから信しん用ようできます」

「つまり、栄太をお宅たくのガードマンにしたいと、そういうことですか？」

　栄えい子こ母かあさんがそう質しつ問もんする。

「いえ、そんな堅かた苦くるしいものではなく、ただ通とおり魔ま事じ件けんが解かい決けつするまでの間、屋や敷しきに滞たい在ざいしていただけないかと。それだけで安心できますので。やはりこんなお願ねがい失しつ礼れいすぎますでしょうか？」

「別に家の息子むすこで良よければいくらでも貸かし出しますけど……」

　栄子母さんが苦にが笑わらいを浮かべる。

「もしもの時にお嬢じようさんをお守まもりできるとは到とう底てい……」

「そこのところは、問もん題だいないかと思います。失礼ですけど丸まる見み様さまのことは調べさせていただきました」

　大おお久く保ぼさんが、脇わきに置いていた鞄かばんから一枚の紙を取り出した。

　栄太は思わず顔がん面めんがひきつった。だってそれは、あのパンツ鬼おにごっこの時に激げき写しやされた写しや真しんの載のる壁かべ新しん聞ぶんだったからだ。

「丸見様は、学校のイベントに乗じようじて不正な行おこないをしようとしていたボクシング部の方々を見み事ごとに撃げき退たいしたそうですね。尾お志し屋や高校のボクシング部は近きん隣りんでも有ゆう名めいな強きよう豪ごうです。それをたった一人で撃退してしまうのですから、大たいしたものです」

「栄太、あんたはど[image: ～][image: ～]してこういうことを母さんに話してくれないの！　ああ、後で額がくを買ってきて入れておかなくちゃ」

「栄太様。家へ来てくれますでしょうか？」

　不ふ安あん気げな顔で、すみれが栄太を見つめる。

（まいったな～）

　栄太は内ない心しんで呟つぶやいた。

（頼たよりにしてもらうのは嬉うれしいんだけど、でもルイさんに誤ご解かいされたままだし、やっぱり女の子の家にお泊とまりってのはあんまりいいことじゃないよ。あんな豪ごう華かなお屋敷だと緊きん張ちようして眠ねむれやしないし。ここは、お断ことわりするってもんだろうな。セバスがソース好すきってことをちゃんと話して）

　申もうし訳わけないけどごめんなさい。そう言おうと栄太が口を開きかけるけど、

「もちろんＯＫです！」

　栄子母さんが迷まよいもなく言い切っちゃうもんだから、栄太は思わず座ざ布ぶ団とんから滑すべり落ちそうになってしまう。

[image: ]

「母かあさん。そんな僕ぼくの意見も聞かずに？」

「何言ってるのよ！　ガールフレンドを守まもるのは男の務つとめでしょーが！」

「だから、ガールフレンドって訳わけじゃ…」

　やっぱり栄えい子こ母さんは栄えい太たの言こと葉ばなんか聞いてくれなかった。さっさと、すみれに顔を向けると、無む責せき任にんにも言う。

「ごめんなさい。栄太ったら照てれちゃってるのよ。早さつ速そく今こん晩ばんからでも行かせるから、安心してくださいね」

「ありがとうございます」

　深ふか々ぶかと頭を下げてから、すみれは栄太に顔を向けた。

「栄太様。本当にありがとうございます。断ことわられてしまうんじゃないかって不安で仕し方かたなかったんです。これで安心できますわ」

　潤うるんだ瞳ひとみで見つめられてしまい、栄太は何も言えなくなってしまう。女じよ性せい免めん疫えき力りよくがないってものだ。

（何だか、とんでもないことになっちゃったぞ）

　内ない心しんで、栄太は呟つぶやいた。




　　　　　７




　目の前の真まっ白しろな皿さらの上には、ほんのりピンク色の魚が載のっていた。乳にゆう褐かつ色しよくのソースがかかっていて、プンとハーブの香かおりが漂ただよってくる。

『魚のソテー、ハーブソースです。北ほつ海かい産さんの新しん鮮せんなサーモンが手に入りましたので』

　料りよう理りを運はこんでくれたメイドさんがそんな説せつ明めいをしてくれた。

　味あじは申もうし分ぶんなかった。二、三口食べたけれど、口の中でさらりと崩くずれる焼き加か減げんといい、柔やわらかな味わいのソースといい完かん璧ぺきだ。

　それでもどうにも食しよくが進まない理り由ゆうは、ナイフとフォークに悪あく戦せん苦く闘とうしてるからだ。

（さすがに箸はしをくださいってのは恥はずかしいかな。だったらこのフォークをぶっ刺さしてまるかぶりにしよっかな）

　でも、思いとどまる。その食べ方が流行はやりだと誤ご解かいされたりなんかしたら困こまってしまう。

　あれこれと考えてる栄えい太たに、向かい側がわに座すわっていたすみれが心しん配ぱいそうに声をかける。

「あの、栄太様さま。もしかしてお口に合いませんか？」

「いや、そんなことはないです。とってもおいしいです」

　慌あわててナイフとフォークを当てた途と端たん、白しろ身み魚ざかなが皿から飛び出した。ソテーにされてもなお元気な舌したビラメだ、さすが新しん鮮せんだっただけのことはある。

「あちゃ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　思わず顔をしかめる栄太に、すみれはクスリと笑って見せる。メイドを呼よぶと何かを囁ささやいた。

　しばらくして、新しい料理と、一いち膳ぜんの箸が運はこばれてくる。

「ありがとうございます」

　ちょっと照てれくさそうに笑ってから、栄太は箸で新しい魚をつまみあげた。そのままかぶりつく。気き楽らくになったせいか、さらにおいしく感じられた。

（こんなことなら、さっきメイドさんに持ってかれちゃった魚も食べときゃ良かったな。もう一回持ってきてもらおうかな？　テーブルに落っこちたくらい気にしませんからって言って。さすがにちょっといじ汚きたないかな？）

　言おうか言うまいか考え中の栄太に、すみれが改あらためて頭を下げる。

「栄太様。今日は本当にありがとうございました。無む理りなお願ねがいをきいてくださって」

「え、ああ。別にいいんですよ。昨日きのうの夜に助たすけてもらったお礼れいをしなくちゃって思ってたし」

　八はち割わりがたは流れで引き受けてしまったけど、お礼をしたいと思ってたのも事じ実じつだ。

「頼たよりないかもしれないけど、精せい一いつ杯ぱいガードマンやります」

「そんな気き負おわなくていいんですよ。栄太様がいてくれるだけで私は安心ですから」

　真ま顔がおでそう言われてしまうと、何だか妙みように照れくさくなってしまう。

「無む理りして滞たい在ざいしていただくんですもの。何かご要よう望ぼうとかありましたら遠えん慮りよなくおっしゃってくださいね」

　その言こと葉ばに、栄えい太たは考える。

（そうだなあ。ダメかもしんないけど、言うだけ言ってみようかな）

　おずおずと、栄太は要望を口にした。

「もし良よかったらでいいんですけど、さっきの魚、持ってきてもらってもいいですか？」

「何ですって！！！」

　すみれが血けつ相そうを変える。

「あああ、冗じよう談だんです冗談。さすがにそんな、バッチいですよね」

　両りよう手てを振ふり回しキャンセルしようとする栄太だったけど……。

「栄太様さまには量が少なすぎたのですね。大変失しつ礼れいいたしました。そんなことにも気づかず。すぐに用意させますわ」

　メイドに二、三言囁ささやく。了りよう解かいいたしましたと頷うなずくと、メイドが大おお広ひろ間まを出て行った。

　それから、しばらくの後。

「大変お待またせいたしました！」

　メイドが四人がかりで持ってきた巨きよ大だいな皿さらが栄太の目の前置かれる。皿の上に載のっているのは、一ひと抱かかえもあるような巨大なサーモンだ。もちろんきっちりと料りよう理りはされているけれど、その大きさは問もん題だいだ。大問題だ。

　最初、ギャグだと思った。いじ汚きたないこと言ったから皮ひ肉にくをこめたいやがらせなのかもとも思った。

　でも、そうじゃなかった。すみれも、メイドさん達も、いたって真ま面じ目めだった。きっと厨ちゆう房ぼうのシェフだって真面目なのだろう。

「肉料理も栄太様の分はたっぷりにしてもらうよう伝つたえました。お腹なか一いつ杯ぱい食べてください」

　にっこり微笑ほほえまれてしまうと、いくら何でも大きすぎるとか、加か減げんを知らないのかよとか、そういったことが言えなくなってしまう。

「はっはっは」

　ぎこちなく笑ってから、栄太は両りよう手てを合わせて叫さけんだ。

「いただきます！」




　そ・し・て…




「う[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん」

　ふかふかのベッドに、栄太は仰あお向むけに倒たおれこんでいた。服ふくの上からも分かるくらいにお腹がぽっかりと膨ふくらんでいる。

　巨きよ大だいサーモンを何とか完かん食しよくした後には、座ざ布ぶ団とんみたいなステーキが出てきた。その後には山盛もりのイセエビが出てきた。さらにデザートには丸まるごとのケーキが出てきた。

　すみれの笑え顔がおパワーで全部平らげたものの、もうお腹なかはパンクしそうだ。

「う[image: ～][image: ～][image: ～]ん、いくら待まってもちっとも楽らくにならないぞ。あ、そうだ」

　ベッドの下に放り出しておいたスポーツバッグに手を伸ばす。栄えい子こ母かあさんが積つめてくれた荷に物もつだ。

「息子むすこがお泊とまりって言うんだから、胃い薬ぐすりくらい荷物に入れといてくれるだろ」

　チャックを開くと、中に手を突つっ込む。

　木もく製せいバットが出てきた。

　金きん属ぞくバットも出てきた。

　ボクシングのパンチグローブが出てきた。

　どこぞの温おん泉せん場じようのマークの入った木ぼく刀とうも姿すがたを現あらわした。

　さらにアイロンも出てきた。

「何だ、手紙が入ってるぞ」

　中に入ってた便びん箋せんを、栄えい太たは開いた。

『これ使ってすみれさんをしっかり守まもるのよ。母さんより』

「だからガールフレンドじゃないってのに。それにアイロンで何しろってんだよ。母さんの中ではアイロンは武ぶ器きって分ぶん類るいされてるのか」

　さすが天てん然ねんだと、栄太はため息いきを吐はき出す。

「普ふ通つうなら入ってる着き替がえとか歯はブラシとかタオルとか、そういったもんが入ってないことは気にしないようにしよう。今は薬。薬が必ひつ要ようなんだ。胃薬さえ入ってたらアイロンのことだって軽く流してみせるぞ」

　そう宣せん言げんし、スポーツバックをひっくり返す。すると薬やつ局きよくの紙かみ袋ぶくろがボトっとベッドの上に落っこちた。

「これだよ！　こいつを待まってたんだよ」

　早さつ速そく袋ふくろの中を開けてみるけれど……。

　眠ねむ気け覚ざましドリンク×30本

　だった。

　それ以外の物は一いつ切さい入ってなかった。

「徹てつ夜やで見み張はれっていうことか」

　がっくしと、栄太は脱だつ力りよくした。そしてまたベッドの上に倒たおれる。

「う[image: ～][image: ～][image: ～]ん、お腹苦くるしいお腹苦しい、お腹が苦しいよ[image: ～][image: ～][image: ～]」

　と、部へ屋やがノックされる。

「失しつ礼れいいたします。丸まる見み様さま」

　入ってきたのは大おお久く保ぼさんと、屋や敷しきのメイドさん達だ。

「必ひつ要ようかと思い持ってまいりました」

　大久保さんが差し出したお盆ぼんには、胃い薬ぐすりの小こ瓶びんと、水の入ったグラスが載のっかっていた。

「あ、ありがとうございます！」

　両りよう手てを合わせて感かん謝しやしてから、栄えい太たは胃薬を口にふくみ水で飲のみ下くだす。何だかスーって楽らくになるような気がした。

「ふう、これで一ひと息いきつけるよ」

　改あらためて御お礼れいを言おうと大久保さんに顔を向けた栄太だけど、思わずギョってしてしまう。

　大久保さんが泣いてたからだ。

　しかもそんじょそこらの泣きっぷりじゃない。涙なみだがダバダバと流れている。まるで水道の蛇じや口ぐちを全ぜん開かいにしたようだ。

　しかも大久保さんだけじゃなかった。メイドさん達も同じように泣いていた。皆みなして水道の蛇口は全開だ。

「わ、わ、どうしちゃったんですか？」

　何か悪い病びよう気きでも流行はやってるんだろうか？　そんなことを考える栄太に、一いち同どうは深ふか々ぶかと頭を下げた。

「ありがとうございました！」

「え？」

「すみれお嬢じよう様さまのお世せ話わをさせていただくようになってから早はや、十五年。あのような楽しそうなお顔をなさっているのは初めてでございます。これも皆、丸まる見み様さまのおかげ。使用人一同、心よりお礼れいを申もうし上げます！」

　見み事ごとなハモリ声で、お礼が飛んできた。

「ご両りよう親しんが仕し事ごとで家を留る守すにしがちで、すみれお嬢様はいつも寂さびしい思いをしておりました。学校でも、お嬢様の美び貌ぼうや裕ゆう福ふくさをねたんでかなかなかよい学がく友ゆうに恵めぐまれず。遊あそび相あい手てと言ったらぬいぐるみばかりで」

　大久保さんが盛せい大だいに鼻をすすり上げる。

「夜中のアレも、そんなお寂しい反はん動どうでございましょう。ううう、どうか、通とおり魔まの一いつ件けんが片かた付づいた後でも、すみれお嬢様と仲なか良よくしてあげてくださいまし」

「はあ、別にいいですけど」

「ありがとうございます！」

「元気のいい友達を紹しよう介かいできたらなって思ってましたし。きっと仲良くなれるだろうから」

「なんと、そんなことまで考えておられてくれるとは」

　一同、また栄太に平へい身しん低てい頭とうした。

（まいったなあ。何だかこっちが恐きよう縮しゆくしちゃうよ）

　居い心地ごこちの悪そうな笑えみを浮かべてから、栄えい太たは話わ題だいを変えようと口を開いた。

「ところで、夜中のアレって何なんですか？」

「そ、それは！」

　大おお久く保ぼさんがダイナミックにのけぞった。

「まあ、丸まる見み様さまでしたらお話してもよろしいでしょう。ただし、このことは他た言ごん無む用ようでお願ねがいしますぞ」

「あの、そんな重じゆう要ようなことだったら別に話してくれなくても…」

「実じつはお嬢じよう様さまには……」

　辞じ退たいしたにもかかわらず、大久保さんが語かたり出してしまう。もう感かん情じようが入っちゃってたから止めるのはムリっぽい。

「奇き妙みような寝ねぼけグセがあったのです。夜中に屋や敷しきの中を歩き回り、使用人に抱だきつくというクセが」

「何だ、そんなことですか」

　可愛かわいいクセじゃないかと息いきを吐はき出す。

（でも、夜に抱きつくってまるで抱きつき魔まみたいだな）

「使用人一同でお金を出し合って、大きな虎とらのぬいぐるみをプレゼントしたところ、そのぬいぐるみを抱き枕まくらにすることで満まん足ぞくなさったのか、もう出で歩あるくことはなくなったのですが」

「虎が好すきなんですか？」

「はい、小さな頃ころに動物園で虎の子供を触さわらせてもらってから、お嬢様は無む類るいの虎好きになりまして」

　目を細めて、大久保さんが言った。

「トラ柄がらのパジャマを愛あい用ようしている程ほどです。そう、丸見様が穿はいていたパンツのような」

「僕が穿いていたパンツのような……パジャマを愛用してるって？」

　栄太はつい聞き返す。

「はい、二週間程ほど前のことでしょうか？　たまたま私が訪おとずれたトネガワという店で、トラ柄のパジャマを見つけたのです。古ふる着ぎ屋やでしたのでさすがにお嬢様にとは思いませんでしたが、話の種たねにはなるかと思い買ってお嬢様にお見せしたのです。そうしたら思いの他お気に入りになられて、それ以い降こう、愛用なさっているようです」

「そう言えば、ちょうどその頃でしたよね。お嬢様のぬいぐるみが破は裂れつして綿わたが飛び出してしまったのって。もうすぐ修しゆう理りが終わって返ってくるでしょうけど」

　メイドさんから、そんな証しよう言げんが漏もれる。

（待まてよ、ちょっと待ってくれよ）

　嫌いやな予よ感かん満まん載さいで、栄太は眉まゆをひそめた。

（トラ柄のパジャマを使い始めた頃に、抱き枕にしてたぬいぐるみが破裂して…謎の抱きつき魔まが現あらわれ始めたのも確たしか同じ頃ころで…さらに、そのトラ柄がらパジャマを売ってたのは、僕ぼくの鬼おにパンツにルイさんの鬼ビキニを売ってたあのトネガワだってことは……）

「すみません！　出で織お屋やさんの部へ屋やは？」

「お嬢じよう様さまの部屋なら三階の突つき当あたりですけれど、もうこの時間はお休みになられてるはず」

「大変だ！」

　栄えい太たはお腹なかが苦しいのも忘れてベッドから飛び出した。部屋を飛び出し、階かい段だんを駆かけ上がる。教えられた扉とびらをドンドンと叩たたく。

「出織屋さん！　出織屋さん！」

　返事はなかった。思いきって扉を押す。

　開いた扉の向こうには、暗くら闇やみが待まち構かまえていた。手て探さぐりで電気のスイッチを探し押す。

　照てらし出されたのは、お洒落しやれで可愛かわいらしい調ちよう度ど品ひんの置かれた広い部屋。部屋の窓まどは開いていた。吹ふき込んでくる風にピンクのカーテンがひらひらと揺ゆれている。

　そして、ベッドはもぬけの空からだった。

「遅おそかった…か」

　首を振ってから、栄太は決けつ意いを込めて頷うなずいた。

「これ以上、出織屋さんに罪つみを重ねさせる訳わけにはいかない！　僕が止めなくちゃ！」

　一ひと肌はだも二肌も、比ひ率りつ的てきに見れば九肌くらい脱ぬいだ。
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「エータくんのアホ」

　ルイはいまだに腹はらを立てていた。

　そして、タコ焼きを焼いていた。

　場所は前日と同じ場所。もちろんナゾの抱だきつき魔まを捕つかまえるためだ。

「こうなったら、うちだけで抱きつき魔を捕まえてやるんや。そしてエータくんの前で言ってやるんや。エータくんなんかおらへんくても抱きつき魔なんて軽く捕まえられたで！　ちっとも寂さびしいこともあらへんかったんやでって」

　はっはっはっはっはってカラ笑いを響ひびかせてから、ルイはがっくりと肩を落とした。

「なんやむなしい」

　そして、タコ焼きがこげているのに気がついた。

「あ、あかん！　こげてもうた！」

　慌あわてた拍ひよう子しに、ひじがタコ焼きの生地を入れたボールに当たってしまった。タコ焼きをひっくり返すどころか、ボールがひっくり返ってしまう。どろっとした生き地じが飛び散ちり、もうえらいこっただ。

「あちゃ[image: ～][image: ～][image: ～]、やってもうた」

　ぴしゃりと、ルイはおでこを叩たたいた。

「これもみんなエータくんのせいや」

　すかさず栄えい太たのせいにした。責せき任にん転てん嫁かもいいとこだ。

「エータくんがうちに内ない緒しよであないに美び人じんの娘この家にお泊とまりしたのが悪いんや。ちゃんと教えてくれればうちかてちゃんと応おう援えんしたったのに……」

　でも、続けた。

「きっと、応援したったのに……」

　でも、自じ信しんがなくなってきた。

「多た分ぶん、応援したったのに……」

　考えれば考える程ほどに応援したくなくなってきたもんだから、ルイは強く首を振った。

「とにかく、あないな噓うそつくようなエータくんなんて知らんわ。しばらく教室にも遊あそびに行ってやらんようにせよ。向こうから謝あやまってきて全部話してくれるまで」

　ルイはそう言い切った。と、タコ焼き屋の屋や台たいの前に、サラリーマン風ふうの男が姿すがたを現あらわす。昨日きのう、ルイの三さん文もん芝しば居いに騙だまされて二十箱ぱこ買ってったおじさんだ。

「ヒック、おや、お嬢じようちゃん。今日も商しよう売ばいしてるのかい？　ヒック」

　昨日と同じように、今こん晩ばんもお酒さけをたしなまれていい具ぐ合あいに酔よっ払ぱらってくれているようだ。

（チャンスやわ）

　ルイの瞳ひとみがキラリと光った。

「はい、そうなんです」

　薄はつ幸こうそうな雰ふん囲い気きを意い識しきしながら口を開く。

「父が、事じ業ぎように失しつ敗ぱいして、莫ばく大だいな借しやつ金きんができてもうたんです。このままでは父と二人で二、三十年ばかしマグロ漁ぎよ船せんに乗のらなあかんのです。しくしく」

　昨日と設せつ定ていが変わってたりしたけど、涙なみだは引き続き揚あげ玉だまだったけど、それでもサラリーマンは信しんじてくれた。

　昨日と同じようにだーだー滂ぼう沱だしながら頷うなずく。

「大変なんだなあ。よし、出たばっかのおじさんのお給きゆう料りようをはたいちゃおうじゃないか。三十箱ばかし焼いてくれ」

「まいど、おおきに！」

　薄幸なんてぶっ飛ばして、ルイは腕うでまくりすると猛もう然ぜんとタコ焼きを焼き始めた。

「ところで、今日は一いつ緒しよじゃないのかい？　ボーイフレンド」

「ボーイフレンド？」

「昨日一緒に働はたらいとったじゃないか。ヒック」

「あ、あんなのボーイフレンドやない。それどころかクビやクビ！」

　ルイが口く調ちようを強めて言う。

「そっか、クビか」

　アルコール交まじりの息いきで、サラリーマンは呟つぶやいた。

「そうだろうな。あんな趣しゆ味みの悪いパンツ姿すがたで、道路で眠ねむるような奴やつだもんな。そりゃークビにした方がいいんだろうな。ヒック」

「ちょい待まち！」

　タコ焼きを焼くルイの手が止まった。こげるのもおかまいなしにサラリーマンに尋たずねる。

「どーゆーことや？」

「どういうことって、おじさんがタコ焼きの入ったビニール袋ぶくろぶら下げて家に帰る途と中ちゆう、道路で転ころがってるのを見たんだよな。ブロック塀べいの前にゴロンと大だいの字じになってるとこ。ヒック、起こしてあげようと体を揺ゆさぶったりもしたんだけど、うんともすんとも言わないし、参まいっちゃったよ……って、何か香こおばしい香かおりが」

　タコ焼きはこげていた。もはや真まっ黒くろなボールだ。

「ちょ、ちょっと！　こげてるじゃないか」

　ルイは何も答えなかった。聞こえていないようだ。

「何だよ。ヒック、せっかく買ってあげようと思ってたのにヒック。そんなタコ焼きはいらないよ」

　ぷりぷっりと怒おこりながら、サラリーマンがその場ばを離はなれていく。

「どういうことや？」

　ルイは思し考こうを張はり巡めぐらせた。

「鬼おにパンツの力で鬼になっとったらあのおじさんがエータくんのこと覚おぼえとるはずがない。つまり、道路でひっくり返ってる時、エータくんは鬼になってへんくて、つまりそれは昨日きのうエータくんが言うとったことはホンマやったっちゅーことで」

　両りよう頰ほおに手を当て、ルイはひゃ[image: ～][image: ～][image: ～]って声を上げた。

「うちの勘かん違ちがいやったわ。エータくんに悪いことしてもうたな」

　でも、言こと葉ばとは裏うら腹はらに顔は晴はれやかだったりする。

「そうやな～。あのエータくんがそない簡かん単たんに女の子と仲なか良よくなって家に泊とまりに行くなんてことあらへんもんな。ましてやあないな美び人じんやし。ブロックに頭ぶつけて倒たおれとったとこを助たすけてもろただけやったんやな」

　ニコニコして言う。

「それにしても、ずっと頭の鉢はち巻まきに気がつかへんかったやなんて……」

　ルイは、生き真ま面じ目めな顔で呟つぶやいた。

「エータくんってホンマもんのボケの神かみ様さまやもしれへんな。十万人に一人の逸いつ材ざいや」

　と、屋や台たいの前を肌はだ色いろの誰だれかがすごいスピードで走り去さって行った。

　あんなにも肌色で街まち中じゆうを走り回れるのは、陸上経けい験けんのある変へん質しつ者しやを抜ぬかせば彼しかいないだろう。

「エータくん！！！」

　ルイが声を飛ばすと、肌はだ色いろの人物が戻ってきた。

　キラリと光るトラジマパンツ、そして頭から突つき出した二本の角つの。紛まぎれもなく鬼おにとなった栄えい太ただ。

「ルイさん！　今日も屋や台たい出してたんだ。急いでたから気がつかなかったよ」

　真ま横よこを通り抜けていながらタコ焼きの屋台に気がつかないなんて……。

（さすが、ボケの神かみ様さまやわ）

　しきりに感かん心しんしてから、ルイはペッコリと頭を下げる。

「ほんまごめん！　うちの勘かん違ちがいやったわ！　エータくんは噓うそついてなかったわ！」

　さらに、感動したように続ける。

「しかも、うちにあないなこと言われてたのにもかかわらず、抱だきつき魔まを捕つかまえる手て助だすけしに来てくれるなんて」

「そうだよ！　それなんだよ！」

　急き込んで、栄太は言った。

「抱きつき魔の正しよう体たいが分かったんだ！　抱きつき魔は出で織お屋やさんだったんだ！」

「出織屋？」

「リムジンに乗のってたあの女の子だよ！」

　経けい緯いを説せつ明めいしようと栄太は試こころみる。

「今こん晩ばんから彼女の家に泊とまることになってたんだ。そしたら……」

「なんやて！」

　ルイが吠ほえた。

「どういうことやそれ。詳くわしく聞かせてもらわなあかんわ！」

「そんなとこに食いつかれても困こまるよ。とにかく結けつ論ろんから言うと…」

　すうって息いきを吸すい込んで、栄太は叫さけぶようにして言った。

「抱きつき魔は、鬼パジャマを着た出織屋さんだったんだ！」

「なんやて！　鬼パジャマやって！」

　ルイが素すっ頓とん狂きような声をあげる。

「ビキニやパンツの他に、パジャマまであったんか!?　何でもありなんやな」

「執しつ事じさんがトネガワで買ったって言ってた。ちなみに僕ぼくのパンツも母さんがトネガワで買ってきたものなんだ」

「トネガワ、トネガワ、そうや！　確たしかおとんがビキニを買ってきたのも確かそんな名前の店や言うとった！」

　ルイがあちゃーって顔をした。

「うかつやった。パンツやビキニの他にもこないに面おも白しろいもんがあったなんて。まだ売れ残ってるもんがあるかもしれへんし、早さつ速そく行って買かい占しめなあかんな！」

「僕も同どう意い見けんだよ。こんな物ぶつ騒そうなもんが物騒な人の手に渡わたったらえらいことになっちゃうし。でも今は出で織お屋やさんを何とかしないと！　新あらたな被ひ害がい者しやが…」

　ぎゃあああああああああああああああ！

　そんな悲ひ鳴めいが夜の静しずかな住じゆう宅たく街がいに響ひびき渡わたる。

「ああ、早さつ速そく最初の犠ぎ牲せい者しやが！　こうしちゃいられないよ！」

「そうやな。よし、うちも行くで！」

　ルイが服ふくに手をかけるとさっさと脱ぬぎ捨すてる。ババンと現あらわれるトラジマの鬼おにビキニ。そして、頭からはニョッキリと角つのが飛び出した。

「ほな行こか！」

「うん」

　二に匹ひきの鬼は、走り出した。
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　黄色と黒のトラジマ模も様よう、そんな個こ性せい的てきなパジャマを着た少女が、夜の街まちをふらふらと歩いていた。

「むにゃむにゃむにゃむにゃ」

　出くわす人だってまさかそんなパジャマ姿すがたの女の子が抱だきつき魔まだなんて思わないからさほど警けい戒かいもしない。

「お嬢じようさん、どうしたんだ？　こんな夜にパジャマで出歩いたりなんかしたら危あぶないよ」

　なんて歩あゆみ寄よったら最後。

　うぎゃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！

　今こん晩ばん六人目の被害者の悲鳴が響き渡った。

「むにゃむにゃむにゃ」

　さらにすみれが足を進めようとした時だ。

「そこまでやで！　抱きつき魔！」

　そんな声とともに、やってくるビキニ姿の娘むすめがいた。ルイだ。

「出織屋さん！　目を覚さますんだ！」

　栄太も追おっ付つけ駆かけつけてくる。

　でも、すみれには通じなかった。だって寝ねぼけてるのだから。

「あらあら」

　クスクスとすみれは笑った。

「私と遊あそんでくれるんですね[image: ～][image: ～]。嬉うれしいです～。一いつ緒しよに遊びましょ～」

[image: ]

　そう言うと、両りよう手てを広げて飛び込んで来る。

「うわっち！」

　二人が避よけた先にあるブロック塀べいに、すみれは頭から突つっ込んでいった。普ふ通つうなら頭をぶつけて終わるところだけど、そこは鬼おにパジャマの力。ブロック塀を壊こわして突き進む。

「逃げるなんてひどいです～。私と遊あそんでください～」

　かすり傷きず一つおわずに姿すがたを現あらわす。

「エータくん。この娘こ何言うとんのや？　遊んでくれとか何とか」

　不ふ可か解かいそうに小こ首くびを傾かしげるルイに、栄えい太たは説せつ明めいした。

「出で織お屋やさんには、寝ねぼけて人に抱だきつくクセがあるんだ」

「寝ぼけてるやと？　つまり、たまたま鬼パジャマ着てたから大変なことになってもうただけで、本人はただ寝ぼけて人に抱きついとるだけなんか？」

　呆あきれたように、ルイは息いきを吐はき出した。

「そないなことなら、警けい察さつに突き出すって訳わけにもいかへんな。ここで警察に恩おんを売って屋や台たいの出しゆつ店てん許きよ可かを出やすうしてもらう計けい画かくやったのに」

「そんなこと思ってたのか」

　ちょっと呆あきれて首を振る栄太。

「しかしまー、寝ぼけてるだけってなら話は早いわ。ようは起こせばええんやろ」

　ルイがポキポキと拳こぶしを鳴ならす。

「あの、ルイさん。いくら鬼おに同どう士しだからって手て荒あらな真似まねは…」

「これで終わりや[image: ～][image: ～][image: ～]」

　ルイがすみれに飛び掛かかる。強きよう烈れつな一いち撃げきが炸さく裂れつすると思いきや……。

「こちょこちょこちょこちょこちょこちょこちょこちょ」

　猛もう然ぜんとすみれをくすぐり始めたもんだから、栄えい太たは思わずずっこけそうになってしまう。

「どうや！　修しゆう学がく旅りよ行こうでも臨りん海かい学校でもキャンプでも、うちのこのくすぐりテクで目を覚さまさなかった女友達はおらへんかったんやで！　さあ、早く目を覚まし！　こちょこちょこちょこちょこちょ！」

「あははははははははははは」

　すみれが笑う。だけど、何だかものすごく楽しそうな笑い方だ。

「今度は私がお返しです[image: ～][image: ～][image: ～]」

　ルイの体を、すみれがくすぐり始めた。

「こちょこちょこちょこちょこちょこちょこちょ[image: ～][image: ～][image: ～]」

「あーっはっはっはっはっはっはっは！」

　ルイが笑い出した。楽しそうって言うより、悶もん絶ぜつって感じの笑いだ。

「あかん！　そこはあかんって！　ダメやって！　ダメ！　あははははははははははは！」

　心ゆくまでくすぐられ、ルイは地面に倒たおれた。精せいも根こんも尽つきたといった様よう子すだ。

「今度はあなたの番です～」

　矛ほこ先さきが栄太に向けられる。

「いや、僕ぼくは別にそれは」

　及および腰ごしで後あとずさるけれど、逃れられなかった。

「こちょこちょこちょこちょこちょこちょこちょ[image: ～][image: ～][image: ～]」

「あーっはっはっはっはっはっはっは！」

　栄太も悶絶した。ルイと同じように地面に倒れる。もちろん精も根もナッシングだ。

「この勝しよう負ぶ、うちらの方が不ふ利りやったな」

「少し考えれば分かることだよ。だってこっちの方がほぼ生なま身みなんだから。無む防ぼう備びすぎるよ」

　プチ反はん省せい会かいと、今後の対たい策さくを考えてる時だ。ちょうしっぱずれた歌うた声ごえがどこからか聞こえてくる。それも合がつ唱しようでだ。いい具ぐ合あいにお酒さけをたしなまれたサラリーマンの集しゆう団だんが歩いているようだ。

「あら[image: ～][image: ～]、お友達がたくさん～」

　ふらふらとすみれが歩き出す。

「あかん！　このままでは大量の犠ぎ牲せい者しやが出てまう！　こうなったら多た少しよう手て荒あらでも力づくで何とかするしかあらへん！」

　ルイが立ち上がると、すみれに向かって飛び掛かかった。

「行っちゃあかん！　向こうに行ったらあかんのや！　あんたのためを思って言っとるんや！」

　引き止めようとするけれど、ずるずるとルイの体は引きずられていってしまう。

「エータくん！　ヘルプや！」

「あ、うん！」

　女の子の体に、パンツ一つで飛びかかるってのはおおいに抵てい抗こうがあった。でもこのまますみれを放ほうっとく訳わけにはいかない。

「てや！」

　すみれの腰こしにしがみつき、全ぜん身しんに力を込めるけど…。

　ずるずるずるずるずるずる。

　ルイと一いつ緒しよに引っ張ぱられていってしまう。

「新しいお友達の所に行くんです～。邪じや魔ましないでください～」

　すみれが体を大きく揺ゆさぶった。二人はあっさりと吹ふっ飛ばされる。ブロック塀べいを突つき破やぶり倒たおれる。

「何やこのパワーは!?　うちら二人がかりでもびくともせえへんなんて！　さっきのくすぐりで力がよう入らんってのもあるんやけど、どういうことや？」

「分からないけど、もしかしたら鬼おにパジャマだからかな？」

　必ひつ死しに力を込めながら、栄えい太たが口を開く。

「本ほん来らいその衣い装しようが使われるべき状じよう況きようで一番力を発はつ揮きするのかもしれない。つまり、パジャマだと眠ねむっている時ってこと」

「それやったらうちは海かい水すい浴よくにでも行った時が一番強くなれる言うんか？　でもエータくんはどうなるんや」

「僕ぼくは……」

　神しん妙みような顔つきで考え込んでから、栄太は呟つぶやいた。

「体たい重じゆう測そく定ていの時かな？」

「アホなこと言ってないで何とかせな。このままやとどえらいことになってまうで。せめてあのお嬢じようさんの注ちゆう意いを別に向けさせへんか？」

「そうだな。うん、止められないならそれしか方法はない。でもどうやって？」

「それを今から考えるんや。何やないのか？　あのお嬢さんが好すきなもんとか」

「好きな物……」

　しばし考えてから、栄太は思い出したとばかしに手をポンと叩たたいた。

「そうだ、虎とらだ。虎が好きだって言ってた。もともとは虎のぬいぐるみに抱だきついてたらしいんだ」

「よし、その虎とらのぬいぐるみを早はよ持ってくるんや！」

「無む理りだよ。だって修しゆう理り中ちゆうで屋や敷しきにはないんだから。あったら出で織お屋やさんだって家から出てないよ」

　栄えい太たが口を尖とがらせる。

「せやったら、動物園から虎を持ってくるんや！」

「近くに動物園なんかないよ！」

「せやったら近くのペットショップから連れてくるんや！」

「ペットショップに虎なんか売ってないよ！」

「ええい！　最後の手しゆ段だんや！　屛びよう風ぶに描かいた虎を見み事ごと外に出して見せるんや！」

「落ち着いてってルイさん！　言ってることが意い味み不ふ明めいになってきたよ」

「う[image: ～][image: ～]んと、う[image: ～][image: ～][image: ～]んと」

　あれこれ考えてから、ルイが言う。

「そうや！　うちらが虎の振りをすればええんや。着ぐるみでも着て」

「だから、その着ぐるみがないんだって」

「だったら演えん技ぎ力りよくで勝しよう負ぶや！」

「無む理りだって！　そりゃ一いち流りゆうのパフォーマーはネコ耳一つでネコになりきれるって聞いたことあるけど、今回はそのネコ耳、いやトラ耳すらないんだよ！　それにもし、トラ耳があったとしたって、それをつけたら鬼じゃなくなっちゃうだろ。生なま身みで出織屋さんの前なんかに飛び出したら僕ぼくのアバラは大変なことになっちゃうよ」

　ぶちぶち言う栄太に、ルイは真しん剣けんな顔を向け言った。

「エータくん。目閉とじて？」

「え？」

「目閉じてって言うてるんや！」

　そう言うルイの頰ほおは、ほんのりピンク色に染そまってたりした。

「ル、ルイさん！　こんな所で一いつ体たい何を！」

「何アホな勘かん違ちがいしてんのや。ええから目を閉じい言うとるんや！」

　叩たたきつけられるように言われて、栄太は上の瞼まぶたと下の瞼をくっつける。

「絶対に目を開けるんやないで。もし目を開けたら重りつけて東京湾に沈しずめるやさかいな」

　物ぶつ騒そうなことを言いながら、ルイが何かをしている。よくは分からないけど頭に何か縛しばられているようだ。

「よし、ええで。目を開けても」

　ルイに言われ、栄太はゆっくりと目を開いた。ルイがいた。でもそれまでとは様よう子すが違ちがっている。両りよう腕うでを組み胸むな元もとを隠かくしている。顔はさっき以上に真まっ赤かだった。

　そして、先さき程ほどまで頭の上に燦さん然ぜんと聳そびえ立っていた二本の角つのがなくなってしまっている。

「あれ？　ルイさん。もしかしてまたビキニの上が落っこちちゃったの？」

「そうやない。自分の頭を触さわってみ」

　ルイにそう言われ、栄えい太たは自分の頭を触ってみた。ほんのり暖あたたかい布ぬのの感かん触しよく。

（はて、これは何だろ？）

　しばしごわごわ触ってから、栄太はその正しよう体たいに気がついた。

「こ、これって！　ルイさんのビキニの上！　どーして？」

「トラ耳にしてみたんや。これやったら鬼のままでおられるやろうし。それどころかパワーアップしとるかもしれへんで。さ、早いとこ虎とらの真似まねをしてきい！」

「いや、それは一いち流りゆうのパフォーマーの話であって…」

「つべこべ言わんと、早はよ行くんや！　うちがここまでやった苦く労ろうを水の泡あわにするつもりなんか！」

　ルイの一いつ喝かつに、栄太はハッとした。

（そうだ、ルイさんが文字通り一ひと肌はだ脱ぬいでくれたんだ。もともと二肌ぐらいしか残ってなかったのに、そこからさらに一肌脱いでくれたんだ。この潔いさぎよさを無む駄だにしたらいかん）

　実じつに男らしく、栄太は拳こぶしを握にぎり締しめる。もっとも、格かつ好こうは変へん態たい以外の何者でもないけれど。

「分かった。僕ぼくの演えん技ぎ力りよくがどこまで通用するか分からないけど、それでも体たい当あたりでがんばってくる！」

　栄太は走り出した。全ぜん速そく力りよくで走り、すみれに追い付くと、その前へと立ちはだかる。

　そして、持てる限かぎりの演技力を費ついやし、虎の物真似をした。

「がおおおおおおおおおおおおおお！　虎だぞおおおおお！」

　やった直ちよく後ごに、通用しないことを確かく信しんした。幼よう稚ち園えんの学がく芸げい会かいでも通用しないんだろうなって思った。

　だけど、奇き跡せきは起きた。

　ただし、それは栄太にとってあんまりありがたくない奇跡だった。
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　黒くろ臼うす市し立りつ病びよう院いんの回転ドアをルイはくぐった。鼻はな歌うたを歌いながら三階まで上がると、入にゆう院いん患かん者じやの大おお部べ屋やへと足を運はこぶ。

「ども[image: ～][image: ～]、いつもおとんがお世せ話わになってます。これ、お土産みやげです。食べてください」

　部屋の入院患者らにタコ焼きを配くばってから、ルイは父ちち親おやのベッドへと向かった。

「おとん。着き替がえ持ってきたで」

「がご[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　ルイのおとんは豪ごう快かいに眠ねむっていた。上じよう半はん身しんがベッドから落っこちているほどの寝ね相ぞうの悪さだ。

「こないになっても眠ねむれるなんて、もう大だい丈じよう夫ぶそうやな。さっさと退たい院いんして働はたらいてもらわへんと」

　持ってきた着き替がえを脇わきに置いてから、ルイはさてとって声を出す。しきっていたカーテンをビーって引っ張ぱると、隣となりのベッドへと顔を出す。

　ニって笑って、ルイは口を開いた。

「エータくん。目が覚さめたようやな？」

　ベッドに横たわる栄えい太たの姿すがたがそこにはあった。体には包ほう帯たいをぐるぐる巻まきにしている。まるでミイラ男のようになっていた。

「大変やったんやで。救きゆう急きゆう車しやを呼よんでエータくんやサラリーマンの人達を乗っけて病びよう院いんまで運はこんできて。エータくんが一番重じゆう症しようやったんやけど。体中の骨ほねにヒビが入ってるんやもんな。でもま、一週間くらいで退院できるって言うとったよ。良かったな」

　ちっとも良くないよって顔してる栄太をそのままに、ルイは続ける。

「あははは、でもほんまびっくりやったな～。鬼おにビキニでもダメやったなんてな。やっぱり鬼パンツだけやないとあかんっちゅうこったな」

　奇き跡せきは起こった。栄太の原げん始し生せい物ぶつ並なみの物もの真似まねに、すみれは見み事ごとにひっかかってくれたのだ。

『あら[image: ～][image: ～]、トラさんです[image: ～][image: ～]』

　って言って抱だきついてきてくれた。

　悲ひ劇げきはそれからだった。抱きしめられこねくり回され……。自分の体から響ひびくバキゴキという音を耳に、栄太は意い識しきを失うしなってしまったのだ。

「まさか、鬼じゃなくなってたなんて。もし分かってたらあんな無む謀ぼうなことしなかったのに」

　栄太はルイを睨にらみつけた。

「どうして教えてくれなかったんだよ。もうちょっとで死ぬところだったんだぞ」

「そないなこと言うてもしょーがないやろ。トラ耳にしたうちのビキニが邪じや魔まで、角つのが生はえてるか生えてないか確かく認にんでけへんかったんや。それに、ちょっと走ってみれば自分が鬼になっとるかそうでないかぐらい分かるやろ？　ちょっとおかしいなと思わへんかったんか？」

「思わなかったよ」

　そんな栄太の答えに、ルイは感かん心しんしたように頷うなずいた。

「さすが神かみ様さまやな。こないな所で埋うもれさすにはもったいない才さい能のうや」

　しきりに感かん心しんするルイに、栄太は思い出したように尋たずねた。

「そうだ、すみれさんはどーしたの？　もしかして警けい察さつに突つき出したとか？」

「そないなことしてへんて。エータくんで満まん足ぞくしたのか、寝ねぼけたまま自分の家に戻ってったで」

「そっか」

　栄太は安心したように息いきを吐はき出した。

「それとや。もう一つエータくんに報ほう告こくすることがあるんや。実じつはついさっき、トネガワって店みせへ行ってみたんや」

「それで、どうだった？　やっぱり他にもあった？　鬼おにになる服ふく。ちゃんと全部買ってきたんだよな？」

「それなんやけどな。そうもいかへんかったわ」

　ルイが首を振る。

「お店の人の話やと、細こまかくは覚おぼえてへんけど確たしかにそんなトラジマの服がいくつかあったそうや。せやけど、もう全部売れてもうたとかで店には一個も残ってへんのやて。誰だれが買ったかはさっぱり分からへんらしい」

　ものすごく残ざん念ねんそうに、ルイは言う。

「せっかく大おおもうけの予よ感かんがしとったのにな」

「それどころじゃないよ。あんな物ぶつ騒そうな衣い装しようが、いろんな人の手に渡わたってしまっているなんて……」

　栄えい太たはちょっと青ざめる。

「まあ、そないに心しん配ぱいすることあらへんて。残ってた衣装全すべてに鬼になる力があるかどうやも分からへんし。買った人間がそれに気がつくかも分からへん。気がついても、一人で楽しむ分には問もん題だいあらへんしな」

「でももし、それを使って悪いことをしようとたくらんだら？」

「そん時は、うちらの出で番ばんや」

　ルイは拳こぶしを握にぎり締しめた。

「そないに悪い奴やつはうちらが懲こらしめて、それで衣装は没ぼつ収しゆうや。健けん全ぜんに使ってくれる大金持ちに売っぱらえば……」

　捕とらぬ狸たぬきの皮かわ算ざん用ようを始めて、ルイはニタニタと笑った。

「あかん、家が建たつとこ想そう像ぞうしてもうた」

　呆あきれたように息いきを吐はき出してから、栄太は呟つぶやく。

「さしあたっては、出で織お屋やさんだな。鬼パジャマをどうにかしないとまた抱だきつき魔まの被ひ害がいが出てしまうぞ。鬼パジャマのことを正しよう直じきに話して夜は着ないようにしてもらおうかな」

「そ、それはあかん！」

　ルイが慌あわてたように言った。

「それはあかんのや」

「どうして？　出織屋さんなら悪あく用ようはしないと思うんだけど」

「そうかもしれへんけど、でもあかんのや。せっかくうちとエータくんだけの鬼おに友ともなんやし、新メンバーの加か入にゆうはもうちっとばかし後でも……」

　もごもごと口を動かしてから、ルイは閃ひらめいたとばかしに叫さけんだ。

「そうや！　もしあのお嬢じよう様さまに鬼おにパジャマのことを教えてもうたら、抱だきつき魔まが自分だって分かってまうんやないか？　その罪つみの意い識しきに耐たえ切れんようになってあの長い髪かみをバッサリなんてゆーことになったら」

「なるほど、確たしかにそれはあるなあ」

　栄えい太たが頷うなずく。

「だとするとどうしたもんか。盗ぬすみ出すって訳わけにもいかないし」

　う～むと思し案あんしている時だった。

「失しつ礼れいいたします」

　そう言って、病びよう室しつに入ってくる人物がいた。長い髪の毛けの、おしとやかそうな美び人じん。出で織お屋や家けのお嬢様、すみれだ。大おお久く保ぼさんもすぐ後ろにひかえている。

「あっ、栄太様！」

　栄太の姿すがたを見つけると、すみれは心しん配ぱいそうな顔で駆かけ寄よってきた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　栄太様が病院に運はこばれたって知ってもう驚おどろいてしまって」

　包ほう帯たいだらけの栄太を見て、すみれは大おお粒つぶの涙なみだを流し始めた。

「私のせいで、こんなことになってしまうなんて」

「え？」

　もしかして鬼パジャマのことを知ってしまったのかと思う栄太とルイだったけど、そうじゃなかった。

「何もおっしゃらなくても分かります。夜中に抱きつき魔が屋や敷しきに潜せん入にゆうしたのですね。そして私はさらわれてしまったのですね。栄太様は私を助たすけるために抱きつき魔と戦たたかい、見み事ごと撃げき退たいするも負ふ傷しようなさってしまったのですね」

「いや、別にそういう訳わけじゃないんだけど…」

「ああ、栄太様」

　感かん極きわまった様よう子すで、すみれが栄太の手を握にぎった。

「あ、あわわわわわ」

　いきなり手を握られたもんだから、とてつもなくあわあわする栄太。

「私にできるお礼れいでしたら何でもします。どうぞ遠えん慮りよなくおっしゃってください！」

　すみれの言こと葉ばに、栄太はふと思いつく。

（待まてよ、これってチャンスじゃないか？）

　確たしかめるように、栄太は言った。

「本当に何でもいいの？」

「はい、何でも」

「それじゃ、ちょっと言いにくいお願ねがいなんだけど、パジャマをくれないかな？」

「パジャマ？　そんなものでしたらいくらでも。すぐに特とく注ちゆうで作らせますわ」

「いや、そうじゃなくって。出で織お屋やさんのパジャマが欲ほしいんだ。その、トラジマの」

「私の、パジャマですか？」

　驚おどろいたようにすみれが目を大きくする。

「そうなんだけど……ダメかな？」

「いえ、ダメということではございませんが……私のパジャマなんかを、一いつ体たいどうして？」

「それは……」

　栄えい太たはおおいに困こまった。

（言ってることは変へん態たい以外の何者でもないからな。何かうまい理り由ゆうを考えないと……）

　困って困って、散さん々ざん困ってから、栄太は口を開いた。

「ほら、サッカーとかで仲なか良よくなった選せん手しゆがユニフォームを交こう換かんするってあるじゃないか。最さい近きんはパジャマを交換するのが流行はやってるんだ。だから」

　もちろん大おお噓うその出で任まかせだ。だけど、そこんところはジャムバタ納なつ豆とうを当とう然ぜんのことのように受け入れたつわもの。何の疑うたがいも抱いだかない。

「なるほど、そういうことでしたのね。分かりました。私のパジャマ、差し上げますわ」

「ありがとう。僕ぼくのパジャマもちゃんと届とどけるよ」

「だけど、栄太様さまの方からそんなことをおっしゃっていただけるなんて」

　すみれの顔が、ほんのりピンク色に染そまった。

「出織屋さん？　顔が赤いけどどこか具ぐ合あいでも悪いの？　病びよう院いんなんだし、診しん察さつしてもらってったら？」

「そうではありません。ただ、何だか嬉うれしくて恥はずかしくて」

　すみれは顔を抑おさえて病室を飛び出していく。

「丸まる見み様さま、お嬢じよう様さまのこと、どうぞよろしく頼たのみましたぞ」

　熱っぽい瞳ひとみでそんなこと言って、大おお久く保ぼさんも去さっていった。

「よし、うまく行ったぞ」

　栄太はガッツポーズを決めた。

「どう？　ルイさん。無ぶ事じに鬼おにパジャマ問もん題だいを解かい決けつしたぞ！」

　ぶっす[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]。

　ルイは不ふ機き嫌げんの極きわみのような顔をしていた。

「何だ？　どこか具合でも悪いのか？　病院なんだし、診療してもらってけば」

「エータくん。なんでうちとはパジャマ交換してくれへんのや？」

「え？」

「仲良うなったらパジャマを交換するのが関かん東とうで流行っとるんやろ？　うちの方が付つき合い長いっちゅうのに、なんで言ってくれへんのや。鬼おに友ともやんか」

「何言ってるんだよルイさん。あんなの噓うそに決まってるじゃないか」

　栄えい太たは軽く笑い飛ばす。

「パジャマを交こう換かんするなんてことある訳わけないだろ？　第一サイズが合わないよ」

　と、栄えい子こ母かあさんが顔を出す。

「栄太。着き替がえ持ってきたわよ。あら巣す玉だま井いさん。昨日きのうは連れん絡らくくれてありがとね」

「あ、母さんいいところに来たよ」

　ナイスタイミングとばかしに、栄太は言った。

「親しん睦ぼくを深めるためパジャマを交換するなんてバカらしいこと、別に流行はやってないよね」

　そんなの流行ってる訳ないじゃないって笑い飛ばしてくれることを期き待たいしていた。だけど栄太は忘れていた。自分の母はは親おやの特とく異い性せいを。

「パジャマ交換ね。親したしくなり始めの男女が、さらなる二人の仲なかの進しん展てんを願ねがってパジャマを交換する。由ゆ来らいは平へい安あん時じ代だいに始まった寝しん着ぎ交換の儀ぎだそうよ。何てロマンチックなのかしら」

「えええ！」

「母さんも若わかい頃ころお父さんと……やだ、何言ってるのかしら。あ、そうそうお花持ってきたの。ちょっと看かん護ご婦ふさんに頼たのんで花か瓶びんあるか聞いてくるわ」

　着替えの入った袋ふくろを置くと、栄子母さんはうふうふ笑いながら去さって行った。

「まいったな…本当にあったなんて」

　栄太はゴクリと喉のどを鳴ならした。

「いや[image: ～][image: ～]、でもきっとそんなに流行ってはないはずだよ。もしかしたらそんな儀ぎ式しきが存そん在ざいしてるのは母さんの頭の中だけかもしれないし……あれ？　ルイさん。どーして服ふくを脱ぬいでるのかな？　どーして一ひと肌はだも二肌も脱いでるのかな！　何だか八肌くらい脱いじゃってるようだけど、何をするつもりなのかな？」

　鬼おにビキニだけとなったルイの頭から、ニョッキリと角つのが飛び出す。

「エータくんの、アホおおおおおおおおおおおおおお！」

　ばちこ───────────ん！

　強きよう烈れつなつっこみが、栄太に炸さく裂れつした。

　病院全体が振しん動どうしてしまうくらいに、それはそれは恐おそろしいつっこみだった。

　結けつ果か………

　栄太の入院が、もう一週間延のびたのだった。





おしまい












　　　あとがき




　もう何年も前のことになるけれど、テレビ番組で、河かつ童ぱの手や人にん魚ぎよのミイラなんかの特集をやっていた。

　僕ぼくはビデオに撮とってまでして熱ねつ心しんに見ていた。

　怖こわがりのくせにこういったオカルト系けいの番組は好すきなのだ（基き本ほん的てきには全部信じる方ほう針しんで見ている）。

　ドキドキしながら見ていると、鬼おにのミイラなる物が出てきた。ひざをかかえた気き味みの悪いミイラで、確たしかに頭から二本角つのが生はえている。

　だけど、僕は思わずつっこみを入れた。

「パンツ穿はいてないじゃん！」

　鬼といったらやっぱりトラジマのパンツ。色あせててもいいからパンツは穿いていて欲ほしかった。

（パンツだけでも別の場所に伝つたわってたりすると面おも白しろいんだけどな。そこには鬼の呪のろいがかかってたりして……）

　そんなことを考えてたおかげでこうやって本ができた訳わけだから、あの番組には感かん謝しやしたいと思います。

　ちなみに、その時考えてた鬼のパンツの呪いには、他にこんなのもありました。




その①　すごく臭におってしまう呪い

その②　一度穿いたら脱ぬげなくなる呪い

その③　全ぜん身しんがトラジマ模も様ようになってしまう呪い

その④　『鬼のパンツの歌』を永えい遠えんに歌い続けてしまう呪い




　意外とゾっとするものばかりだなあと、今になってみると思います。




　そんなこんなで、トラジマ！　いかがでしたでしょうか？

　脱ぐと強くなるという主しゆ人じん公こうは、なかなか間ま抜ぬけで個こ人じん的てきには気に入ってます。

　自分だったら鬼○○○が欲しいなあ。

　そんなことを想そう像ぞうしてくださったりすると、ひじょーに嬉うれしく思います。

　それではでは。





阿あ智ち太た郎ろう　　　　









追つい伸しん




　登とう場じよう人じん物ぶつの妙みようちくりんな名前。お気づきの方もいるかと思いますが一いち応おう意味があります。




　丸まる見み栄えい太た（パンツまる見え）

　巣す玉だま井いルイ（ビキニスタイル）

　出で織お屋やすみれ（パジャマでお休み）




　う[image: ～][image: ～][image: ～]む、こうやって見るとかなりしょーもない。
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阿あ智ち太た郎ろう

１９７８年長野県出身。いろいろあって今は東京で会社員もしてる。上の写真は、真面目に仕事しているように見せかけてこれから居眠りをしようとしているところ。よく見破られる。
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イラスト／立たて羽は

４月15日生まれ、Ｏ型。彩の国在住。普段は塗り師やってます。鬼や吸血鬼や悪魔な娘大好きです。赤と白のが特に好き。最近は会社と家のループから抜け出せない日々を送ってます。改善せねば！
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トラジマ!




ルイと栄えい太たの事じ情じょう








阿あ智ち太た郎ろう
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